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事
業
統
合
で
合
意

国
内
建
設
鋼
材
と
ス
ク
ラ
ッ
プ

メ
タ
ル
ワ
ン
建

材
・
三

井
物

産
Ｓ

　
―
―
前
期
は
連
結
売
上
高

が

16％
減
の

1兆

7

4

3

9

億
円
、
経
常
利
益
が

13％
減

の

1

5

0億
円
だ
っ
た
が
、

今
期
の
利
益
計
画
と
手
応
え

か
ら
。

　
「
経
常
利
益

2
0
0億

円

は
最
低
限
確
保
し
た
い
。
国

内
は
建
設
、
製
造
業
と
も
に

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
好
転

し
て
お
り
、
消
費
税
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
も
出
始
め

て
い
る
。
円
高
修
正
で
輸
入

材
が
減
少
、
輸
出
環
境
も
改

善
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
徐
々

に
で
は
あ
る
が
数
量
回
復
の

期
待
が
で
き
る
。
単
月
で
み

る
と

3月
か
ら
収
益
が
改
善

し
始
め
、

4、

5月
と
も
当

初
計
画
を
上
回
る
結
果
が
出

て
い
る
」

　
―
―
足
元
の
経
営
課
題

を
。

　
「
大
き
く

3つ
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
一
つ
目
は
海

外
石
炭
事
業
の
収
益
改
善
。

微
粉
炭
吹
込
用
の
石
炭
権
益

を
メ
ー
ン
に
豪
州
で
積
極
投

資
を
行
っ
て
き
た
が
、
資
源

価
格
の
高
騰
が
続
く
な
か
で

高
コ
ス
ト
化
が
進
み
、
石
炭

価
格
の
下
落
で
収
益
が
悪
化

し
て
い
る
。
二
つ
目
が
中
国

の
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
採
算

改
善
。中
国
国
内
で

5カ
所
、

電
機
メ
ー
カ
ー
向
け
の
薄
板

・
電
磁
鋼
板
の
加
工
を
メ
ー

ン
と
し
た
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

網
を
敷
い
て
い
る
。
主
力
で

あ
る
日
系
の
お
客
さ
ま
の
中

国
ミ
ル
材
へ
の
シ
フ
ト
な
ど

に
よ
る
数
量
減
、
中
国
内
で

の
供
給
能
力
拡
大
に
よ
る
価

格
低
下
な
ど
の
影
響
に
加

え
、
大
幅
な
人
件
費
の
高
騰

で
苦
戦
し
て
い
る
。
三
つ
目

が
国
内
の
厚
板
加
工
ビ
ジ
ネ

ス
の
立
て
直
し
。
特
に
建
機

対
応
を
メ
ー
ン
と
す
る
加
工

会
社
が
苦
し
ん
で
い
る
。
い

ず
れ
も
環
境
は
厳
し
い
が
、

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
効
率
化
、

C
Sの

さ
ら
な
る
向
上
な
ど

の
改
善
策
を
急
い
で
い
る
」

　
―
―
国
内
の
体
制
を
再
強

化
し
た
。

　
「
海
外
市
場
が
中
国
の
増

産
で
不
安
定
な
状
況
が
続
い

て
い
る
と
い
う
側
面
は
あ
る

が
、
国
内
は

6
0
0
0万

㌧

規
模
の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
り
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
。

4

月

1日
付
で
事
業
再
編
を
実

施
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建

材
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鋼
管
管
材

を
本
部
格
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
薄

板
建
材
を
部
格
と
し
、
当
社

グ
ル
ー
プ
内
の
情
報
共
有
を

よ
り
図
る
こ
と
の
で
き
る
体

制
を
整
え
た
。
加
工
・
流
通

機
能
も
、
厚
板
系

7社
、
建

材
系

7社
、
特
殊
鋼
・
ス
テ

ン
レ
ス
系

3社
、
薄
板
加
工

系

8社
、
鋼
管
系

4社
、
ブ

リ
キ
・
製
缶
系

2社
な
ど
を

展
開
し
、
特
約
店
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
強
化
し
て
い
る
」

　
―
―
海
外
で
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ブ
ラ
ン
ド

5

0

0

0の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速

し
て
い
る
。

　
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
製
品

で

3
0
0
0万

㌧
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

ブ
ラ
ン
ド
で

2
0
0
0万

㌧

を
販
売
し
よ
う
と
い
う
も

の
。Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
と
し
て
は
、

ま
ず
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
製
品

を
拡
販
し
、
韓
国
の
自
給
化

に
伴
い
減
少
す
る
鋼
材
の
販

売
先
を
西
南
ア
ジ
ア
、
中
近

東
へ
と
拡
充
し
て
い
る
。
加

え
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の

供
給
能
力
、
求
め
ら
れ
る
納

期
・
ス
ペ
ッ
ク
な
ど
の
条
件

お
よ
び
お
客
さ
ま
の
ご
要
望

に
応
じ
て
、
韓
国
の
東
国
製

鋼
や
イ
ン
ド
の
Ｊ
Ｓ
Ｗ
ス
チ

ー
ル
な
ど
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

の
提
携
先
の
製
品
、
現
地
材

を
わ
れ
わ
れ
の
加
工
拠
点
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
販
売
し

て
お
り
、
今
後
も
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
増
や
し

て
行
く
。
原
材
料
・
資
機
材

も
同
様
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

向
け
の
安
定
供
給
が
第
一
で

は
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
外
に

も
石
炭
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
拡

販
し
て
い
き
た
い
。
自
由
度

を
持
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
伸

び
を
グ
ル
ー
プ
で
取
り
込

み
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
全
体

の
収
益
に
貢
献
し
て
い
く
の

が
狙
い
だ
」

　
―
―
現
状
と
目
標
感
を
。

　
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
グ
ル

ー
プ
以
外
の
扱
い
が

2割
弱

程
度
で
、
ま
ず
は

3割
程
度

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
扱

い
量
に
上
乗
せ
す
る
た
め
、

調
達
先
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
海
外
各
拠
点
の

報
告
を
見
る
と
、
韓
国
提
携

先
や
中
国
国
内
ミ
ル
の
製
品

取
り
扱
い
が
増
え
て
き
て
い

る
」

　
―
―
グ
ル
ー
プ
中
核
商
社

と
し
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
と
の
連
携
も
強
化

し
て
い
る
。

　
「
全
社
レ
ベ
ル
で
は
情
報

交
換
を
開
始
し
た
段
階
だ

が
、
取
引
が
あ
っ
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ

鋼
管
管
材
が
販
売
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
の
地
中
熱
シ
ス
テ
ム

の
営
業
展
開
を
図
る
な
ど
具

体
的
な
動
き
が
出
て
き
た
。

太
陽
光
発
電
で
は
、
当
社
の

遊
休
地
を
貸
与
し
て
事
業
化

す
る
な
ど
の
事
例
も
出
始
め

て
い
る
。
当
社
は

17カ
国

32

拠
点
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展

開
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン

ジ
含
め
て
海
外
で
の
グ
ル
ー

プ
連
携
も
拡
大
し
て
い
る
」

　
―
―
中
期
経
営
計
画
で
は

連
結
経
常
利
益

4

0

0億
円

を
目
標
に
掲
げ
、
さ
ら
に

5

0

0億
円
を
目
指
す
と
表
明

し
て
い
る
が
、
中
長
期
の
課

題
と
展
望
を
。

　
「
ブ
ラ
ン
ド

5
0
0
0の

実
現
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商

事
の
機
能
を
さ
ら
に
と
ぎ
す

ま
し
、
販
売
先
と
サ
プ
ラ
イ

ソ
ー
ス
を
開
拓
し
て
い
く
こ

と
が
テ
ー
マ
と
な
る
。
最
高

益

3
9
2億

円
を
計
上
し
た

07年
度
と
比
べ
て
経
営
環
境

は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

4

0
0億

円
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
が
、
旗
は
降
ろ
さ
な
い
。

メ
ー
カ
ー
商
社
と
し
て
、
ト

レ
ー
ド
収
益
メ
ー
ン
で
き
た

が
、
持
続
的
成
長
を
図
る
に

は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
組

み
替
え
て
、
優
良
な
事
業
会

社
を
増
や
し
、
リ
タ
ー
ン
を

重
ね
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
連
単
倍
率
は

1・

3―

1・

4で
、
こ
れ
を

2以
上

ま
で
引
き
上
げ
て
い
く
。
そ

の
た
め
の
資
金
は
必
要
だ

が
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
利

益
最
大
化
に
寄
与
す

る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
Ｍ
＆
Ａ
を
含
め

成
長
の
た
め
の
攻
め

の
投
資
は
加
速
す

る
」

　
（
谷
藤

真
澄
）

日刊産業新聞 13.6.13

　
ト
ヨ
タ
の
販
売
店
か
ら
電
話
が

あ
り
、「

7月
の
車
検
に
向
け
て
、

早
め
に
予
約
し
た
方
が
お
得
で

す
」
と
い
う
の
で
「
予
定
を
確
認

し
、あ
ら
た
め
て
連
絡
す
る
」と
答

え
た
と
こ
ろ
、間
髪
入
れ
ず「
買
い

替
え
は
考
え
て
ま
せ
ん
か
」
と
聞
い
て
き
た
▼
考
え

て
み
る
と

5回
目
の
車
検
、

12年
目
を
迎
え
る
わ
け

で
、当
然
の
質
問
で
は
あ
る
。た
だ
某
初
代
ミ
ニ
バ
ン

の
完
成
度
は
極
め
て
高
く
、

3㍑
エ
ン
ジ
ン
は
快
調
、

内
装
も
ほ
と
ん
ど
色
あ
せ
て
い
な
い
。

2代
目
に
試

乗
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
乗
り
換
え
よ
う
と
い
う
気

に
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
▼
米
国
に
着
任
し
た

15年
以

上
前
の
こ
と
で
定
か
で
は
な
い
が
、

7年
落
ち
の
米

国
車
が

3
0
0
0㌦

で
、
日
本
車
は

1万
㌦
を
超
え

て
い
た
記
憶
が
あ
る
。燃
費
が
良
く
て
、故
障
が
少
な

い
た
め
リ
セ
ー
ル
バ
リ
ュ
ー
が
高
い
。
そ
の
後
も
日

本
車
ブ
ラ
ン
ド
は
世
界
中
へ
広
が
っ
て
い
る
▼

2
0

1
2年

の
世
界
の
自
動
車
（
乗
用
車
、ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
、
自
工
会
ま
と
め
）生
産
台
数
は

8
4
1
4万

台
。

日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
生
産
は
国
内

9
9
4万

台
、
海
外

1
5
8
3万

台
の
ト
ー
タ
ル

2
5
7
7万

台
。
存
在
感
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

金属春秋
2013.6.13

きょうの紙面

外為TTS
（三菱東京UFJ銀行）

（12日10時）

米ドル 97.46  

ユーロ 129.95  

ウォン 8.75  

（参考値）

元 16.01  

（参考値）

LME相場
（現地11日セツル、㌦）

銅 7036.0  

アルミ 1848.5  

ニッケル 14495.0  

亜鉛 1833.0  

錫 20600.0  

鉄スクラップ総合価格
（円、7日調べ）

H2 21,400

新断プレス 24,600

主要品種相場
（東京、ベースサイズ、円）

異形棒鋼 60,000

H形鋼 70,000

黒ガス管 135,000

熱延鋼板 58,000

厚板 72,000

バルチック海運指数

現地11日 825  

ＷＴＩ原油先物（中心限月）

現地11日 95.38  

鉄
鋼
需
要
、初
の

6000万
㌧
超
へ

　
東
南
ア
ジ
ア
主
要

6カ
国
の
鉄
鋼
需
要

が
、

2
0
1
3年

に
初
め
て

6
0
0
0万

㌧
を

超
え
る
見
込
み
。
日
本
の
主
要
輸
出
先
と
し
て

重
要
度
は
さ
ら
に
高
ま
り
そ
う
だ
。（

3面
）

欧欧
州州
委委
員員
会会
、、
鉄鉄
鋼鋼
業業
のの
支支
援援
をを
計計
画画

,,

18㍑
缶
の
今
年
度
販
売
を
拡
大
…
大
日
製
缶
（
４
面
）

海
洋
発
電
実
証
に
神
鋼
の
チ
タ
ン
板
採
用

（

12面
）

鉄鋼商況

鉄鋼市中相場

LME・NYC相場

非鉄市中相場

７面

８面

９面

10面

（
５
面
）

杉
山
商
店
・
大
野
工
場
、
ベ
ン
ダ
ー
３
基
増
設

ＪＦＥ商事

矢島　勉氏

ググ
ルル
ーー
ププ
収収
益益
にに
貢貢
献献

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

南港支店、リニューアルオープン

F.SホールディングスF.Sホールディングス
扶和メタルU S A扶和メタル U S A
扶和産業株式会社扶和産業株式会社
扶和物流株式会社扶和物流株式会社
瑞 光 株 式 会 社瑞 光 株 式 会 社

■
■
■
■
■

〈 関 連 会 社 〉〈 関 連 会 社 〉

■本 社 ■ニューヨーク支社

■ストックヤード　

　〈 関 西 地 区 〉　
大 　 阪 　 支 　 店
東 大 阪 　 支 　 店
八 　 尾 　 支 　 店
南 　 港 　 支 　 店

　〈 関 東 地 区 〉　
東 　 京 　 支 　 店
市 　 川 　 支 　 店
鹿 　 島 　 支 　 店
北 関 東 　 支 　 店
埼 　 玉 　 支 　 店

泉 大 津 ヤ ー ド船 　 橋 ヤ ー ド
川 　 崎 ヤ ー ド
お 台 場 ヤ ー ド

扶和メタル株式会社
フ ワ

since 1908

1）「ZAM」は、日新製鋼株式会社の登録商標です。
2）「ZAM」は、日新製鋼株式会社が開発した溶融
亜鉛Zn-アルミニウムAl-マグネシウムMg合金めっき
鋼板の商品名です。

建材管グループ

ISO9001/14001 認証取得
TEL 047-353-9100

http://www.az-azabu.com

会
長
に
平
岡
氏

日
金
工
商
事

　
ス
テ
ン
レ
ス
商
社
、
日

金
工
商
事
（
伊
藤
誠
治
社

長
）の
取
締
役
会
長
に
、平

岡
惟
史
・
日
新
製
鋼
顧
問

（

65）
が

6月

7日
付
で

就
任
し
た
。
平
岡
氏
は
昨

年

3月
ま
で
日
新
の
常
務

執
行
役
員
を
務
め
て
い

た
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
な
ど

10

団
体
は

6月
中
に
も
、
政

府
に
対
し
て
電
気
料
金
の

値
上
げ
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
す
る
。
日
本
産
業

・
医
療
ガ
ス
協
会
の
豊
田

昌
洋
会
長
（
エ
ア
・
ウ
ォ

ー
タ
ー
副
会
長
）
が

12日

に
都
内
で
行
っ
た
会
見
で

明
ら
か
に
し
た
。

　

1月

24日
に
は
、
鉄
連

な
ど

9団
体
と
基
幹
労
連

が
「
電
気
料
金
値
上
げ
に

つ
い
て
の
緊
急
要
望
」
を

政
府
に
提
出
。
今
回
は
新

金
属
協
会
、
日
本
金
属
熱

処
理
工
業
会
、
日
本
鉱
業

協
会
、
日
本
産
業
・
医
療

ガ
ス
協
会
、
日
本
チ
タ
ン

協
会
、
日
本
鋳
造
協
会
、

日
本
鋳
鍛
鋼
会
、
普
通
鋼

電
炉
工
業
会
、
日
本
鉄
鋼

連
盟
、
鉄
連
特
殊
鋼
会
の

10団
体
で
要
望
書
を
提
出

す
る
も
の
。

　
昨
年
の
東
京
電
力
に
引

き
続
き
、
本
年

4月
に
は

関
西
電
力
と
九
州
電
力
が

電
気
料
金
の
値
上
げ
を
実

施
し
、
そ
の
他
の
電
力
会

社
で
も
値
上
げ
を
検
討
し

て
い
る
。こ
れ
を
受
け
て
、

7月
に
施
行
さ
れ
る
原
子

力
発
電
所
の
新
規
制
基
準

に
基
づ
い
て
、
再
稼
働
に

向
け
て
原
発
の
安
全
確
認

を
早
期
実
施
す
る
こ
と
、

ま
た
省
エ
ネ
設
備
導
入
の

補
助
金
活
用
に
関
す
る
支

援
を
求
め
て
い
く
。（

2面

に
関
連
記
事
）

鉄連など

原
発
安
全
確
認
　早
期
の
実
施
を

電
気

料
金

値
上

げ
政政
府府
にに
要要
望望
書書

前

3月
期
減
益

マ
レ
ー
シ
ア
・

ペ
ル
ス
テ
ィ
マ

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
な
ど

が
出
資
す
る
マ
レ
ー
シ
ア

の
ブ
リ
キ
メ
ー
カ
ー
、
ペ

ル
ス
テ
ィ
マ
が
発
表
し
た

2
0
1
3年

3月
期
の
税

引
き
前
利
益
は
前
期
の

4

1
3
4万

9
0
0
0リ

ン

ギ
ッ
ト
か
ら
、

3
2
8
8

万

8
0
0
0リ

ン
ギ
ッ
ト

に
減
少
し
た
。

1―

3月

は
販
売
数
量
減
少
、
高
水

準
の
海
外
材
入
着
、
販
売

価
格
下
落
の
影
響
で
売
上

高
が

1億

4
8
4
7万

5

0
0
0リ

ン
ギ
ッ
ト
に
、

前
年
同
期
比

17・

2％
減

少
し
た
半
面
、
期
末
調
整

で
利
益
は

1
4
5
4万

7

0
0
0リ

ン
ギ
ッ
ト
と

3

倍
超
に
増
え
た
。

　

13年

3月
期
の
マ
レ
ー

シ
ア
の
税
引
き
前
利
益

は
、
前
期
の

3
5
0
5万

リ
ン
ギ
ッ
ト
か
ら

2
3
2

9万

7
0
0
0リ

ン
ギ
ッ

ト
に
減
少
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
は

4
6
6万

リ
ン
ギ
ッ

ト
に
対
し

1
4
2
4万

4

0
0
0リ

ン
ギ
ッ
ト
と
増

加
。
売
上
高
は
そ
れ
ぞ
れ

5億

6
1
6
5万

2
0
0

0リ
ン
ギ
ッ
ト
、

2億

4

2
8
6万

リ
ン
ギ
ッ
ト
に

対
し
、

4億

4
2
1
6万

8
0
0
0リ

ン
ギ
ッ
ト
、

2億

1
9
8
1万

9
0
0

0リ
ン
ギ
ッ
ト
と
な
っ

た
。

　
メ
タ
ル
ワ
ン
（
松
岡
直

人
社
長
）
と
三
井
物
産
ス

チ
ー
ル（
丹
内
孝
治
社
長
）

は

12日
、

2
0
1
4年

4
月

1日
を
め
ど
に
、
メ
タ

ル
ワ
ン
建
材
（
山
元
康
雄

社
長
）
の
全
事
業
と
、
三

井
物
産
ス
チ
ー
ル
の
国
内

建
設
鋼
材
関
連
事
業
お
よ

び
メ
タ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
関

連
事
業
の
統
合
に
向
け
て

検
討
を
開
始
す
る
こ
と

で
、
同
日
合
意
し
た
と
発

表
し
た
。

　
関
係
各
社
で
、
統
合
検

討
委
員
会
を
早
期
に
設
置

す
る
。
統
合
の
形
態
、
統

合
新
会
社
の
名
称
、
本
店

所
在
地
、
代
表
者
や
役
員

構
成
な
ど
は
現
時
点
で
は

未
定
で
、
今
後
詰
め
る
。

統
合
比
率
は
外
部
機
関
の

評
価
等
を
参
考
に
決
定
す

る
。

　
メ
タ
ル
ワ
ン
建
材
は
メ

タ
ル
ワ
ン

1
0
0％

子
会

社
で
、
営
業
拠
点
は

19拠

点
を
有
し
、
従
業
員
数
は

4
8
9人

（

13年

4月

1

日
現
在
）。三

井
物
産
ス
チ

ー
ル
は
三
井
物
産
の

1
0

0％
子
会
社
。
従
業
員
数

は

7
4
4人

（

13年

4月

1日
現
在
）
で
、
営
業
拠

点
は

12拠
点
。
こ
の
う
ち

国
内
建
設
鋼
材
関
連
事
業

と
メ
タ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
関

連
事
業
を
統
合
す
る
が
、

総
合
建
材
部
門
や
製
鋼
原

料
部
門
で
ど
の
部
分
を
統

合
対
象
に
す
る
か
を
、
地

方
拠
点
を
含
め
て
、
今
後

検
討
す
る
。

　
統
合
新
会
社
の
傘
下
に

入
る
子
会
社
は
、
メ
タ
ル

ワ
ン
建
材
側
が
大
協
鋼

業
、
ワ
テ
ッ
ク
ス
、
ワ
テ

ッ
ク
ス
北
海
道
で
、
メ
タ

ル
ワ
ン
建
材
西
日
本
は

13

年
度
中
に
メ
タ
ル
ワ
ン
建

材
に
吸
収
合
併
す
る
予

定
。
一
方
、
三
井
物
産
ス

チ
ー
ル
側
は
三
井
物
産
鋼

材
販
売
と
三
井
物
産
鋼
材

販
売
西
日
本
が
対
象
に
な

る
。

　
国
内
建
設
鋼
材
市
場
、

メ
タ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
場

は
事
業
環
境
が
急
速
に
変

化
し
て
お
り
、
今
後
、
競

争
が
さ
ら
に
激
化
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。
こ
の
中
、

統
合
に
よ
っ
て
各
社
が
培

っ
て
き
た
経
営
資
源
を
結

集
し
、
グ
ル
ー
プ
力
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
持
続
的
成
長
を
目
指

す
こ
と
で
需
要
家
、
従
業

員
を
含
め
た
全
て
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て

最
善
の
選
択
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
判
断
し
、
検

討
開
始
の
合
意
に
至
っ

た
。

　
統
合
に
よ
っ
て
、「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

推
進
」「
大
規
模
災
害
に
対

す
る
強
靭
な
社
会
基
盤
の

整
備
」
な
ど
に
必
要
な
建

設
資
材
の
安
定
供
給
と
、

メ
タ
ル
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
効

率
的
リ
サ
イ
ク
ル
の
確
立

を
通
し
て
、
社
会
貢
献
を

目
指
し
て
い
く
。

　
（

2面
に
解
説
）

　
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は

12日
、
日
揮

と
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の

ジ
ャ
パ
ン
・
マ
リ
ン
・
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
（
Ｊ
Ｍ
Ｕ
）
と

共
同
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア

ト
ラ
ン
チ
コ
ス
ル
造
船
会

社
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）
へ
の
出
資

に
向
け
た
特
定
目
的
会
社

を
、

6月
下
旬
に
設
立
す

る
と
発
表
し
た
。

　
新
設
す
る
特
定
目
的
会

社
「
Ｊ
Ｅ
Ｉ
」
は
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
の
連
結
子
会
社
と
な

り
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
持
分
法
適

用
関
連
会
社
と
な
る
。
Ｊ

Ｅ
Ｉ
は
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
が
行
う

総
額

2億

1
0
0万



（
約

91億

2
2
0
0万

円
）

の
第
三
者
割
当
増
資
を
引

き
受
け
る
。

伯
造
船
会
社
に

Ｉ
Ｈ
Ｉ
出
資
へ

子
会
社
設
立

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版
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メ
タ
ル
ワ
ン
建
材
と
、

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル
（
総

合
建
材
部
門
、
製
鋼
原
料

部
門
）の
統
合
新
会
社
は
、

売
り
上
げ
規
模
は
推
定
で

6
0
0
0億

円
を
超
え
、

国
内
の
冷
鉄
源
と
建
材
事

業
で
圧
倒
的
な
存
在
感
を

示
す
こ
と
に
な
る
。
特
に

電
炉
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
、
購
買
と
営
業
に
渡
り

商
社
と
し
て
発
言
力
が
増

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
電

炉
再
編
の
呼
び
水
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
【
鉄

ス
ク

ラ
ッ

プ
業

界

へ
も
大

き
な

余
波

】

　
昨
年

10月
、
親
会
社
の

メ
タ
ル
ワ
ン
か
ら
メ
タ
ル

ワ
ン
建
材
に
建
材
・
冷
鉄

源
部
門
を
移
管
。
一
方
の

三
井
物
産
ス
チ
ー
ル
は
今

年

4月
、
三
井
物
産
メ
タ

ル
ズ
が
取
り
扱
う
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
等
関
連
事
業
を
ス

チ
ー
ル
に
移
管
す
る
な

ど
、
と
も
に
製
品
・
原
料

を
一
貫
し
て
取
り
扱
う
こ

と
で
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
取

引
拡
大
を
進
め
て
き
た
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
で
も

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
争
い
を
繰

り
広
げ
て
き
た
両
社
が
統

合
へ
向
け
、
動
き
出
し
た

こ
と
を
受
け
て
、「
両
社
そ

れ
ぞ
れ
強
み
を
持
つ
メ
ー

カ
ー
が
違
う
た
め
、
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
は
販
路
拡

大
の
チ
ャ
ン
ス
が
出
て
く

る
の
で
は
」（
ヤ
ー
ド
経
営

者
）
と
期
待
す
る
声
も
聞

か
れ
る
。

　
【

国
内

建
設

市
場

再
編

も
加

速
】

　
メ
タ
ル
ワ
ン
建
材
は
昨

年

10月
に
メ
タ
ル
ワ
ン
か

ら
冷
鉄
源
、
建
材
事
業
の

移
管
を
受
け
て
建
材
商
社

と
し
て
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
に

立
っ
た
。
三
井
物
産
ス
チ

ー
ル
の
総
合
建
材
部
門
と

の
統
合
に
よ
り
、
今
後
、

回
復
し
つ
つ
あ
る
建
材
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
需
要
を
、
全

国
的
に
捕
捉
す
る
体
制
が

一
段
と
高
ま
っ
た
。

　
新
会
社
の
傘
下
で
は
、

特
約
店
機
能
と
し
て
、
東

日
本
で
は
三
井
物
産
鋼
材

販
売
と
ワ
テ
ッ
ク
ス
、
ワ

テ
ッ
ク
ス
北
海
道
、
西
日

本
で
は
現
在
の
メ
タ
ル
ワ

ン
建
材
西
日
本
、
三
井
物

産
鋼
材
販
売
西
日
本
が
拠

点
を
持
つ
。
全
国
に
毛
細

血
管
的
な
流
通
網
が
広
が

る
こ
と
に
な
る
。

（
早
間
大
吾
、山
本
章
央
）

日刊産業新聞メール速報

◆速報性の高いニュースは臨時配信
◆月曜から金曜日の夕方に無料配信

登録は弊社サイトか、左記ＱＲコードまで

　
日
本
溶
接
協
会
は

12

日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
昨
年
に
宮
崎
県
で
開

催
さ
れ
た
第

58回
全
国
溶

接
技
術
競
技
会
の
表
彰
式

＝
写
真
＝
を
行
い
、
受
賞

者
や
関
係
者
ら
約

80人
が

出
席
し
た
。
表
彰
式
の
あ

い
さ
つ
で
、
宮
田
隆
司
会

長
（
名
古
屋
大
学
名
誉
教

授
）
は
、「
今
大
会
も
参
加

者
の
技
術
レ
ベ
ル
は
非
常

に
高
く
、
上
位
で
は
実
力

が
伯
仲
し
て
い
た
。
受
賞

者
の
み
な
さ
ん
は
地
元
に

戻
っ
て
後
輩
の
育
成
に
尽

力
し
、
全
体
の
溶
接
レ
ベ

ル
向
上
に
尽
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
溶
接
は
製
造

業
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
基
盤
技
術
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
中
で
、
日
本

の
産
業
を
維
持
し
て
い

く
、
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
経
済
産

業
大
臣
賞
と
し
て
「
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
の
部
」
最
優

秀
賞
の
森
裕
一
氏
（
愛
知

県
代
表
・
豊
田
自
動
織

機
）、「
炭
酸
ガ
ス
ア
ー
ク

溶
接
の
部
」
最
優
秀
賞
の

大
澤
文
宏
氏
（
大
阪
府
代

表
・
小
松
製
作
所
）
が
表

彰
。
日
本
溶
接
協
会
賞
で

は
、
最
優
秀
賞
者
を
は
じ

め
両
部
門
計

42人
の
入
賞

者
が
賞
状
と
副
賞
を
授
与

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
産
報

出
版
㈱
賞
と
し
て
最
優
秀

賞
者
に
賞
状
と
副
賞
が
贈

ら
れ
た
。

　
日
本
鉄
源
協
会
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
市
況
調
査
に
よ

る
と
、

6月
第

2週
の
関

東
、
中
部
、
関
西

3地
区

電
炉
メ
ー
カ
ー
の
炉
前
価

格
（
Ｈ

2）
は
平
均
ト
ン

3万

7
0
8円

で
前
週
比

2
7
0円

安
と
な
っ
た
。

３
地
区
の
電
炉

買
値
３
万

708円

鉄
源
協

6月

2週

　
東
京
管
工
機
材
商
業
協

同
組
合
（
理
事
長
＝
橋
本

政
昭
・
橋
本
総
業
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
第

45回
管

工
機
材
・
設
備
総
合
展
の

開
催
（

7月

31日
か
ら

8

月

2日
ま
で
）に
先
立
ち
、

出
展
者
説
明
会
を
東
京
・

信
濃
町
の
明
治
記
念
館
で

開
催
し
、
出
展
メ
ー
カ
ー

や
組
合
関
係
者
な
ど
約

1

5
0人

が
参
加
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
向
山
英

雄
・
サ
ン
コ
ー
機
材
社
長

は
、「
昨
年

8月
か
ら
準
備

を
進
め
て
い
る
が
、
当
初

は
出
展
者
が

集
ま
る
か
不

安
が
あ
っ

た
。そ
の
後
、

年
が
明
け
政

権
が
変
わ

り
、
景
気
に

明
る
い
兆
し

が
見
て
い
る

中
、
出
展
者

が
徐
々
に
増

え
感
謝
し
て

い
る
。
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展
は
組
合
の
目
玉
行

事
で
あ
り
、
各
社
の
商
品

お
よ
び
業
界
全
体
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
場
で
も
あ
る
。

引
き
続
き
開
催
に
向
け
一

生
懸
命
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
今
回
の
来
場
目
標
は

3

日
間
で
前
回
比

2
6
0
0

人
増
の

2万
人
と
し
て
い

る
。「
期
間
中
は
同
じ
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
内
で
下
水

道
展
な
ど
他
団
体
の
展
示

会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
る

が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

来
場
者
数
増
加
に
つ
な
が

る
の
で
は
」（
向
山
委
員

長
）
な
ど
と
述
べ
た
。

　
日
本
塑
性
加
工
学
会
は

7日
、
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

（
名
古
屋
市
）
で
第

48期

定
時
総
会
を
開
催
し
、
新

会
長
に
吉
田
総
仁
・
広
島

大
学
副
学
長
が
選
任
さ
れ

た
。
ま
た
、
宅
田
裕
彦
・

京
都
大
学
教
授
と
、
川
田

康
夫
・
ト
ヨ
タ
車
体
専
務

執
行
役
員
が
新
副
会
長
に

選
ば
れ
た
。

会
長
に
吉
田
氏

日
本
塑
性
加
工
学
会

　
関
東
磨
棒
鋼
工
業
協
同

組
合
は

12日
、
千
葉
市
中

央
区
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

東
日
本
製
鉄
所
で
高
炉
見

学
会
を
開
催
し
、
会
員
ら

約
70人

が
参
加
し
た
。
初

め
に
製
鉄
所
入
り
口
の
見

学
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
榎

本
哲
也
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
、「
関
東
磨
棒
工

組
と
し
て
、
工
場
見
学
会

を
開
催
す
る
の
は
初
の
こ

と
。
私
は

30年
ほ
ど
前
に

初
め
て
製
鉄
所
を
見
学
し

た
際
、
溶
銑

が
流
れ
て
く

る
様
子
を
見

て
非
常
に
感

動
し
た
。
鉄

を
加
工
し
て

い
る
皆
さ
ん

に
、
迫
力
あ

る
製
鉄
の
様

子
を
見
て
感

激
し
て
も
ら

い
、
日
々
の

仕
事
の
活
力
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
引
き
続
き
榎
本
理
事
長

に
よ
る
鉄
の
歴
史
、
高
炉

の
解
説
な
ど
の
講
話
が
あ

っ
た
後
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
社
員
に
よ
る
東
日
本
製

鉄
所
と
同
社
棒
線
営
業
部

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
昼

食
を
挟
ん
で
、
午
後
に
は

約

3時
間
を
か
け
て
、
製

鉄
所
内
の
各
施
設
を
見
学

し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日

本
製
鉄
所
倉
敷
地
区
（
岡

山
県
倉
敷
市
）
で
実
施
し

て
い
た
倉
敷
第

1コ
ー
ク

ス
炉
Ａ
団
（

50門
、
年
産

25万
㌧
分
）
の
改
修
工
事

が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、

6

月
6日

に
初
装
炭
、
同

7

日
に
は
窯
出
し
を
行
っ

た
。
当
初
は

8月
の
稼
働

を
計
画
し
て
い
た
が
、
工

事
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、

2カ
月
前
倒
し
で

稼
働
し
た
も
の
。

　
第

1Ａ
団
は

1
9
6
7

年

3月
の
稼
働
開
始
以
来

40年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
み
、
コ
ー
ク
ス

生
産
量
が
落
ち
て
い
た
た

め
、
能
力
回
復
を
狙
い
に

改
修
に
踏
み
切
っ
た
。

11

年

3月
に
着
工
。
土
台
部

分
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
上

物
部
分
の
レ
ン
ガ
を
積
み

直
す
方
法
で
更
新
し
た
。

投
資
額
は
約

1

5

0億

円
。

　　　ＪＦＥスチール倉敷地区　　　

コークス炉の改修完了
２カ月前倒しで稼働

　
現
代
製
鉄
、
東
国
製
鋼

な
ど
の
韓
国
電
炉
メ
ー
カ

ー
各
社
は
、

7日
か
ら
実

施
し
た
韓
国
内
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
購
入
価
格
の
値
下

げ
が
丸
永
鉄
鋼
の

11日
か

ら
の
ト
ン
当
た
り

1万


（

9
0
0円

）
値
下
げ
で

一
巡
し
た
。
電
炉
の
工
場

在
庫
は
再
度
増
加
傾
向
に

あ
り
、
来
週
後
半
に
も
月

内
再
度
の
値
下
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

5月
積
み

ゼ
ネ
コ
ン
向
け
異
形
棒
価

格
が

2万

値
下
げ
さ
れ

た
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
下

げ
で

6月
中
に
カ
バ
ー
さ

れ
る
。

　
韓
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

市
場
は
、
日
本
市
場
か
ら

の
月
間

50万
㌧
前
後
に
達

す
る
高
水
準
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
輸
入
を
背
景
に
電
炉
主

導
の
長
期
の
下
げ
場
面
が

継
続
し
て
い
る
。

5月
後

半
に
い
っ
た
ん
減
少
し
た

主
要
電
炉
の
工
場
在
庫

は
、

6月
入
り
後
増
加
に

転
じ
て
い
る
。
全
体
で

1

4
0万

㌧
強
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
在
庫
を
抱
え
て
お
り
、

国
内
の
発
生
が
低
下
し
て

い
る
中
で
多
め
の
在
庫
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
新
月
城

原
子
力
発
電
所
で

2基
の

原
発
が
停
止
す
る
な
ど
電

力
事
情
が
悪
化
。
電
力
庁

は
電
炉
に
対
し
、
午
前

10

時
か
ら
午
後

4時
ま
で
の

ピ
ー
ク
タ
イ
ム
で
の
「
予

告
休
止
」
を
要
請
。
こ
れ

に
対
応
し
て
一
部
電
炉
で

は
減
産
入
り
し
て
い
る
。

減
産
強
化
で
ス
ク
ラ
ッ
プ

需
要
は
低
下
し
て
い
る
。

異
形
棒
な
ど
の
製
品
価
格

は
、
軟
化
す
る
中
国
市
場

の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
値

上
げ
発
表
後
、
逆
に
軟
化

す
る
な
ど
低
迷
を
深
め
て

い
る
。
電
炉
各
社
は
、
製

品
価
格
の
低
下
に
よ
る
収

益
悪
化
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
国
内
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購

入
価
格
の
値
下
げ
を
強
化

し
て
い
る
。

　

6月
に
入
り
、
東
国
製

鋼
、
大
韓
製
鋼
が

7日
か

ら

1万

の
値
下
げ
を
実

施
。
続
け
て
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

が
光
陽
製
鉄
所
で

10日
か

ら

5
0
0
0

下
げ
。
浦

項
製
鉄
所
で
生
鉄
Ａ
、
Ｂ

を
除
く
グ
レ
ー
ド
で

5
0

0
0

下
げ
て
い
る
。
在

庫
増
と
海
上
荷
の
滞
船
が

増
加
し
て
い
る
現
代
製
鉄

は
、
唐
津
、
仁
川
、
浦
項

の

3工
場
で

8日
か
ら

1

万

下
げ
た
。
南
部
・
嶺

南
地
区
電
炉
も

8日
か
ら

韓
国
鉄
鋼
、
韓
国
特
殊
形

鋼
が

1万

の
値
下
げ
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

11日

の
丸
永
鉄
鋼
の

1万

下

げ
で
上
旬
の
下
げ
は
一
巡

し
た
。

　
韓
国
電
炉
各
社
は
、
一

部
の
異
形
棒
メ
ー
カ
ー
を

除
き
電
力
事
情
の
悪
化
と

製
品
価
格
の
軟
化
か
ら
減

産
強
化
に
向
か
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
日
本
産

ス
ク
ラ
ッ
プ
の

7月
積
み

の
契
約
は
、や
や
少
な
め
。

一
部
の
メ
ー
カ
ー
は
、
日

本
市
場
の
再
軟
化
を
待
っ

て
契
約
に
乗
り
出
す
方

針
。
こ
の
間
、
大
手
電
炉

は
、
極
東
ロ
シ
ア
の
ア
ム

ー
ル
ス
チ
ー
ル
が
電
炉
操

業
を
休
止
し
て
い
る
と
の

情
報
か
ら
ロ
シ
ア
か
ら
の

輸
入
契
約
を
進
め
て
い

る
。
韓
国
内
で
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
市
況
は
、
梅
雨
入
り

も
加
わ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
今
月

20日
前
後
の

再
値
下
げ
を
計
画
し
て
い

る
。

鉄スクラップ購
入
価
格
下
げ
一
巡

韓
国
電
炉
下
旬
に
再
値
下
げ
も

　
関
東
湾
岸
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
市
況
は
、
ジ
リ
安
推

移
し
て
い
る
。

12日
時
点

の
湾
岸
の
シ
ッ
パ
ー
・
輸

出
筋
の
集
荷
価
格（
浜
値
）

は
Ｈ

2で
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン

3

万

5
0
0―

1
0
0
0円

前
後
と
、
今
月
入
り
か
ら

5
0
0―

1
0
0
0円

前

後
の
安
値
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
輸
出
環
境
は
、
依
然

と
し
て
先
安
観
が
あ
る
。

　
日
本
産
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
輸
出
価
格
は
、
韓
国
メ

ー
カ
ー
が
新
規
商
談
で
の

提
示
価
格
を
Ｆ
Ｏ
Ｂ
ト
ン

3万

1
0
0
0円

付
近
ま

で
引
き
下
げ
て
き
て
い

る
。
米
国
産
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
弱
い
値
動
き
や
、
製
品

市
況
の
低
調
な
ど
が
背
景

に
あ
る
。
ま
た
、
円
高
へ

揺
り
戻
し
が
出
て
い
る
足

元
の
為
替
環
境
の
変
化

も
、
円
換
算
で
日
本
産
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
価
格
抑
制
に

働
い
て
い
る
。

　
輸
出
筋
は
一
部
の
高
値

約
残
も
消
化
し
つ
つ
あ
る

と
見
ら
れ
る
。

11日
の
関

東
鉄
源
協
同
組
合
の
輸
出

入
札
で
は
平
均
落
札
価
格

が
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン

3万

5
2

0円
（

5月

10日
実
施
は

3万

2
2
5
6円

）
と
、

「
足
元
の
相
場
観
相
当
か
、

や
や
安
値
見
当
」（
流
通

筋
）
と
な
っ
た
。
新
規
商

談
が
低
調
で
、
集
荷
価
格

は
弱
含
み
が
見
込
ま
れ

る
。

　
関
東
地
区
電
炉
メ
ー
カ

ー
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
炉
前

購
入
価
格
（
Ｈ

2）
は
ト

ン

3万

1
0
0
0―

2
0

0
0円

前
後
。
浜
値
の
先

行
し
た
安
値
推
移
が
、
先

行
き
の
弱
気
材
料
に
な
っ

て
い
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
ジ
リ
安

関
東
湾
岸
３
万

500―
３
万

1000円

　
【
名
古
屋
】
中
部
鋼
鈑

は

12日
か
ら
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
建
値
を
全
品
種
一

律

5

0

0円
引
き
下
げ

た
。
ま
た
同
日
か
ら
、
愛

知
製
鋼
、
山
口
鋼
業
は
全

品
種
の
購
入
価
格
を
一
律

5
0
0円

値
下
げ
し
た
。

中
部
鋼
鈑
の
改
定
後
の
Ｈ

2建
値
は

2万

7
0
0
0

円
。

　
合
同
製
鉄

　
（

6月

26日
付
）

　
▽
総
務
部
長
（
購
買
部
長
）

西
仲
桂

　
▽
購
買
部
長
（
大
阪
製
造
所

業
務
部
長
）
松
本
満
寿
夫

　
▽
大
阪
製
造
所
業
務
部
長

（
姫
路
製
造
所
業
務
部
業
務
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
福
田
隆
樹

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

建
値

500円
下
げ

中
部
電
炉
３
社

　
イ
ナ
ズ
マ
ア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
は
、
既
設
の
鉄
筋
を

避
け
て
打
ち
込
め
る
よ
う

に
偏
心
さ
せ
た
構
造
を
持

つ
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
。
あ

と
施
工
ア
ン
カ
ー
の
取
り

付
け
位
置
に
鉄
筋
が
あ
る

場
合
も
位
置
を
変
え
ず
に

施
工
で
き
る
。
取
り
付
け

ベ
ー
ス
の
改
造
が
不
要
な

た
め
、
工
期
短
縮
や
施
工

費
低
減
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
一
定
角
度
を
超

え
る
ア
ン
カ
ー
の
斜
め
打

ち
や
鉄
筋
切
断
な
ど
不
良

工
事
の
リ
ス
ク
を
回
避
で

き
る
た
め
、
施
工
の
信
頼

性
が
高
い
。
あ
と
施
工
ア

ン
カ
ー
の
角
度

15度
以
上

の
斜
め
打
ち
は
不
良
工
事

と
な
る
。
は
つ
り
工
事
を

省
略
で
き
る
こ
と
で
、
Ｃ

Ｏ

2削
減
や
騒
音
解
消
な

ど
環
境
面
に
も
効
果
が
あ

る
。

　
商
品
の
開
発
元
は
、
上

下
水
道
・
発
電
設
備
工
事

を
主
力
と
す
る
ス
エ
ヒ
ロ

シ
ス
テ
ム
（
本
社
＝
大
阪

市
中
央
区
）。「
複
合
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
お
よ
び
そ
の

施
工
方
法
」
と
し
て
、
国

内
・
海
外
で
特
許
を
取
得

済
み
。

　
標
準
的
な
製
品
は
偏
心

40㍉
、
ね
じ
径
サ
イ
ズ
Ｍ

12、
Ｍ

16、
Ｍ

20、Ｍ

22、

Ｍ

24。
Ｍ

30や
Ｍ

36の
大

型
サ
イ
ズ
、
偏
心
幅
の
別

途
設
定
も
可
能
。
素
材
は

鉄
（
Ｓ
Ｓ

4
0
0）

と
ス

テ
ン
レ
ス
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ

3
0

4）。

　
浪
速
鉄
工
は
、
安
全
性

重
視
の
製
品
に
注
力
す
る

観
点
か
ら
、
イ
ナ
ズ
マ
ア

ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
受
注
に

努
め
て
き
た
。
従
来
の
施

工
実
績
は
水
処
理
設
備
が

中
心
だ
が
、
提
案
営
業
を

進
め
る
中
で
、「
最
近
は
護

岸
工
事
な
ど
、
新
し
い
分

野
で
の
需
要
が
増
え
て
い

る
」（
堀
川
社
長
）。今

後
、

震
災
復
旧
・
復
興
関
連
を

含
め
て
、
港
湾
土
木
・
建

設
工
事
で
の
適
用
拡
大
が

見
込
ま
れ
る
。

　
全
国
各
地
の
展
示
会
に

積
極
出
展
し
、
国
内
だ
け

で
な
く
今
年
に
入
っ
て
タ

イ
の
展
示
会
に
も
出
展
を

試
み
て
い
る
。
施
工
サ
ン

プ
ル
を
活
用
し
た
営
業
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
浪
速
鉄
工
（
本
社
＝
大
阪
市
港
区
、堀

川
忠
彦
社
長
）
は
、接
着
系
偏
心
あ
と
施

工
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
「
イ
ナ
ズ
マ
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
」
を
拡
販
す
る
。こ
れ
ま
で

水
処
理
設
備
を
中
心
に
多
く
の
施
工
実

績
が
あ
る
が
、
近
年
は
港
湾
の
護
岸
や

高
架
道
路
の
橋
梁
な
ど
で
引
き
合
い
が

増
え
て
お
り
、
適
用
分
野
と
受
注
の
拡

大
を
図
っ
て
い
く
。

イ
ナ
ズ
マ
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
製
品
と
施
工
モ
デ
ル

　
欧
州
委
は
需
要
喚
起
策

と
し
て
、
代
替
燃
料
車
の

需
要
喚
起
策
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
効
率
化
、
建
築

物
の
更
新
を
促
す
既
存
政

策
を
通
じ
て
、
鉄
鋼
業
を

支
援
す
る
方
針
を
示
し

た
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
既
存
の
助
成
制
度
を

通
じ
て
研
究
開
発
や
実
証

実
験
な
ど
を
支
援
す
る
。

加
盟
国
も
巻
き
込
み
、
鉄

鋼
分
野
の
研
究
開
発
を
促

す
。

　
公
平
な
競
争
環
境
で

は
、
短
期
策
と
し
て
包
括

的
な
貿
易
戦
略
を
通
じ

て
、
不
公
正
貿
易
に
対
抗

す
る
。
鉄
鋼
輸
入
の
時
宜

を
得
た
情
報
を
提
供
す
る

ほ
か
、
今
後
の
自
由
貿
易

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
予
想

さ
れ
る
影
響
を
審
査
す

る
。
長
期
で
は
貿
易
自
由

化
や
貿
易
救
済
策
の
近
代

化
な
ど
を
通
じ
て
対
応
す

る
。

　
環
境
面
の
負
担
で
は
、

欧
州
排
出
量
取
引
制
度
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
賦
課
金
が
、
電
力

な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に

与
え
る
影
響
を
調
べ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
へ

の
賦
課
金
軽
減
ま
た
は
除

外
も
検
討
す
る
。
厳
し
い

排
出
規
制
を
回
避
す
る
、

い
わ
ゆ
る
カ
ー
ボ
ン
リ
ー

ケ
ー
ジ
の
リ
ス
ク
を
調
べ

る
。
省
エ
ネ
の
優
秀
事
例

を
推
奨
し
、
省
エ
ネ
投
資

を
促
進
す
る
。

　
リ
ス
ト
ラ
対
策
で
は
、

鉄
鋼
業
で
は
年
齢
構
成

上
、

05―

15年
ま
で
に

20

％
以
上
、

25年
ま
で
に

30

％
近
く
が
退
職
す
る
と
指

摘
。若
年
層
を
呼
び
込
み
、

技
能
を
継
承
す
る
必
要
性

を
指
摘
し
、
失
業
対
策
や

職
業
訓
練
な
ど
既
存
の
枠

組
み
に
加
え
、
鉄
鋼
業
が

高
度
な
科
学
者
や
管
理
者

を
確
保
で
き
る
対
策
を
打

つ
。

　
法
制
度
で
は
過
剰
規
制

を
特
定
す
る
た
め
、
鉄
鋼

業
の
コ
ス
ト
負
担
は
ど
の

程
度
か
調
べ
る
。
鉄
鋼
業

の
競
争
力
向
上
へ
の
支
援

策
の
効
果
を
評
価
す
る
。

建
設
鋼
材
の
業
界
基
準
を

公
的
に
標
準
化
し
て
普
及

を
後
押
し
す
る
こ
と
も
検

討
。
公
正
な
競
争
を
阻
害

す
る
と
し
て
、
付
加
価
値

税
回
避
の
動
き
を
加
盟
国

と
と
も
に
調
査
す
る
。

　
欧
州
委
は
鉄
鋼
業
で
追

加
的
な
能
力
削
減
な
ど
の

可
能
性
も
指
摘
し
、
鉄
鋼

業
の
苦
境
を
認
識
。
中
国

が
世
界
の
鉄
鋼
生
産
を
主

導
し
、
米
国
が
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
競
争
力
を
高

め
て
い
る
一
方
、
世
界
で

国
内
産
業
保
護
政
策
が
ま

ん
延
す
る
状
況
認
識
を
示

し
た
。

　
欧
州
委
は
鉄
鋼
業
の
課

題
を
見
極
め
る
た
め
に
、

昨
年

7月
に
ハ
イ
レ
ベ
ル

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
設

置
し
た
。
昨
年

12月
に
は

欧
州
議
会
が
、
鉄
鋼
支
援

の
実
行
計
画
を

6月
ま
で

に
実
施
す
る
よ
う
求
め
る

決
議
を
採
択
し
て
い
た
。

　
欧
州
委
員
会
は

11日
、
鉄
鋼
業
支
援
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。欧
州
の
産
業
基
盤
に
重
要
と
い

う
認
識
の
も
と
、
法
制
度
、
需
要
喚
起
、
公
正
な
競
争
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
、
気
候
変
動
政
策
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
再
構
築
期
間
中
の
支
援
の

7項
目
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、鉄
鋼
業
の
競
争
力
を
強
化

す
る
試
み
。
欧
州
鉄
鋼
連
盟
は
支
援
策
を
歓
迎
す
る
声
明
を
出
し
、欧
州
を
本
拠
と
す
る
鉄
鋼
最
大
手
の
ア
ル

セ
ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
は
、

1
9
7
7年

の
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
プ
ラ
ン
以
来
の
政
策
と
し
て
支
持
を
表
明
し
た
。

需
要
喚
起
な
ど
７
項
目

欧
州
鉄
連
・
ミ
ッ
タ
ル
は
支
持

浪
速
鉄
工
販
売
を
強
化

港
湾
用
な
ど
引
き
合
い
増

解説 イナズマアンカーボルト

ＪＦＥ東日本で高炉を見学

関
東
磨
棒
鋼
工
業
協
組

初
の
工
場
見
学
会

関係者150人が参加

総
合
展
出
展
者

説
明
会
を
開
く

東
京
管
工
機
材

商
業
協
同
組
合

　
日
本
産
業
・
医
療
ガ
ス

協
会
の
豊
田
昌
洋
会
長

（
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
副

会
長
）
は

12日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
東
京
會
舘
で

会
見
し
、

2
0
1
3年

度

の
事
業
計
画
な
ど
を
発
表

し
た
。

　
豊
田
会
長
は
電
力
会
社

に
よ
る
電
気
料
金
値
上
げ

が
相
次
ぐ
こ
と
に
関
し

て
、「
自
家
発
電
分
を
除
い

て
東
電
、
関
電
、
九
電
に

よ
る
電
気
料
金
値
上
げ
で

年
間

88億
円
、
こ
れ
に
現

在
値
上
げ
申
請
中
の
東

北
、
四
国
、
北
海
道
の

3

電
力
会
社
が
値
上
げ
し
た

場
合
、
当
業
界
へ
の
影
響

額
は
年
間

1
0
1億

円
と

な
る
。
こ
の
ほ
か
原
燃
料

費
調
整
制
度
に
伴
う
電
気

料
金
値
上
げ
で
は

76億
円

に
な
り
、
合
計
で
年
間

1

7
7億

円
以
上
の
コ
ス
ト

負
担
増
に
な
る
」
と
危
機

感
を
表
明
。「
政
府
に
対
し

て
要
望
書
を
提
出
す
る
ほ

か
、
需
要
家
に
も
価
格
改

定
を
お
願
い

せ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
述

べ
た
。

　
同
協
会
で

は

13年
度
か

ら
表
彰
制
度

を
創
設
し
、

12日
、
対
象
者
に
功
労
賞

が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
に
よ
る
事
業
の
一
環

と
し
て
、

6月
に
水
素
ス

タ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
た
。「
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・

運
用
等
に
お
け
る
規
制
の

適
正
化
に
関
す
る
研
究
開

発
」
に
お
い
て
、
関
係
省

庁
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
方
針
。

　
小
林
産
業
　
売
上
高
は

前
期
比

8・

1％
増
、
経

常
利
益
は

33・

4％
増
。

売
上
高
の
内
訳
は
鋲
螺
部

門

86億

5
5
0
0万

円
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

関
連
金
物
部
門

11億

4
7

0
0万

円
。
ま
た
、
工
具

販
売
で
も
中
正
機
械
の
設

立
・
営
業
開
始
と
協
業
に

よ
り
、
相
乗
効
果
が
表
れ

て
き
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
豊
田
会
長

電
気
料
金
値
上
げ

コ
ス
ト
増
、
年

177億
円

豊田・産業医療
ガス協会会長

　
日
本
溶
接
協
会
は

12

日
、
都
内
で

2
0
1
3年

度
定
時
総
会
を
開
催
し
、

会
員
な
ど
関
係
者
ら
約

1

0
0人

が
出
席
し
た
。
役

員
人
事
で
は
、
吉
江
淳
彦

・
新
日

鉄
住
金

常
務
執

行
役
員

を
、
勝

山
憲
夫
副
会
長
（
新
日
鉄

住
金
取
締
役
）に
代
わ
り
、

新
た
に
理
事
お
よ
び
副
会

長
に
選
任
し
た
。

　
宮
田
隆
司
会
長
（
名
古

屋
大
学
名
誉
教
授
）
は
あ

い
さ
つ
で
、「

12年
度
に

は
、

08年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
だ
っ
た
溶
接
技

能
者
評
価
試
験
の
受
験
者

が
増
加
に
転
じ
、
溶
接
管

理
技
術
者
評
価
試
験
も
受

験
者
が
増
え
た
。
海
外
関

連
事
業
で
は
、
ア
ジ
ア
共

通
の
溶
接
技
能
者
の
認
証

事
業
も
間
も
な
く
始
ま

る
」
と
述
べ
、
本
年
度
の

活
動
に
意
欲
を
示
し
た
。

　

13年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
溶
接
、
接
合
技
術
に

関
す
る
若
手
研
究
者
へ
の

支
援
を
目
的
と
す
る
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

吉
江
氏（

新
日
鉄
住
金

常
務
執
行
役
員 ）

副
会
長
に
選
任

溶
接
協
会

全
国
競
技
会
の

表
彰
式
を
開
催

11―4月期

（単位：100万円、配当は円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当

小林産業

9,802 281 495 262 2.5

9,069 247 371 194 2.5

19,900 550 850 490 5

1111――

44月月
業業
績績

経
常
益

33％
増

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

http://w
w
w
.japanm

etal.com
/

koudoku.htm
l

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

欧州委が鉄鋼支援計画

メ
タ
ル
ワ
ン
建
材
・
三
井
物
産
ス
チ
ー
ル

建
設
鋼
材
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
統
合
へ

売売
りり
上上
げげ
規規
模模

66000000億億
円円
超超

電
炉
再
編
の
呼
び
水
に
も
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同
社
は

1
9
3
8年

、

小
倉
鉄
工
所
と
し
て
創

業
。
戦
後
は
業
容
拡
大
に

伴
い
、
プ
レ
ス
加
工
専
門

の
オ
グ
ラ
工
業
、
弱
電
向

け
中
心
の
オ
グ
ラ
金
属
、

ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
な

ど
の
加
工
を
手
掛
け
る
サ

ン
ト
ク
電
化
の

3社
を
展

開
し
て
い
た
が
、
自
動
車

部
品
や
弱
電
部
品
の
売
り

上
げ
が
拡
大
す
る
中
、

90

年
に
経
営
資
源
の
集
中
を

図
り
、

3社
を
統
合
。

93

年
に
は
現
在
の
足
利
東
部

工
業
団
地
に
新
工
場
を
設

立
し
、
市
内
に
点
在
し
て

い
た

4工
場
を
集
約
し

た
。

　
延
べ
床
面
積

9
0
0
0

坪
の
広
大
な
工
場
内
に

は
、

6
0
0㌧

ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
プ
レ
ス
や

6
0
0

㌧
プ
ロ
グ
レ
プ
レ
ス
、

3

0
0㌧

サ
ー
ボ
プ
レ
ス
な

ど
各
種
プ
レ
ス
機
数
十
台

を
は
じ
め
、
溶
接
ロ
ボ
ッ

ト
ラ
イ
ン
や
熱
処
理
設

備
、
タ
レ
ッ
ト
パ
ン
チ
、

プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
、
切
削

機
械
と
多
様
な
加
工
設
備

が
所
狭
し
と
並
ん
で
い

る
。

　
生
産
品
目
も
多
岐
に
わ

た
り
、
主
に
自
動
車
、
弱

電
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

製
品
、
鉄
道
車
両
、
環
境

開
発
商
品
の

5つ
の
事
業

領
域
に
分
か
れ
る
。
鉄
や

ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
な

ど
の
各
種
機
械
加
工
か
ら

熱
処
理
、
溶
接
、
塗
装
、

組
み
立
て
の
ほ
か
、
自
社

製
品
の
開
発
・
販
売
も
手

掛
け
る
。
直
近
の
売
り
上

げ
構
成
は
自
動
車
向
け

52

％
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

製
品

28％
、
環
境
開
発
商

品

11％
、鉄
道
車
両

2％
、

そ
の
他

7％
。

　
主
力
の
自
動
車
関
連
で

は
、テ
ィ
ア

1の
ヨ
ロ
ズ
、

マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
、
ユ
ー
シ
ン
な
ど

か
ら
受
注
し
、
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
や
オ
イ
ル
パ
ン
、

エ
ア
ク
リ
ー
ナ
ー
、
ド
ア

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
な
ど
の
部

品
を
製
造
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
重
要
保
安
部
品
で

あ
り
、
強
度
や
耐
久
性
を

必
要
と
す
る
。

　
特
に
ド
ア
ス
ト
ラ
イ
カ

ー
は
寸
法
、
精
度
、
耐
久

性
と
も
に
シ
ビ
ア
な
レ
ベ

ル
が
要
求
さ
れ
る
。
一
度

に

5
4
0
0個

ま
で
加
工

可
能
な
焼
き
戻
し
炉
で
、

3
3
0度

か
ら

4
4
0度

の
温
度
で

2時
間
半
か
け

て
熱
処
理
を
行
い
、
鉄
に

靭
性
（
ね
ば
り
）
を
持
た

せ
る
こ
と
で
耐
久
性
を
引

き
上
げ
る
。
出
荷
前
に
は

1個
ず
つ
手
作
業
で
最
終

チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
。

何
万
個
の
う
ち

1個
で
も

不
良
品
が
発
生
す
れ
ば
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
大
量

リ
コ
ー
ル
を
招
く
。
こ
う

し
た
一
つ
一
つ
の
地
道
な

作
業
が
、
安
全
な
ク
ル
マ

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
製

品
は
近
年
、
新
た
に
開
拓

し
て
き
た
分
野
で
、
直
近

で
は
、
全
体
の

3割
近
く

を
占
め
る
ま
で
伸
び
て
い

る
。
パ
チ
ン
コ
機
器
の
板

金
筺
体
は
従
来
木
工
構
造

が
主
流
だ
っ
た
が
、
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
鋼
製
筺
体

を
自
社
で
設
計
し
、
受
注

を
獲
得
し
た
。

　
最
近
、
好
調
な
生
産
が

続
い
て
い
る
の
は
家
庭
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で

直
流
電
力
を
交
流
電
力
に

変
換
す
る
「
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」の
筺
体
。

溶
接
加
工
か
ら
プ
レ
ス
の

絞
り
加
工
へ
の
工
法
転
換

を
Ｖ
Ａ
提
案
し
、
顧
客
と

共
同
で
設
計
し
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

が
進
む
中
、
今
後
も
生
産

数
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
分
野
。

　
改
善
活
動
で
は
、
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
を
参
考
に
し

た
オ
グ
ラ
生
産
方
式
「
Ｏ

Ｐ
Ｓ
（
オ
グ
ラ
・
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
）

活
動
」
を
実
施
し
、
現
場

改
善
や
ム
ダ
の
排
除
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
足
利
市

は

5Ｓ
の
街
と
し
て
知
ら

れ
、
市
を
挙
げ
て
「
足
利

流

5Ｓ
」
の
発
信
に
力
を

入
れ
て
い
る
、
全
国
で
も

珍
し
い
街
だ
。
同
社
で
も

消
耗
品
置
き
場
を
テ
ー
マ

パ
ー
ク
風
に
彩
っ
た
り
、

左
右
に
分
か
れ
た
生
産
ラ

イ
ン
を
東
軍
と
西
軍
に
分

か
れ
た
関
ヶ
原
に
見
立

て
、
チ
ー
ム
間
で
競
わ
せ

た
り
し
て
、
工
場
の
随
所

に
5Ｓ

を
楽
し
む
仕
掛
け

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
製
造
業
の
空
洞
化
で
、

内
需
縮
小
が
見
込
ま
れ
る

中
、
持
続
的
な
成
長
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
も

進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
し
た
技
術
を
応
用

し
、
自
社
製
品
と
な
る
生

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
機
「
大

地
」
を
商
品
化
。
栃
木
県

農
業
試
験
場
、
宇
都
宮
大

学
と
連
携
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

花
の
開
花
・
成
長
を
制
御

す
る
シ
ス
テ
ム
「
ｓ
ａ
ｉ

ｓ
ｏ
ｕ
」
を
開
発
し
た
。

今
年

1月
か
ら
は
工
場
屋

根
に

6
3
4
5枚

の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
最
大
出
力

1
5
0
0

㌔
㍗
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

開
設
し
た
。
こ
れ
は
一
般

家
庭

4
0
0世

帯
分
に
相

当
す
る
。

　
今
月
か
ら
、
主
要
取
引

先
の
ヨ
ロ
ズ
と
の
合
弁

で
、
タ
イ
に
設
立
し
た

「
ワ
イ
・
オ
グ
ラ
オ
ー
ト

モ
ー
テ
ィ
ブ
タ
イ
ラ
ン

ド
」が
稼
働
を
開
始
す
る
。

同
社
か
ら
は
立
ち
上
げ
に

向
け
、

20人
を
派
遣
し
て

い
る
が
、「
タ
イ
に
行
っ
た

20人
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
。
国
内
が
手
薄
に
な
れ

ば
困
る
が
、
若
い
世
代
が

育
つ
チ
ャ
ン
ス
に
も
な

る
」（
髙
沢
保
寿
取
締
役
副

社
長
）。将

来
的
に
は
単
独

で
の
海
外
進
出
も
視
野
に

入
れ
る
。「
早
け
れ
ば

3年

後
に
も
実
現
し
た
い
」

（
同
）。そ

の
原
動
力
は
国

内
マ
ザ
ー
工
場
で
あ
る
本

社
工
場
が
担
う
。

　
（
音

成
泰

文
）

　
オ
グ
ラ
金
属
（
本
社
＝
栃
木
県
足
利
市
、
小
倉
勝
興
社
長
）
は
、日
産
自
動
車

向
け
自
動
車
部
品
の
製
造
を
主
力
と
す
る
テ
ィ
ア

2（
二
次
下
請
け
）の
金
属
加

工
メ
ー
カ
ー
。
創
業
の
地
で
あ
る
栃
木
県
足
利
市
で
の
一
極
集
中
生
産
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
独
自
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
自
動
車
、
電
機
、精
密
機

器
、
鉄
道
車
両
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
金
属
部
品
を
供
給
し
て
い
る
。今
年
、創

業

75周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
、
初
の
海
外
拠
点
と
な
る
タ
イ
へ
の
進
出
を

果
た
す
が
、
今
後
も
国
内
事
業
が
屋
台
骨
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。「
金
属

加
工
で
で
き
な
い
も
の
は
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
開
発
設
計
か
ら
試
作
、量
産
ま

で
の
一
貫
生
産
体
制
を
強
み
に
〝
金
属
加
工
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
〟を
目
指

し
続
け
る
。
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
本
社
工
場
を
取
材
し
た
。

　
ス
テ
ン
レ
ス
流
通
大

手
、
阪
和
工
材
の

2
0
1

3年

3月
期
決
算
は
売
上

高
が
前
期
比

11・

7％
減

の

5
3
1億

7
2
0
0万

円
、
経
常
利
益
が
同

2・

79倍
の

3億

5
5
0
0万

円
、純
利
益
が
同

1・

6％

増
の

2億

5
4
0
0万

円

の
減
収
増
益
と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興

需
要
の
遅
れ
や
、
中
国
経

済
の
減
速
懸
念
、
欧
州
の

金
融
財
政
危
機
に
加
え
、

ス
テ
ン
レ
ス
の
原
料
で
あ

る
ニ
ッ
ケ
ル
価
格
の
値
下

が
り
に
よ
る
販
売
価
格
低

迷
が
影
響
。
地
域
密
着
の

営
業
展
開
に
よ
る
新
規
取

引
先
の
開
拓
な
ど
に
よ

り
、
売
り
上
げ
重
量
は
ほ

ぼ
横
ば
い
を
維
持
し
た

が
、売
上
高
は
減
少
し
た
。

　
利
益
面
で
は
、
販
売
価

格
の
下
落
率
が
緩
や
か
と

な
り
、
下
期
後
半
か
ら
販

売
価
格
も
上
向
い
た
こ
と

で
経
常
利
益
、
純
利
益
と

も
改
善
し
た
。

減
収
も
経
常
益

2.8倍
阪
和
工
材

前
３
月
期

　
全
国
管
工
機
材
商
業
連

合
会
（
会
長
＝
一
瀬
克
彦

・
一
ノ
瀬
取
締
役
社
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
開
催
し
た

創
立

50周
年
式
典
で
、
経

済
産
業
省
表
彰
と
連
合
会

会
長
表
彰
を
行
っ
た
。
長

年
に
わ
た
り
業
界
活
動
に

貢
献
し
た
計

19人
が
表
彰

さ
れ
た
。

　
受
賞
者
は
以
下
の
通

り
。

　
▽
経
済
産
業
大
臣
賞
＝

神
谷
凡
夫
（
神
谷
鋼
機
）、

小
泉
久
則
（
コ
ー
ザ
イ
）、

藤
村
徹
（
藤
村
機
器
）

　
▽
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局
長
賞
＝
大
江
菊
宣

（
大
江
管
材
タ
イ
ル
）、五

十
嵐
一
郎
（
五
美
）、佐

藤

糧
太
郎
（
佐
藤
商
店
）、安

藤
康
雄
（
安
藤
）、竹

内
恭

一
（
タ
ケ
ウ
チ
）、浅

野
一

郎
（
浅
野
機
材
）、村

林
陽

一
（
ム
ラ
バ
ヤ
シ
）、滝

良

太
郎
（
横
滝
）、橋

本
政
昭

（
橋
本
総
業
）、村

松
孝
一

（
村
松
商
店
）、伊

藤
辰
之

（
イ
ト
ウ
）、
寺
田
善
光

（
テ
ラ
ダ
）、
上
原
直
史

（
上
原
産
業
）、倉

地
久
雄

（
倉
地
）

　
▽
連
合
会
会
長
感
謝
状

＝
前
田
芳
信
（
大
阪
管
工

機
材
商
業
協
同
組
合
）、成

田
伸
之
（
青
森
県
管
工
機

材
商
業
協
同
組
合
）

避難タワー施工イメージ

　
東
南
ア
ジ
ア
鉄
鋼
協
会

の
最
新
統
計
に
よ
る
と
、

12年
の
鉄
鋼
見
掛
け
消
費

は

5
8
8
0万

㌧
と
前
年

比

12％
増
。

3年
連
続
増

え
て
過
去
最
高
と
な
り
、

00年
か
ら

12年
間
で

2・

2倍
に
拡
大
し
た
。

　

13年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
予

測
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

6・

5％
、
ベ
ト
ナ
ム

5・

1

％
、
タ
イ

5％
弱
、マ
レ
ー

シ
ア

5―

6％
、
フ
ィ
リ

ピ
ン

6％
。
自
国
の
経
済

成
長
や
欧
州
債
務
危
機
、

中
国
の
成
長
減
速
に
伴
う

通
貨
高
や
高
金
利
に
よ
っ

て
前
年
を
や
や
下
回
る

が
、
旺
盛
な
建
設
需
要
や

海
外
か
ら
の
投
資
増
、
合

計
人
口
約

6億
の
所
得
増

に
よ
っ
て
鉄
鋼
消
費
は
前

年
に
近
い
増
加
率
と
な
る

見
込
み
だ
。

　
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
向

け
鉄
鋼
輸
出
は
、

12年
度

に

1
2
7
7万

㌧
と
前
年

比

13・

9％
増
え
過
去
最

高
を
記
録
。
全
輸
出
の

3

割
を
占
め
た
。
タ
イ
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
系
自
動

車
の
生
産
増
な
ど
か
ら
、

高
級
鋼
を
中
心
と
す
る
日

本
の
鉄
鋼
輸
出
は
増
加
傾

向
を
強
め
て
い
る
。

　

12年
に
鉄
鋼
消
費
の
増

加
率
が
最
も
高
か
っ
た
の

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

6
0
0

万
㌧
と

19・

1％
増
え
た
。

最
大
消
費
国
の
タ
イ
は

1

6
6
0万

㌧
と

14％
増
え

過
去
最
高
。
消
費

2位
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

1
2
7

0万
㌧
と

16％
増
。
ベ
ト

ナ
ム
も

1
0
9
0万

㌧
と

13％
増
え
た
。
中
国
製
な

ど
輸
入
材
の
急
増
に
よ
っ

て
各
国
の
生
産
は
減
っ
て

お
り
、
協
会
が
懸
念
を
示

し
て
い
る
。

東南アジア主要６カ国の2012年鉄鋼需給 （単位：万㌧、％）

消費 前年比 生産 前年比 輸入 前年比

タイ 1,660 14 670 3 1,100 25

インドネシア 1,270 16 550 0 810 22

ベトナム 1,090 13 500 7.7 760 27.6

マレーシア 870 6 480 5.6 560 19

フィリピン 600 19.1 270 9 340 27

シンガポール 380 2.3 70 6 530 2.2

　
中
央
ビ
ル
ト
工
業
は
こ

の
ほ
ど
、
軽
量
で
簡
易
移

動
の
特
徴
を
持
つ
「
仮
設

太
陽
光
発
電
架
台
」
を
開

発
し
た
。
主
に
小
規
模
の

限
定
さ
れ
た
現
場
向
け
の

使
用
電
力
を
賄
う
用
途
を

想
定
し
て
、
現
在
、
開
発

を
進
め
て
い
る
。
完
成
後

は
販
売
を
主
に
リ
ー
ス
対

応
も
考
え
て
い
る
。
同
社

は
、
小
規
模
太
陽
光
関
連

事
業
を
前
期
か
ら
本
格
的

に
開
始
し
、
今
期
は
売
上

高

1億
円
強
の
規
模
ま
で

伸
ば
す
計
画
だ
。

　
同
製
品
は
、
主
部
材
で

あ
る
鋼
管
（

42・

7㍉
径
）

を
ボ
ル
ト
接
合
し
て
形
成

し
た
フ
レ
ー
ム
に
、
キ
ャ

ス
タ
ー
を
付
け
た
移
動
式

架
台
。
ア
ン
グ
ル
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
主
部
材
と
す
る

架
台
に
対
し
て
、
軽
量
な

点
が
特
長
で
、

1人
で
動

か
す
こ
と
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
基
礎
工
事
が
不

要
の
た
め
、
限
ら
れ
た
期

間
に
合
わ
せ
て
設
置
お
よ

び
撤
去
が
必
要
と
な
る
建

設
現
場
や
イ
ベ
ン
ト
会
場

な
ど
で
の
使
用
を
見
込

む
。
特
に
、
公
共
電
力
を

引
く
の
が
困
難
な
山
間
部

の
土
木
現
場
な
ど
で
の
有

用
性
を
期
待
す
る
。

　
現
在
、
千
葉
工
場
（
千

葉
県
四
街
道
市
）
で
試
作

を
進
め
て
お
り
、
今
後
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し

て
実
際
の
用
途
に
必
要
な

ス
ペ
ッ
ク
を
固
め
、
発
電

パ
ネ
ル
と
蓄
電
バ
ッ
テ
リ

ー
を
選
定
し
て
い
く
。
試

作
段
階
で
の
製
品
の
大
き

さ
は
、
奥
行
き

4・

3㍍
、

幅

1・

65㍍
、
高
さ

1・

8㍍
。
ま
た
、
現
場
に
置

き
場
を
作
る
余
裕
の
な
い

場
合
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
事
務
所
屋
根
に
設
置

す
る
ケ
ー
ス

も
考
慮
し

て
、
開
発
を

急
い
で
い

る
。
製
品
名

に
つ
い
て

は
、
同
社
ブ

ラ
ン
ド
で
あ

る
「
ス
カ
イ

シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
、
冠

名
を
付
け
て

市
場
投
入
す
る
見
通
し
。

　
太
陽
光
関
連
事
業
を
行

う
開
発
営
業
部
は
今
期
、

売
上
高

18億

4
4
0
0万

円
を
目
指
す
。
う
ち
、
従

来
の
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
向
け
受
託
加
工
を
除
い

た

8億
円
は
、
太
陽
光
関

連
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ユ
ニ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
鉄
骨
部

材
加
工
、
造
船
、
電
力
関

連
の
プ
ラ
ン
ト
足
場
な
ど

で
確
保
す
る
計
画
。
新
規

事
業
を
成
長
さ
せ
る
こ
と

で
、
セ
グ
メ
ン
ト
単
体
で

の
黒
字
化
を
図
る
。

東南ア主要６カ国鉄
鋼
需
要
初の

6000万
㌧
超

13

年
見
通
し
　
日
本
と
同
等
規
模
に

　
【
上
海
支
局
】
東
南
ア
ジ
ア
主
要

6カ
国
の
鉄
鋼
需
要
が
、

2
0
1
3年

に
初
め
て

6
0
0
0万

㌧
を
超
え
る
見
通
し
だ
。
主
要
国
の
経
済
成
長
率
は

13年
に

5―

6％
台
が
予
測
さ
れ
、鉄
鋼
需
要

は
前
年
に
近
い
伸
び
率
を
示
す
公
算
が
大
き
く
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
等
の
規
模
に
拡
大
す
る
見
込
み
。

世
界
最
大
の
鉄
鋼
需
要
国
で
あ
る
中
国
の
成
長
が
鈍
化
す
る
な
か
、
東
南
ア
ジ
ア
は
、日
本
の
主
要

鉄
鋼
輸
出
先
と
し
て
の
重
要
度
を
さ
ら
に
高
め
そ
う
だ
。

　
米
国
鉄
鋼
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、

8日

ま
で
の
週
の
粗
鋼
生
産
は

1
8
5万

1
0
0
0ネ

ッ

ト
㌧
と
前
の
週
か
ら

0・

4％
増
え
た
。
操
業
率
は

77・

3％
と

0・

3
上

昇
。
前
年
同
週
比
で
は

0

・

6％
の
減
産
、
操
業
率

は

2・

5
上
が
っ
た
。

　
年
初
か
ら
の
生
産
は

4

2
2
5万

9
0
0
0Ｎ

㌧

と
、
前
年
同
期
比

6・

7

％
減
、
操
業
率
は

76・

7

％
と

2・

1
下
が
っ
た
。

週
間
粗
鋼
生
産

185万
Ｎ
㌧
に
増米
国

　
【
名
古
屋
】
日
本
車
両

製
造
は
防
災
事
業
の
開
拓

を
進
め
て
い
る
。
注
力
製

品
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

は
、
橋
梁
な
ど
社
会
資
本

構
造
物
の
製
作
に
お
け
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
堅

牢
さ
と
、
桁
下
空
間
の
有

効
活
用
が
可
能
な
独
自
仕

様
で
、
こ
の
ほ
ど

1号
機

を
受
注
。
今
後
年

10基
の

受
注
を
目
指
す
と
と
も

に
、
需
要
家
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
各
種
防
災
製
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
の
充
実
も
図
っ

て
い
く
方
針
だ
。

　
鉄
道
車
両
や
橋
梁
製
作

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
に

深
く
関
わ
る
企
業
特
性
か

ら
、
南
海
ト
ラ
フ
に
端
を

発
す
る
将
来
的
な
津
波
被

害
を
視
野
に
防
災
事
業
を

強
化
。
昨
年

4月
に
は
、

防
災
事
業
開
拓
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
各

種
防
災
関
連
製
品
の
販
売

を
開
始
し
て
お
り
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
を
メ
ー
ン

に
、
水
門
・
陸
閘
や
避
難

所
用
発
電
機
な
ど
も
手
掛

け
て
い
る
。

　
当
面
の
注
力
製
品
と
な

る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、

橋
脚
間
の
距
離
を
長
く
取

れ
る
橋
梁
本
来
の
役
割
が

設
計
コ
ン
セ
プ
ト
。
他
社

の
一
般
的
な
鉄
骨
構
造
の

タ
ワ
ー
と
比
較
し
、
柱
が

少
な
く
水
平
方
向
の
中
間

梁
も
な
い
た
め
、
平
常
時

の
桁
下
空
間
の
有
効
活

用
、
津
波
波
圧
を
受
け
る

面
積
の
低
減
や
、
津
波
襲

来
時
に
乗
用
車
や
が
れ
き

な
ど
の
漂
流
物
の
滞
留
を

防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る

点
が
特
徴
。
ま
た
、
名
古

屋
工
業
大
学
高
度
防
災
工

学
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
漂

流
物
衝
突
実
験
を
行
っ
て

お
り
、
漂
流
物
の
衝
突
時

に
柱
が

1本
失
わ
れ
て
も

倒
れ
な
い
構
造
や
、
周
辺

の
景
観
に
配
慮
し
た
、
メ

ッ
キ
へ
の
上
塗
り
塗
装
も

選
択
で
き
る
こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
だ
。

　
受
注

1号

機
と
な
る
津

波
避
難
タ
ワ

ー
は
、
静
岡

市
内
で

10月

に
竣
工
予

定
。
橋
梁
な

ど
の
構
造
物

製
作
で
培
っ

た
全
国
的
な

実
績
と
営
業

網
を
利
用

し
、
足
元
も

民
間
、
行
政

か
ら
問
い
合

わ
せ
を
受
け

て
い
る
。
今
後
は
需
要
家

ニ
ー
ズ
や
施
工
地
の
形
状

に
沿
っ
た
、
サ
イ
ズ
の
大

型
化
、
小
型
化
な
ど
も
進

め
る
計
画
。
そ
の
他
の
防

災
製
品
と
し
て
は
、
制
振

を
目
的
と
し
た
構
造
物
な

ど
も
、
産
学
連
携
で
開
発

を
行
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

は
「
橋
梁
な
ど
堅
牢
な
構

造
物
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ

た
安
全
性
を
重
視
し
た
タ

ワ
ー
。
そ
の
他
の
製
品
群

も
、
少
し
で
も
防
災
に
役

立
て
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　
鋼
製
ラ
ス
、
鉄
筋
加
工

品
、
溶
接
金
網
な
ど
製
造

の
西
山
鉄
網
製
作
所
（
本

社
＝
東
京
都
葛
飾
区
、
西

山
榮
一
社
長
）
は
、

2
0

1
3年

度
に

7
8
5Ｎ

／

平
方
㍉
級
高
強
度
せ
ん
断

補
強
筋
（
Ｋ
Ｈ

7
8
5）

「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
プ
」の
月

間
販
売
量

1
0
0㌧

を
図

る
。

1月
に
認
定
を
取
得
。

生
産
拠
点
の
南
那
須
工
場

（
栃
木
県
那
須
烏
山
市
）

に
は
専
用
ラ
イ
ン

1基
を

置
い
た
。
製
品
の
普
及
に

努
め
る
。

　
「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
プ
」

は
、
岸
和
田
製
鋼
が
開
発

し
た
降
伏
点

7
8
5Ｎ

／

平
方
㍉
、
引
張
強
度

9
3

0Ｎ
／
平
方
㍉
の
高
強
度

鉄
筋
か
ら
製
造
す
る
。
普

通
鉄
筋
に
比
べ

3倍
弱
の

強
度
を
持
ち
、
鉄
筋
使
用

量
の
減
少
、
過
密
配
筋
解

消
な
ど
が
特
長
。
西
山
鉄

網
は
岸
和
田
製
鋼
か
ら
材

料
の
供
給
を
受
け
、
南
那

須
工
場
で
加
工
す
る
。
建

設
現
場
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
声
を
も
と
に
、
品
質

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
る
。
東
京
物
流
セ
ン

タ
ー
（
浦
安
市
港

56番

地
）
か
ら
も
配
送
。
短
納

期
、
置
き
場
の
少
な
い
現

場
に
も
搬
入
す
る
強
み
を

生
か
す
。

　
西
山
鉄
網
は
本
社
、
工

場
、
物
流
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
福
島
に
郡
山
営
業
所

を
構
え
る
。
ス
テ
ン
レ
ス

製
ラ
ス
の
製
造
や
建
設
現

場
で
必
要
と
な
る
各
種
仕

入
れ
商
品
の
販
売
も
手
掛

け
る
。

　
川
鉄
商
事
入
社
以
来
、
電

機
鋼
材
や
厚
板
な
ど
鋼
板
営

業
の
担
当
が
長
く
、
線
材
製

品
は
未
知
の
領
域
だ
っ
た
。

「
ひ
も
付
き
取
引
が
メ
ー
ン

だ
っ
た
経
験
か
ら
す
る
と
、

線
材
製
品
の
流
通
は
ま
た
新

し
い
世
界
に
来
た
感
じ
」。

4

月
の
就
任
以
降
、
全
国
を
あ

い
さ
つ
回
り
し
た
中
で
徐
々

に
理
解
を
深
め
、「
自
動
車
、

建
産
機
、
弱
電
、
土
木
・
建

築
な
ど
幅
広
い
需
要
分
野
と

関
わ
っ
て
お
り
、
非
常
に
面

白
い
」と
の
印
象
を
持
っ
た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
線
材
販
売

は
、

1
9
8
7年

に
川
鉄
商

事
の
特
殊
鋼
線
材
部
か
ら
独

立
し
た
川
商
線
材
製
品
販
売

が
源
流
と
な
り
、

04年
に
現

社
名
で
発
足
し
た
際
は
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
ワ
イ
ヤ
な
ど
の

線
材
お
よ
び
磨
棒
鋼
加
工
製

品
の
販
売
販
会
社
と
し
て
発

足
。そ
の
後
、こ
れ

に
加
え
鉄
粉
、
素

形
材
な
ど
扱
い
商

材
を
拡
充
し
、
売

上
高
は

06年
度
か

ら

10年
度
ま
で
で

1
0
0億

円
ま
で

倍
増
す
る
な
ど
業

容
を
拡
大
し
て
き

た
。

12年
度
は
普

通
線
材
製
品
の
建
設
関
連
需

要
低
迷
を
受
け
、
売
上
高
は

減
少
。
逆
風
下
で
の
社
長
就

任
と
な
っ
た
が
、「
ま
ず
は
良

く
聞
き
、会
話
し
、お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
え

る
、
顧
客
密
着
商
売
に
努
め

る
」と
し
て
、ま
ず
は
丁
寧
に

一
つ
一
つ
の
商
機
を
逸
し
な

い
こ
と
が
最
重
要
と
語
る
。

　
ま
た
、
販
売
機
能
強
化
を

図
る
中
で
、「
縦
と
横
の
連

携
」
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
を
当
面
の
テ
ー
マ
と
す

る
。「
縦
の
連
携
」
で
は
、
親

会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
の

4月
か
ら
の
組
織
改
正
で
、

ス
テ
ン
レ
ス
特
殊
鋼
本
部
が

新
設
さ
れ
る
な
ど
、
今
ま
で

以
上
に
役
割
、
機
能
が
明
確

と
な
り
、
主
管
部
署
と
の
一

層
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と
。「
横
の
連
携
」
で
は
、
本

年

1月
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
グ
ル

ー
プ
十
数
社
が
大
手
町
Ｊ
Ｆ

Ｅ
商
事
ビ
ル
に
集
結
し
て
お

り
、「
身
近
と
な
っ
た
メ
ン
バ

ー
と
の
積
極
的
な
情
報
交
換

で
、
取
引
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
」
と
グ

ル
ー
プ
総
合
力
の
発
揮
を
狙

う
。
　

（
伴

野
隆

馬
）

日刊産業新聞 13.6.13

縦
横
の
連
携
、
最
大
限
活
用

JFE商事線材販売

　
▽

小
森

理
令
（
こ
も
り
・

ま
さ
の
り
）

氏
＝

87年
早
大

教
育
卒
、
川
鉄
商
事
入
社
。

08年

7月
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
西
部

鉄
鋼
本
部
広
島
支
店
長
、

10

年

4月
電
機
鋼
材
本
部
電
機

鋼
材
部
長
。
信
条
は
「
何
事

に
も
陰
日
向
な
く
！
」。休

日

に
は
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、
最

近
は
ゴ
ル
フ
帰
り
の
温
泉
も

病
み
つ
き
に
。

64年

11月

2

日
生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。

小森 理令氏小小森森 理理令令氏氏

中央ビルト工業仮
設
太
陽
光
架
台
を
開
発

軽
量
・
簡
易
移
動
小
規
模
現
場
向
け

　
日
本
車
両
製
造

防災事業の開拓推進
津波避難
タ ワ ー　年10基受注目指す

「スーパーフープ」

月間販売100㌧へ
南那須に専用ライン設置

西
山
鉄
網
製
作
所

今期中の販売、リース開始を目指す
「仮設太陽光発電架台」

　
住
金
シ
ス
テ
ム
建
築

（
本
社
＝
東
京
都
中
央
区
、

加
藤
真
一
郎
社
長
）
は
今

年
度
、
関
西
地
区
の
受
注

高
目
標
に

12億
円
を
掲
げ

る
。

　
住
金
シ
ス
テ
ム
建
築
会

の
会
員
企
業
は
昨
年
度
、

新
規
に
全
国
で

1
1
9社

増
加
し
、
そ
の
う
ち
関
西

地
区
で
は

12社
増
加
す
る

な
ど
、堅
調
に
伸
び
た
が
、

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、

昨
年
度
の
関
西
地
区
の
受

注
高
は
目
標
だ
っ
た

12億

円
を
下
回
る
水
準
に
と
ど

ま
っ
た
。
同
社
で
は
顧
客

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
一
段
と

取
り
組
む
と
と
も
に
、
会

員
企
業
の
営
業
ア
シ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
、
会
員
企
業
の

営
業
ツ
ー
ル
を
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
会
員
企
業
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

を
図
り
、
今
年
度
、
地
区

受
注
高
で

12億
円
の
達
成

を
目
指
す
。

関
西
受
注
目
標

12億
円

住
金
シ
ス
テ
ム
建
築
・

13年
度

50周
年
式
典

19人
を
表
彰管
機

連

〝〝
金金
属属
加加
工工
のの
シシ
ョョ
ッッ
ピピ
ンン
ググ
モモ
ーー
ルル
〟〟

オ
グ
ラ
金
属
・
本
社
工
場

「足利流５Ｓ」で楽しみながら実践（工場内）㊤
自動車向けの重要保安部品を製造（大型プレス）

開開
発発
設設
計計
かか
らら
一一
貫貫
生生
産産

幅
広
い
分
野
に
部
品
供
給
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日
本
産
業
機
械
工
業
会

が
ま
と
め
た

2

0

1

3年

4月
分
の
産
業
機
械
受
注

状
況
に
よ
る
と
、
受
注
高

は
受
注
高
は

2

2

8

5億

7

3

0

0万
円
（
前
年
同

月
比

3・

3％
減
）
と
な

り
、

5カ
月
連
続
で
減
少

し
た
。
外
需
は

5カ
月
ぶ

り
に
前
年
同
月
実
績
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
内
需
が

製
造
業
な
ど
の
落
ち
込
み

で
減
少
し
、
受
注
高
全
体

も
押
し
下
げ
た
。

　
内
需
は
製
造
業
、
官
公

需
の
マ
イ
ナ
ス
に
よ
り
、

1

5

5

7億

9

7

0

0万

円
（
同

10・

6％
減
）
と

減
少
。
逆
に
、
外
需
は
鉱

山
機
械
、
化
学
機
械
、
運

搬
機
械
、
圧
縮
機
な
ど

8

機
種
が
増
え
、

7

2

7億

7

6

0

0万
円
（
同

16・

9％
増
）
と
増
加
し
た
。

　
内
需
の
内
訳
は
、
製
造

業
は

5

3

3億

8

9

0

0

万
円
（
同

27・

2％
減
）、

非
製
造
業
は

5

4

2億

1

7

0

0万
円
（
同

33・

4

％
増
）、民

需
が

1

0

7

6

億

6

0

0万
円
（
同

5・

6％
減
）、官

公
需
が

2

8

3億

4

6

0

0万
円
（
同

22・

6％
減
）、代

理
店
向

け
が

1

9

8億

4

5

0

0

万
円
（
同

16・

1％
減
）

だ
っ
た
。

　
機
種
別
に
内
需
を
見
る

と
ボ
イ
ラ
・
原
動
機

4

4

9億

8

7

0

0万
円
（
同

18・

3％
増
）、鉱

山
機
械

17億

9

5

0

0万
円
（
同

50・

3％
増
）、プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
加
工
機
械

1

4

2億

5

3

0

0万
円
（
同

7・

5％
増
）
な
ど

5機
種
が

増
加
。
化
学
機
械

5

5

7

億

2

4

0

0万
円
（
同

21

・

5％
減
）、運

搬
機
械

2

3

0億

8

0

0万
円
（
同

11・

7％
減
）、金

属
加
工

機
械

51億

8

7

0

0万
円

（
同

27・

3％
減
）
な
ど

7機
種
が
減
少
し
た
。

　
外
需
は
鉱
山
機
械
の
同

4

0

4・

2％
増
を
は
じ

め
、
化
学
機
械
同

1

0

3

・

2％
増
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
加
工
機
械
同

15・

9％

増
、
運
搬
機
械
同

21・

8

％
増
な
ど
が
増
加
。
ボ
イ

ラ
・
原
動
機
同

67・

2％

減
、
金
属
加
工
機
械
同

11

・

6％
減
な
ど

4機
種
が

下
げ
た
。

　
日
本
産
業
機
械
工
業
会

の

2

0

1

3年

4月
の
環

境
装
置
受
注
状
況
に
よ
る

と
、
受
注
高
は

2

5

5億

5

0

0万
円
（
前
年
同
月

比

4・

8％
減
）と
な
り
、

2カ
月
連
続
で
前
年
同
月

実
績
を
下
回
っ
た
。
内
需

は

2

3

4億

3

4

0

0万

円（
同

9％
減
）で

2カ
月

連
続
減
に
対
し
、
外
需
は

20億

7

1

0

0万
円
（
同

94・

8％
増
）で

2カ
月
ぶ

り
増
加
と
な
っ
た
。

　
内
需
の
う
ち
製
造
業
は

24億

2

7

0

0万
円
（
同

20・

9％
増
）、非

製
造
業

は

28億

8

1

0

0万
円

（
同

24・

2％
増
）、民

需

が

53億

8

0

0万
円
（
同

22・

6％
増
）、官

公
需
が

1

8

1億

2

6

0

0万
円

（
同

15・

4％
減
）。

　
装
置
別
に
見
る
と
、
大

気
汚
染
防
止
装
置

45億

4

0

0万
円
（
同

84・

4％

増
）、水

質
汚
濁
防
止
装
置

55億

8

2

0

0万
円
（
同

47・

5％
減
）、ゴ

ミ
処
理

装
置

1

5

3億

7

4

0

0

万
円
（
同

13％
増
）な
ど
。

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会

が
ま
と
め
た

2

0

1

3年

5月
分
の
受
注
速
報
に
よ

る
と
、
受
注
総
額
は

9

7

0億

5

4

0

0万
円
（
前

月
比

18・

4％
増
、
前
年

同
月
比

7・

4％
減
）
と

な
っ
た
。

　
内
訳
は
内
需
が

2

8

9

億

6

1

0

0万
円
（
同

6

・

3％
増
、
同

11・

2％

減
）、外

需
は

6

8

0億

9

3

0

0万
円
（
同

24・

4

％
増
、
同

5・

7％
減
）

だ
っ
た
。

　
こ
れ
で

13年
の
累
計
は

受
注
総
額
が

4

2

2

0億

4

2

0

0万
円
（
前
年
比

20％
減
）、こ

の
う
ち
内
需

は

1

4

1

1億

5

8

0

0

万
円
（
同

14・

4％
減
）、

外
需
は

2

8

0

8億

8

4

0

0万
円
（
同

22・

6％

減
）
と
な
っ
た
。

　
タ
ダ
ノ
は
本
年

8月
か

ら
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
Ｗ
Ｅ

Ｂ
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｏ
―
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
に
よ

る
稼
働
状
況
、位
置
情
報
、

保
守
管
理
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
を
高
所
作

業
車
向
け
で
も
運
用
を
開

始
す
る
。

2

0

0

8年
か

ら
国
内
向
け
ラ
フ
テ
レ
ー

ン
ク
レ
ー
ン
向
け
で
同
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
き
た
が
、

11年

か
ら
の
海
外
向
け
ラ
フ
テ

レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
に
続

き
、
高
所
作
業
車
向
け
に

も
導
入
す
る
こ
と
に
し

た
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
整
備
担
当

工
場
な
ど
事
務
所
に
置
か

れ
た
パ
ソ
コ
ン
端
末
に
車

両
の
情
報
を
提
供
し
、
情

報
を
共
有
化
す
る
。

　
稼
働
時
間
の
チ
ャ
ー

ト
、
機
械
の
稼
働
場
所
、

故
障
診
断
装
置
か
ら
の
情

報
を
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
で

確
認
で
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
管
理
機
能
も
整
備
し

た
。

　
同
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を

通
じ
て
、
車
両
管
理
、
ア

フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
、
状
態
監
視
な
ど
安
全

作
業
に
つ
な
げ
、
差
別
化

を
促
進
す
る
。

　
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
の

郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は

こ
の
ほ
ど
、
鋼
材
の
海
上

コ
ン
テ
ナ
へ
の
積
載
方
法

を
改
良
し
、
木
材
資
材
ゼ

ロ
の
輸
送
を
可
能
に
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で

自
動
車
向
け
コ
イ
ル
な
ど

の
重
量
物
は
、
コ
ン
テ
ナ

内
で
の
転
倒
を
防
ぐ
た

め
、熱
処
理
さ
れ
た
木
材
、

ラ
ッ
シ
ン
グ
ベ
ル
ト
、
帯

鉄
な
ど
を
使
っ
て
固
定
す

る
ケ
ー
ス
が
一
般
的
だ

が
、
発
砲
ポ
リ
ス
チ
レ
ン

（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
を
固
定
資
材

と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で

実
現
し
た
。

　
こ
の
積
載
技
術
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
港
湾
作
業

会
社
ス
ト
ラ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
ズ
が
開
発
し
た
も
の

で
、
郵
船
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
は
同
社
と
独
占
販
売
契

約
を
結
ん
で
い
る
。
大
き

な
特
徴
は
コ
ン
テ
ナ
積
載

効
率
の
向
上
、
積
み
付
け

所
要
時
間
の
短
縮
、
環
境

負
荷
の
低
減
な
ど
。

　
従
来
、
コ
イ
ル
な
ど
の

鋼
材
輸
送
は
在
来
船
に
よ

る
大
量
輸
送
が
大
半
を
占

め
て
い
た
が
、
近
時
は
輸

出
向
け
先
の
多
様
化
な
ど

も
あ
っ
て
コ
ン
テ
ナ
に
よ

る
多
頻
度
、
少
量
輸
送
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
。

MonTueWedFri

Steel plate Secondally and tertially products Demand industry

MonTueWedFri

特殊鋼・ステンレス
鋳鍛鋼

電炉・スクラップ
技術・環境・エンジ

海外情報
AMMリポート

鋼管・建材・線材
二三次製品

Steel plate Secondally and tertially products Demand industry

鋼板・二三次製品・需要産業鋼板・二三次製品・需要産業
Thu

　
―
―
テ
ィ
ア

1と
テ
ィ
ア

2が
組
ん
で
、
海
外
拠
点
を

立
ち
上
げ
る
の
は
珍
し
い
ケ

ー
ス
だ
が
、
設
立
に
至
っ
た

経
緯
は
。

　
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
さ
ん

の
世
界
展
開
に
合
わ
せ
、
わ

れ
わ
れ
の
お
取
引
先
で
あ
る

テ
ィ
ア

1さ
ん
も
い
や
応
な

く
世
界
各
地
に
進
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
急
速
な
拡
大
に

伴
い
、
ど
の
企
業
も
工
場
を

経
営
す
る
人
材
が
不
足
し
つ

つ
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題
を

解
消
す
る
た
め
、
人
材
は
当

社
か
ら
派
遣
し
、
出
資
は
大

半
を
ヨ
ロ
ズ
さ
ん
が
行
う
か

た
ち
で
設
立
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ヨ
ロ
ズ
さ
ん
は
当
社

の
最
大
の
お
取
引
先
で
、
志

藤
昭
彦
会
長
に
は
社
外
取
締

役
も
務
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
先
々
を
考
え
た
場
合
、

『
オ
グ
ラ
も
海
外
に
出
て
お

い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
』
と

い
う
こ
と
で
、
声
を
掛
け
て

い
た
だ
い
た
」

　
―
―
Ｙ
―
Ｏ
Ａ
Ｔ
の
概
要

は
。

　
「
加
工
設
備
は

1

7

0

0

㌧
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
プ
レ
ス

を
は
じ
め
、

8

0

0㌧
か
ら

4

0

0㌧
ま
で
の
大
型
プ
レ

ス
、

2

0

0㌧
ロ
ボ
ッ
ト
ラ

イ
ン
、
溶
接
ラ
イ

ン
な
ど

9ラ
イ
ン

を
予
定
し
て
い

る
。
当
社
か
ら
は

20人
派
遣
し
て
お

り
、
軌
道
に
乗
っ

た
ら
、

10人
で
経

営
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。
Ｙ

―
Ｏ
Ａ
Ｔ
で
は
、

ヨ
ロ
ズ
さ
ん
が
新

規
受
注
し
た
仕
事
を
メ
ー
ン

に
手
掛
け
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
現
状
で
は
当
社
で
営

業
を
か
け
な
く
て
い
い
ほ

ど
、
ヨ
ロ
ズ
さ
ん
の
取
っ
た

仕
事
が
多
い
。
別
の
お
取
引

先
か
ら
は
、『
オ
グ
ラ
が
出
て

き
た
な
ら
、
先
々
で
頼
む
』

と
の
話
も
い
た
だ
い
て
い

る
」

　
―
―
海
外
事
業
は
成
長
が

見
込
ま
れ
る
一
方
、
国
内
は

空
洞
化
が
進
む
。
展
望
は
描

け
る
か
。

　
「
今
で
こ
そ
、
自
動
車
向

け
比
率
が

5割
を
超
え
て
い

る
が
、
か
つ
て
は
三
洋
電
機

向
け
が

7割
を
占
め
る
な

ど
、
弱
電
が
主
体
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
電
機
産

業
の
海
外
移
転
で
、
大
半
の

仕
事
が
な
く
な
り
、
厳
し
い

時
期
を
経
験
し
た
。
そ
こ
か

ら
自
動
車
を
は
じ
め
、
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
製
品
、
鉄
道

車
両
、
環
境
商
品
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
開
拓
し
て
き

た
結
果
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
今
後
も
量
産
品
の
海
外

移
管
が
進
み
、
利
益
率
の
高

い
仕
事
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
や

り
方
が
全
く
残
さ
れ
て
い
な

い
わ
け
で
も
な
い
」

　
―
―
そ
の
打
開
策
と
は
。

　
「
当
社
は
社
員
数

3

5

0

人
だ
が
、
そ
の
う
ち
営
業
・

資
材
部
門
が

22人
と
、
金
属

加
工
業
と
し
て
は
多
い
。
ル

ー
ト
セ
ー
ル
ス
で
は
な
く
、

自
社
の
技
術
を
生
か
し
た
提

案
営
業
で
、
新
規
開
拓
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
以
前
か
ら

注
力
し
て
き
た
太
陽
光
発
電

関
連
で
は
、
開
発
段
階
か
ら

参
画
し
、
お
客
様
と
共
同
で

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

を
設
計
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
培
っ
て
き
た
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
元
に
開
発
設
計

か
ら
試
作
、
量
産
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
実
現

し
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
商
品
の
供
給
も

で
き
る
の
が
強
み
だ
」

　
―
―

13年
度
の
見
通
し

は
。

　
「
主
力
の
自
動
車
向
け
は

前
期
比

20％
落
ち
る
と
見
て

い
る
。
全
体
で
は
前
期
比

10

％
減
と
な
る
見
込
み
だ
。
足

元
は
自
動
車
の
落
ち
込
み
を

太
陽
光
向
け
な
ど
で
補
え
る

が
、先
行
き
は
わ
か
ら
な
い
。

国
内
か
ら
タ
イ
に
何
十
人
も

連
れ
て
い
く
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
雇
用
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
も
、『
国
内
に
残

る
仕
事
は
何
で
も
や
る
』
つ

も
り
で
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
何
で
も
造
れ
る
生
産
体
制

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

　
―
―
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の

増
強
も
そ
の
一
環
。

　
「
国
内
は
今
後
、
研
究
開

発
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け

が
大
き
く
な
る
。
そ
う
す
る

と
、
金
型
や
試
作
な
ど
の
仕

事
も
国
内
に
残
る
。
試
作
対

応
に
は
レ
ー
ザ
ー
加
工
が
必

要
と
な
る
た
め
、
三
次
元
レ

ー
ザ
ー
加
工
機
や
大
型
ル
ー

タ
ー
、
タ
レ
ッ
ト
パ
ン
チ
な

ど
の
加
工
設
備
を
増
や
し
て

い
る
。
従
来
は
外
部
委
託
が

多
か
っ
た
加
工
を
内
製
化

し
、
技
術
力
向
上
を
図
っ
て

い
る
」

　
―
―
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
原

料
高
な
ど
で
薄
板
の
値
上
げ

を
表
明
し
た
が
、
資
材
調
達

面
で
の
影
響
は
。

　
「
実
際
に
鉄
鉱
石
や
石
炭

が
何
％
上
が
っ
た
と
い
う
の

は
仕
方
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
為
替
変
動
に
よ
る
内
外

価
格
差
に
つ
い
て
は
、
な
か

な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
声
が
根
強
い
」

　
―
―
鋼
板
ユ
ー
ザ
ー
と
し

て
、
鉄
鋼
業
界
に
対
す
る
要

望
な
ど
は
。

　
「
ひ
も
付
き
契
約
で
鋼
材

を
安
定
供
給
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
資
材

調
達
で
何
の
不
安
も
な
く
、

受
注
活
動
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
コ
ス
ト
も
大
事

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

は
納
期
が
一
番
重
要
。
当
社

で
は
、先
々
代
の
こ
ろ
か
ら
、

『
プ
レ
ス
屋
は
素
材
が
な
い

と
仕
事
に
な
ら
な
い
』
と
言

い
聞
か
さ
れ
て
き
た
。た
だ
、

何
カ
月
も
あ
る
リ
ー
ド
タ
イ

ム
に
関
し
て
は
、
も
う
少
し

早
ま
る
と
あ
り
が
た
い
。
ま

た
、
商
社
さ
ん
や
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
新
規
開
拓
し
て

い
く
上
で
、
鉄
だ
け
で
な
く

新
素
材
の
情
報
や
調
達
で
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

　
（
音

成
泰

文
）

技
術
生
か
す

提
案
営
業
新
規
開
拓
に
注
力

　
自
動
車
部
品
製
造
な
ど
を
行
う
オ
グ
ラ
金
属
（
本
社
＝
栃
木
県
足
利
市
、小
倉
勝
興
社

長
）
は
今
月
、
初
の
海
外
生
産
拠
点
と
な
る
タ
イ
の
新
工
場
を
稼
働
さ
せ
る
。

1

9

3

8

年
の
創
業
以
来
、
一
貫
し
て
国
内
生
産
を
続
け
て
き
た
が
、旺
盛
な
海
外
需
要
を
と
ら
え

る
た
め
、
昨
年

4月
に
主
要
取
引
先
の
自
動
車
部
品
大
手
ヨ
ロ
ズ
と
合
弁
で
、「
ワ
イ
・
オ

グ
ラ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
タ
イ
ラ
ン
ド
」（
Ｙ
―
Ｏ
Ａ
Ｔ
）
を
設
立
し
た
。完
成
車
メ
ー
カ

ー
や
テ
ィ
ア

1（
一
次
請
け
企
業
）
だ
け
で
な
く
、テ
ィ
ア

2も
積
極
的
に
海
外
に
打
っ

て
出
る
中
、
国
内
の
も
の
づ
く
り
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
営
業
・
生
産
部
門
を
管
掌
す
る

髙
沢
保
寿
取
締
役
副
社
長
に
今
後
の
国
内
事
業
の
方
針
な
ど
を
聞
い
た
。

日刊産業新聞 13.6.13

鋼板ユーザーに聞く　　　　　　

オグラ金属の展望
――――――――初の海外生産工場稼働

髙沢 保寿副社長

大日製缶今
年
度
販
売
量
を
拡
大

18㍑
缶
埼
玉
に
新
ラ
イ
ン
導
入

　

18㍑
缶
製
造
大
手
で
樹

脂
製
品
も
製
造
す
る
大
日

製
缶
（
本
社
＝
東
京
都
千

代
田
区
、東
郷
洋
次
社
長
）

は

2

0

1

3年
度
の

18㍑

缶
販
売
量
を
前
年
度
か
ら

数
％
増
や
す
計
画
だ
。
食

品
用
途
や
沿
海
部
の
需
要

家
か
ら
好
評
な
ラ
ミ
ネ
ー

ト
缶
な
ど
拡
販
す
る
ほ

か
、
震
災
復
興
の
進
展
、

消
費
税
引
き
上
げ
前
の
発

注
増
な
ど
今
後
の
需
要
増

に
期
待
す
る
。

　

4月
の
販
売
量
は
塗
料

用
途
が
よ
く
な
い
半
面
、

食
料
、
油
糧
向
け
が
増
加

し
た
。
食
料
、
油
糧
の
出

荷
増
は
中
身
の
値
上
げ
前

に
発
注
が
増
え
た
見
通
し

だ
が
、

5月
に
な
っ
て
も

反
動
減
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、

4―

6月
の
販
売

が
前
年
同
期
と
比
べ
て
増

え
る
と
も
考
え
に
く
い
と

い
う
。

　
建
築
塗
料
に
動
き
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、

7―

9月
は
塗
料
や
溶
材
用
途

の
出
荷
が
活
発
化
す
る
か

と
の
見
方
。
復
興
や
消
費

税
増
税
関
連
の
需
要
に
も

期
待
す
る
。
さ
び
や
缶
同

士
の
こ
す
れ
（
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
が
起
き
に
く
い

ラ
ミ
ネ
ー
ト
缶
は
食
品
関

連
や
沿
海
部
の
需
要
家
か

ら
引
き
合
い
が
強
く
、
拡

販
を
図
る
。

　
埼
玉
工
場
（
埼
玉
県
鴻

巣
市
）
で
は

12月
を
め
ど

に

18㍑
缶
の
新
ラ
イ
ン
を

導
入
す
る
計
画
。高
品
質
、

ク
リ
ー
ン
な
缶
を
製
造

し
、
塗
料
向
け
の
シ
ェ
ア

拡
大
を
見
込
む
。
採
用
促

進
の
活
動
に
努
め
る
。

　
ド
ラ
ム
缶
工
業
会
に
よ

る
と
、

4月
の
ド
ラ
ム
缶

出
荷
は

1

1

6万

7

5

6

8本
に
前
年
同
月
比

1・

4％
減
少
し
、

3カ
月
連

続
で
前
年
実
績
を
下
回
っ

た
。
ド
ラ
ム
缶
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
と
、

4月
は
出
荷

回
復
を
期
待
し
て
い
た
も

の
の
、
前
年
割
れ
で
先
行

き
の
動
向
に
懸
念
が
残

る
。

5月
は
例
年
、
連
休

に
化
学
会
社
が
設
備
を
定

期
修
理
す
る
な
ど
不
需
要

期
で
回
復
を
見

込
み
に
く
い
。

　

2

0

1

2年
度
に
前
年

同
月
比
で
減
少
が
目
立
っ

た
石
油
向
け
出
荷
が
前
年

並
み
に
戻
っ
た
一
方
、
主

力
の
化
学
向
け
で
減
少
が

続
く
。円
高
修
正
も
あ
り
、

輸
出
の
回
復
、
国
内
生
産

の
増
加
が
あ
る
か
と
み
て

し
て
い
る
が
、
ま
だ
手
応

え
が
な
い
と
い
う
。

7月

以
降
の
回
復
を
期
待
す

る
。
出
荷
動
向
に
加
え
、

1本
平
均

3

0

0円
ほ
ど

の
値
上
げ
も
課
題
。

オールテレーンクレーンＡＴＦ400Ｇ―6

　
タ
ダ
ノ
は
世
界
戦
略
機

種
と
し
て
オ
ー
ル
テ
レ
ー

ン
ク
レ
ー
ン
「
Ａ
Ｔ
Ｆ

4

0

0Ｇ
―

6」「
Ａ
Ｔ
Ｆ

3

0

0Ｇ
―

6」
の

2機
種

の
販
売
を
開
始
し
た
。
ド

イ
ツ
の
同
社

1

0

0％
子

会
社
、
タ
ダ
ノ
フ
ァ
ウ
ン

社
と
共
同
開
発
し
た
日
本

市
場
向
け
戦
略
機
種
の
第

5弾
と
な
る
。
ク
ラ
ス
最

大
の
ブ
ー
ム
性
能
を
持

ち
、
作
業
性
能
を
向
上
さ

せ
た
ほ
か
、
安
全
作
業
の

新
制
御
装
置
、分
解
搬
送
、

走
行
性
能
を
高
め
、
環
境

対
応
も
図
っ
た
。

4

0

0

Ｇ
―

6は
最
大
地
上
揚
程

1

2

2㍍
、
最
大
つ
り
上

げ
荷
重

4

0

0㌧
、

3

0

0Ｇ
―

6は
ク
ラ
ス
最
高

1

0

8㍍
の
高
揚
程
、
最

大
つ
り
上
げ
荷
重

3

0

0

㌧
を
擁
す
る
。

　
価
格
（
ク
レ
ー
ン
、
キ

ャ
リ
ア
の
コ
ン
プ
リ
ー
ト

価
格
、
税
別
）
は

4

0

0

Ｇ
―

6が

4億

4

7

0

0

万
円
、

3

0

0Ｇ
―

6が
3億
8

5

0

0万
円
で
、

2機
種
合
わ
せ
て
年
間

20

台
の
販
売
を
目
指
す
。

　
主
な
特
長
は
、
軽
量
で

強
度
の
高
い
ラ
ウ
ン
ド
形

状
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
横
剛

性
を
高
め
、
ク
ラ
ス
最
大

の
ブ
ー
ム
性
能
を
備
え
る

と
と
も
に
、リ
フ
ト
・
ア
ジ

ャ
ス
タ
、リ
リ
ー
ス
・
ア
ジ

ャ
ス
タ
の
各
機
能
を
搭

載
、
ブ
ー
ム
た
わ
み
に
よ

る
荷
振
れ
防
止
と
フ
ッ
ク

移
動
の
抑
制
機
能
を
持

つ
。

4

0

0Ｇ
―

6は

76

㍍
の
ラ
フ
ィ
ン
グ
ジ
ブ
を

装
備
す
る
と
最
大
地
上
揚

程
が

1

2

2㍍
に

3

0

0

Ｇ
―

6は

52㍍
の
ラ
フ
ィ

ン
グ
ジ
ブ
装
備
で
高
揚
程

は
1

0

8㍍
に
達
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
旋
回
体
装
備

状
態
で
の
公
道
走
行
を
実

現
し
、
日
本
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
特
殊
自
動
車
2

0

1

1

年
規
制
に
相
当
す
る
欧
州

Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ

3Ｂ
適
合
の
ベ
ン

ツ
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
。
国

土
交
通
省
の
低
騒
音
型
建

設
機
械
の
指
定
も
取
得
し

た
。

　
タ
ダ
ノ
は
こ
の
ほ
ど
通

信
工
事
用
高
所
作
業
車

「
ス
カ
イ
ボ
ー
イ
」

4機
種

を
発
売
し
た
。
住
宅
密
集

地
や
狭
い
道
路
幅
な
ど
多

様
な
通
信
工
事
に
対
応
、

作
業
効
率
と
コ
ン
パ
ク
ト

化
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
、
燃
費
、
騒
音
低
減
な

ど
経
済
性
、
環
境
性
を
高

め
た
。
装
備
品
の
収
納
力

も
ア
ッ
プ
し
た
。
四
機
種

の
う
ち
Ａ
Ｔ
―

1

1

0Ｔ

Ｔ
Ｅ
は
最
大
地
上
高

11㍍

を
擁
す
る
。
価
格
（
キ
ャ

リ
ア
と
の
コ
ン
プ
リ
ー
ト

価
格
・
税
別
）
は

9

2

0

万
―

1

0

2

0万
円
に
設

定
、

4機
種
合
わ
せ
て
年

間

2

0

0台
の
販
売
を
目

指
す
。

　
発
売
さ
れ
た

4機
種
は

Ａ
Ｔ
―

1

1

0Ｔ
Ｔ
Ｅ

（
Ｄ
）
が
最
大
地
上
高

11

㍍
で
、
バ
ケ
ッ
ト
積
載
荷

重

2

0

0㌔
㌘
ま
た
は

2

人
の
フ
ル
ブ
ー
ム
全
周
同

一
性
能
を
持
つ
。
Ａ
Ｔ
―

1

1

0Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
Ｓ
）
も

最
大
地
上
高
は

11㍍
、
バ

ケ
ッ
ト
積
載
荷
重
は

1

2

0㌔
㌘
ま
た
は

1人
タ
イ

プ
。
Ａ
Ｔ
―

1

0

0Ｔ
Ｔ

Ｆ
は
最
大
地
上
高

9・

9

㍍
で
バ
ケ
ッ
ト
積
載
荷
重

は

2

0

0㌔
㌘
ま
た
は

2

人
、
Ａ
Ｔ
―

1

0

0Ｔ
Ｔ

は
最
大
地
上
高

9・

9㍍
、

バ
ケ
ッ
ト
積
載
荷
重
が

2

0

0㌔
㌘
ま
た
は

2人
と

な
る
。

　
大
容
量
ポ
ン
プ
で
ブ
ー

ム
伸
縮
速
度
は
ク
ラ
ス
最

速
と
し
、
作
業
効
率
を
ア

ッ
プ
。
フ
ル
自
動
格
納
機

能
を
全
機
種
に
標
準
装
備

し
、
業
界
初
の
ア
ク
セ
ル

無
段
階
制
御
で
無
駄
な
エ

ン
ジ
ン
回
転
を
抑
え
、
燃

費
、
騒
音
を
低
減
し
た
。

車
両
バ
ッ
テ
リ
ー
電
圧
監

視
機
能
も
標
準
化
、
緩
起

動
、
緩
停
止
制
御
に
よ
り

急
操
作
時
の
ブ
ー
ム
の
揺

れ
も
最
小
限
と
し
た
。

通信工事作業車４種発売

関西コイルセンター工業会

在庫41.7万㌧に増加
４月 需要低迷で出荷減

　
関
西
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

工
業
会
は
こ
の
ほ
ど
、
今

年

4月
の
地
区
の
流
通
動

態
調
査
を
ま
と
め
た
。

4

月
は
需
要
が
低
迷
し
、
出

荷
が
減
少
し
、
在
庫
は
増

え
た
。
実
数
と
し
て
は
在

庫
は
全
体
で

41万

7

7

2

4㌧
と
前
月
比

6

7

7

7

㌧
、

1・

6％
減
、
在
庫

率
は

1・

01カ
月
と
同

0・

07カ
月
増
。
内
訳
は
入
荷

が

32万

8

4

7

6㌧
と
同

3

7

6

7㌧
、

1・

1％

増
、
出
荷
が

32万

1

6

9

9㌧
と
同

1万

3

9

5

6

㌧
、

4・

1％
減
。
製
品

別
の
状
況
は
次
の
通
り
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
月
対
比
）

　
【
黒
皮
製
品
】

　
入
荷
＝

5万

5

7

3

2

㌧
（

1

3

7

1㌧
、

2・

5％
増
）、出

荷
＝

5万

2

1

3

2㌧（

1

7

4

7㌧
、

3・

2％
増
）、在

庫
＝

9

万

1

4

7

2㌧
（

3

6

0

0㌧
、

4％
増
）、在

庫
率

＝

1・

75カ
月
（

0・

12カ

月
増
）

　
【
酸
洗
製
品
】

　
入
荷
＝

6万

4

4

6

9

㌧
（

3

3

0㌧
、

0・

5

％
減
）、出

荷
＝

6万

3

9

0

4㌧
（

7

1

4

8㌧
、

10％
減
）、在

庫
＝

7万

6

7

6

1㌧
（

1万

2

6

4

4㌧
、

14・

1％
減
）、在

庫
率
＝

1・

2カ
月（

0・

05カ
月
減
）

　
【
冷
延
製
品
】

　
入
荷
＝

7万

8

2

9

9

㌧
（

2

1

2

4㌧
、

2・

6％
減
）、出

荷
＝

7万

7

6

4

9㌧（

4

4

2

6㌧
、

5・

3％
減
）、在

庫
＝

8

万

6

6

9

5㌧
（

6

5

0

㌧
、

0・

7％
減
）、在

庫

率
＝

1・

11カ
月（

0・

07

カ
月
増
）

　
【
亜
鉛
め
っ
き
製
品
】

　
入
荷
＝

10万

3

2

0

8

㌧
（

1

8

4㌧
、

0・

1

％
増
）、出

荷
＝

10万

4

3

5

5㌧
（

3

1

3

6㌧
、

2・

9％
減
）、在

庫
＝

12

万

3

6

6

1㌧
（

1

1

2

7㌧
、

0・

9％
減
）、在

庫
率
＝

1・

18カ
月（

0・

02カ
月
増
）

　
関
西
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー

工
業
会
は
こ
の
ほ
ど
、
今

年

4月
の
地
区
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
の
加
工
量
、
稼
働

率
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、

4月
は
年
度
替

わ
り
や
需
要
の
一
時
的
な

後
退
か
ら
、
地
区
コ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
の
加
工
は
前
月

対
比
で
減
少
し
た
。
数
量

的
に
は
加
工
量
が
全
体
で

30万

6

2

1㌧
と
前
月
比

5

2

9

0㌧
、

1・

7％

減
、
稼
働
率
は

74・

5％

と
同

1・

3
減
。
機
種

別
の
加
工
は
次
の
通
り
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
月
対
比
）

　
【
レ
ベ
ラ
ー
】

　
加
工
量
＝

9万

5

6

5

3㌧
（

8

8

5㌧
、

0・

9％
減
）、稼

働
率
＝

63・

6％
（

0・

6
減
）

　
【
ス
リ
ッ
タ
ー
】

　
加
工
量
＝

18万

2

5

1

3㌧
（

3

3

3

5㌧
、

1

・

7％
減
）、稼

働
率
＝

87

・

3％
（

1・

6
減
）

　
【
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
】

　
加
工
量
＝
ゼ
ロ
（
ゼ

ロ
）、稼

働
率
＝
ゼ
ロ
（
ゼ

ロ
）

　【

1次
加
工
ト
ー
タ
ル
】

　
加
工
量
＝

27万

8

1

6

6㌧
（

4

2

2

0㌧
、

1

・

4％
減
）、稼

働
率
＝

77

・

4％
（

1・

1
減
）

　
【

2次
加
工
】

　
加
工
量
＝

2万

2

4

5

5㌧
（

1

0

7

0㌧
、

4

・

5％
減
）、稼

働
率
＝

51

・

2％
（

2・

5
減
）

加
工
量

30万
㌧

前
月
比

1.7％
減

テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス

８
月
か
ら
運
用
開
始

工
作
機
械
受
注

18％
増

970億
円

5月

産
業
機
械
受
注

５
カ
月
連
続
減

4月

2285億
円

２
カ
月
連
続

前
年
下
回
る

環
境

装
置

受
注

ス
カ

イ
ボ

ー
イ

4機
種

４
月
の
ド
ラ
ム
缶
出
荷

３
カ
月
連
続
減

116万
本

タ
ダ
ノ
２
機
種
を
発
売

世
界
戦
略
機
オ
ー
ル
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン

http://w
w
w
.japanm

etal.com
/

koudoku.htm
l

■
日
刊
産
業
新
聞 

販
売
部

■
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

　　　鋼材の海上輸送方法改良　　　

木材資材ゼロ実現
郵船ロジスティクス
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【
名
古
屋
】
愛
知
県
鉄

構
工
業
協
同
組
合
青
年
部

会
（
会
長
＝
茅
花
乃
・
ユ

タ
カ
鉄
工
所
工
場
長
）
は

8日
、
名
古
屋
市
中
村
区

内
で

2

0

1

3年
度
総
会

を
開
催
し
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
、
川
口

光
正
・
川
口
建
設
社
長
の

新
会
長
就
任
な
ど
を
承
認

し
た
。

　
新
役
員
で
は
、
川
口
会

長
の
ほ
か
瀬
尾
知
裕
・
瀬

尾
工
業
取
締
役
、
長
谷
川

勝
義
・
長
国
鉄
工
所
取
締

役
両
氏
が
副
会
長
に
、
伊

藤
博
章
・
鍛
冶
弘
工
業
社

長
が
会
計
に
、
松
田
弘
樹

・
棚
橋
製
作
所
社
長
、
茅

花
乃
・
ユ
タ
カ
鉄
工
所
工

場
長
の
両
氏
が
監
査
役
に

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

新
年
度
の
事
業
で
は
、「
深

め
る
絆
、
続
け
る
進
化
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
鉄
骨

エ
キ
ス
ト
ラ
検
討
委
員
会

の
随
時
開
催
や
、
鉄
骨
業

界
活
性
化
に
向
け
た
活
動

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　
川
口
新
会
長
は
就
任
の

あ
い
さ
つ
で
、「
絆
を
深

め
、
進
化
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
積

極
的
参
加
が
必
要
。
ま
ず

は
活
動
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
次
代

に
進
化
を
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
新
規
会
員
の
獲

得
も
重
要
。
新
た
な
メ
ン

バ
ー
も
集
め
進
化
し
続
け

る
団
体
に
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
愛
知
県
が
発
表
し
た

2

0

1

3年

4月
の
県
内
建

築
物
着
工
統
計
に
よ
る

と
、
建
築
床
面
積
は

68万

2

0

0

0平
方
㍍
と
前
年

同
月
比

14・

9％
増
加
し
、

8カ
月
連
続
で
前
年
を
上

回
っ
た
。
前
月
比
で
は

12

・

6％
減
少
し
た
。
こ
の

う
ち
鉄
骨
（
Ｓ
）・
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｓ
Ｒ

Ｃ
）
造
の
建
築
物
は
、
計

26万

8

0

0

0平
方
㍍
と

前
年
同
月
比

11・

3％
増

加
。
前
月
比
で
は

25・

5

％
減
少
し
た
。
推
定
鉄
骨

使
用
量
は

2万

6

6

0

0

㌧
と
、
前
年
同
月
比

11・

2％
増
加
し
た
が
、
前
月

比
で
は

25・

5％
減
少
し
、

昨
年

11月
以
来
、

5カ
月

ぶ
り
に

3万
㌧
を
下
回
っ

た
。

　
非
木
造
建
築
物
の
内
訳

は
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
が
前
年
同

月
比
約

29・

3％
増
の

4

0

0

0平
方
㍍
と

2カ
月

ぶ
り
に
前
年
を
上
回
っ

た
。
前
月
比
で
は

24・

5

％
減
少
し
た
。
Ｓ
造
は
前

年
同
月
比

11・

1％
増
の

26万

4

0

0

0平
方
㍍
と

8カ
月
連
続
で
前
年
を
上

回
っ
た
。
前
月
比
で
は

25

・

5％
減
少
し
た
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）

造
は
前
年
同
月
比

74・

5

％
増
の

12万

6

7

0

0平

方
㍍
と

2カ
月
ぶ
り
に
前

年
を
上
回
り
、
前
月
比
で

も

30・

5％
増
加
し
た
。

　
着
工
統
計
の
内
訳
は
▽

建
築
主
別
＝
公
共

2万

1

4

0

0平
方
㍍
（
前
年
同

月
比

41・

5％
増
、
前
月

比
約

43・

7％
減
）、民

間

66万

5

0

0平
方
㍍
（
同

14・

2％
増
、
同

11・

1

％
減
）
▽
用
途
別
＝
居
住

用

47万

8

6

0

0平
方
㍍

（
同

16・

6％
増
、
同

2

・

2％
減
）、非

居
住
用

20

万

3

4

0

0平
方
㍍
（
同

11％
増
、
同

30・

2％
減
）

▽
構
造
別
＝
木
造

28万

5

8

0

0平
方
㍍
（
同

2・

8％
増
、同

10・

3％
減
）、

非
木
造

39万

6

1

0

0平

方
㍍
（
同

25・

5％
増
、

同

14・

3％
減
）。

　
建
築
主
別
で
は
前
年
同

月
比
で
、
公
共
が

3カ
月

ぶ
り
に
増
加
し
、
民
間
は

8カ
連
続
で
前
年
を
上
回

っ
た
。
用
途
別
で
は
居
住

用
が

2カ
月
ぶ
り
に
前
年

を
上
回
り
、
非
居
住
用
は

8カ
月
連
続
で
増
加
。
構

造
別
で
は
木
造
、
非
木
造

と
も
に

8カ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。

　
建
築
着
工
面
積
は
、
非

居
住
用
建
築
物
が
先
月
ま

で
に
比
べ
前
年
同
月
比
で

の
伸
び
が
鈍
化
し
た
も
の

の
、
依
然
、

2桁
増
を
続

け
て
お
り
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
用
が

27・

5％
、

鉱
工
業
用
も

13・

6％
そ

れ
ぞ
れ
増
加
。
今
後
も
堅

調
な
水
準
で
の
推
移
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
名

古
屋
支
店
は
こ
の
ほ
ど
、

2

0

1

3年

5月
の
東
海

3県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
）
の
企
業
倒
産
集
計
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
件
数
は

1

0

0件
と
な

り
、

1年

4カ
月
ぶ
り
に

1

0

0件
台
、

3カ
月
連

続
で

90件
超
と
な
る
な
ど

増
加
の
兆
し
が
見
え
始
め

て
い
る
。

　
倒
産
件
数
は
前
月
比
で

6・

4％
増
、
前
年
同
月

比
で

14・

9％
増
と
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。
負
債
総

額
は

92億

2

3

0

0万
円

を
計
上
。
前
月
比
で

5・

8％
増
、
前
年
同
月
比
で

21％
増
と
こ
ち
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

1件
当

た
り
の
平
均
負
債
額
は

9

2

0

0万
円
と

2カ
月
連

続
で

1億
円
を
下
回
り
、

小
型
化
傾
向
が
鮮
明
に
表

れ
た
。

　
県
別
で
は
愛
知
が
愛
知

が

75件
（
前
月

67件
）、岐

阜
が

14件
（

16件
）、三

重

が

11件
（

11件
）
と
な
っ

た
。
主
因
別
で
は
販
売
不

振
、
売
掛
金
回
収
難
な
ど

を
主
因
と
す
る
「
不
況
型

倒
産
」
が

89件
で
、
全
体

の

89％
を
占
め
た
。

５
月
倒
産
件
数

増
加
の
兆
し

東
海

3県

愛知県鉄
骨
使
用
３
万
㌧
割
れ

４
月
建
築
床
面
積

15％
増

　
今
回
導
入
し
た
設
備

は
、
ア
マ
ダ
製
の「
Ｈ
Ｄ
Ｓ

1

3

0

3Ｎ
Ｔ
」

3基
で
、

3月
に
設
置
を
終
え
今
月

か
ら
フ
ル
稼
働
に
入
る
予

定
。
曲
げ
長
さ

3㍍
に
対

応
す
る
機
種
で
、
板
厚
は

普
通
鋼
で

2・

3㍉
、
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
で

2㍉
。
駆

動
方
式
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
を
採
用
し
、
高
速
で
高

精
度
な
加
工
が
可
能
。

　
同
社
は
県
内
の
需
要
家

向
け
に
鋼
材
全
般
の
素
材

販
売
や
加
工
販
売
を
手
掛

け
て
お
り
、
大
野
工
場
で

は
大
手
総
合
建
材
メ
ー
カ

ー
向
け
に
、
鋼
製
ド
ア
類

の
素
材
加
工
か
ら
組
み
立

て
、
溶
接
、
下
地
塗
装
ま

で
を
施
す
一
貫
加
工
体
制

を
敷
く
ほ
か
、
建
築
向
け

一
般
形
鋼
類
の
一
次
加
工

な
ど
も
行
う
。

　
需
要
家
か
ら
の
増
量
要

請
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、

2年
ほ
ど
前
か
ら
設

備
の
増
強
や
社
員
教
育
な

ど
も
含
め
た
、
抜
本
的
な

生
産
性
向
上
を
進
め
、
直

近

2年
強
で
生
産
能
力
を

以
前
の

2

0

0％
に
拡

大
。
社
員
教
育
の
徹
底
で

品
質
面
も
向
上
し
つ
つ
あ

る
。

　
設
備
面
で
は
昨
年
、
約

2億
円
を
投
じ
高
速
タ
レ

ッ
ト
パ
ン
チ
ン
グ
マ
シ
ン

1基
の
更
新
と
、
プ
レ
ス

ベ
ン
ダ
ー

2基
の
増
設
を

実
施
。
今
回
の
プ
レ
ス
ベ

ン
ダ
ー
増
設
は
そ
れ
に
続

く
も
の
で
、
同
設
備
は
計

11基
体
制
と
な
り
、
曲
げ

長
さ

3㍍
が

4基
、

4㍍

が

2基
、
残
り
は
小
型
タ

イ
プ
や
曲
げ
つ
ぶ
し
専
用

な
ど
。
加
工
サ
イ
ズ
や
用

途
別
で
の
設
備
の
効
率
的

な
使
い
分
け
を
図
る
と
と

も
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も

3人
増
強
し

6人
体
制
に

す
る
な
ど
、
生
産
性
を
大

幅
に
引
き
上
げ
た
。

　
今
回
の
設
備
増
設
で
、

当
面
の
設
備
拡
充
は
一
段

落
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る

生
産
性
向
上
、
能
力
拡
大

に
向
け
、
組
み
立
て
工
程

へ
の
人
員
補
充
や
、
塗
装

工
程
へ
の
自
動
化
設
備
導

入
な
ど
も
検
討
し
て
い
く

計
画
で
、「
品
質
、コ
ス
ト
、

納
期
に
加
え
、
数
量
面
で

も
需
要
家
へ
の
貢
献
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
同
事
業

の
業
績
拡
大
に
努
め
て
い

く
」（
杉
山
社
長
）
と
の
方

針
だ
。

増強したベンダー設備

　
【
名
古
屋
】
新
東
工
業

は
放
射
性
物
質
の
除
染
用

途
に
効
果
が
あ
る
移
動
式

表
面
処
理
装
置
（
シ
ョ
ッ

ト
ブ
ラ
ス
ト
、
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
、カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
等
）

を
市
場
投
入
し
た
。
こ
の

ほ
ど
こ
の
タ
イ
プ
の
シ
ョ

ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
を
初
受

注
、
今
月
中
旬
に
福
島
県

内
の
施
工
業
者
へ
の
納
入

が
決
ま
っ
た
。
次
年
度
に

は

5億
円
か
ら

10億
円
の

売
り
上
げ
を
目
指
す
。

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
放
射
性
物
質
が
近
隣
に

拡
散
、
こ
の
汚
染
し
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
表
面

を
除
去
し
、
除
去
物
を
回

収
で
き
る
機
能
を
持
つ
移

動
式
表
面
処
理
装
置
に
つ

い
て
、
ブ
ラ
ス
ト
ッ
ク
グ

ロ
ー
バ
ル
社
（
米
国
・
デ

ラ
ウ
エ
ア
州
）
と
の
販
売

代
理
店
契
約
に
基
づ
き
、

装
置
の
完
成
品
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
部
品
を
日
本
国
内

で
独
占
的
に
販
売
す
る
。

　
ま
た
移
動
式
表
面
処
理

装
置
の
う
ち
、
大
型
ト
ラ

ッ
ク
と
連
結
し
た
最
大
級

の
装
置
に
つ
い
て
は
日
野

自
動
車
か
ら
技
術
・
製
造

支
援
を
受
け
、
新
東
工
業

自
身
が
販
売
す
る
。

　
こ
の
移
動
式
表
面
処
理

装
置
は
工
場
や
倉
庫
な
ど

に
お
け
る
新
設
・
改
修
時

等
の
塗
り
床
の
塗
膜
除

去
、
下
地
処
理
、
表
面
研

磨
に
も
活
用
で
き
る
。
投

射
材
は
同
社
が
製
造
し
て

い
る
製
品
を
装
置
の
需
要

家
に
供
給
。
関
係
自
治
体

や
ゼ
ネ
コ
ン
、サ
ブ
コ
ン
、

請
負
業
者
な
ど
の
見
込
み

顧
客
へ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
や
販
売
し
た
装

置
の
保
守
作
業
は
同
社
幸

田
事
業
所
内
に
設
置
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実
施

で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

　
【
新
発
田
】
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
新
潟
支
社
は

7

日
、
新
潟
県
新
発
田
市
の

月
岡
温
泉
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

曙
で
第

11回
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ー
ル
新
潟
鋼
管
会
の
総
会

を
開
催
。
昨
年
度
の
決
算

な
ど
を
報
告
し
た
後
、

13

年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど

を
審
議
し
了
承
し
た
。

　
冒
頭
の
会
長
あ
い
さ
つ

で
敦
井
産
業
の
敦
井
一
友

社
長
は
最
近
の
景
況
感
に

言
及
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

景
気
の
方
向
は
何
と
な
く

良
い
方
向
に
行
っ
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
の
商
売
に

と
っ
て
は
金
融
市
場
の
動

き
は
直
接
関
係
な
く
実
体

経
済
に
根
ざ
し
て
い
る
。

鋼
管
会
を
通
じ
て
情
報
交

換
し
な
が
ら
守
る
べ
き
と

こ
ろ
は
守
り
、
攻
め
る
べ

き
と
こ
ろ
は
攻
め
て
い
け

る
よ
う
な
会
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　
続
け
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
の
石
川
逸
弥
常
務
執
行

役
員
が
来
賓
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、「
国
内
で
何
十
年
も

付
き
合
い
の
あ
る
鋼
管
の

取
引
先
が
あ
る
が
、
そ
う

い
う
内
需
を
着
実
に
取
り

込
ん
で
い
く
こ
と
が
わ
れ

わ
れ
の
事
業
の
根
幹
。
今

後
も
皆
さ
ま
に
は
い
ろ
い

ろ
な
場
で
お
世
話
に
な

る
。
従
来
以
上
に
叱
咤
激

励
い
た
だ
き
な
が
ら
忌
憚

の
な
い
意
見
を
聞
か
せ
て

も
ら
い
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
ち
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
議
事
終
了
後
に

は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
新
潟
支
社
の
道

関
純
一
支
社
長
が

あ
い
さ
つ
。「
住
宅

着
工
戸
数
や
面
積
は

3

月
、

4月
が
前
年
を
上
回

っ
た
。
土
木
関
係
も
予
算

が
大
幅
に
増
額
さ
れ
河
川

工
事
が
動
き
始
め
て
い

る
。
夏
場
か
ら
下
期
に
か

け
て
良
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
」な
ど
と
話
し
た
。

あいさつする敦井会長

Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
新
潟
鋼
管
会

情
報
交
換
し
攻
め
へ

定
時
総
会

定
時
総
会

　
【
名
古
屋
】
日
野
自
動

車
は
豊
田
通
商
と
協
業

し
、
ケ
ニ
ア
で
ト
ラ
ッ
ク

の
販
売
を
開
始
す
る
。

6

日
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ

ロ
ビ
に
新
設
し
た
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
拠
点
で
記
念
式

典
も
実
施
し
た
。

　
ケ
ニ
ア
は
東
ア
フ
リ
カ

地
域
の
中
核
国
と
し
て
注

目
を
集
め
て
お
り
、
日
野

自
動
車
は
主
力
車
種
で
あ

る
中
型
ト
ラ
ッ
ク
「
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
　

5

0

0シ
リ
ー

ズ
」
を
導
入
す
る
。
販
売

は
豊
田
通
商
の
子
会
社
、

ト
ヨ
タ
ケ
ニ
ア
が
担
い

13

年
度
で
は

3

0

0台
の
販

売
を
計
画
し
て
い
る
。

　
日
野
自
動
車
は
今
回
の

ケ
ニ
ア
進
出
で
同
地
域
に

お
け
る
事
業
成
長
を
図

る
。
豊
田
通
商
は

1

9

6

4年
か
ら
ア
フ
リ
カ
市
場

で
自
動
車
販
売
を
開
始
、

現
在
も
重
要
拠
点
と
位
置

付
け
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ

で
の
事
業
基
盤
を
生
か
し

て
日
野
ト
ラ
ッ
ク
の
販
売

支
援
事
業
に
取
り
組
む
。

日
野
自
動
車
と
豊
田
通
商

ケ
ニ
ア
で
ト
ラ
ッ
ク
販
売

新東工業除除
染染
用用

にに
福福

島島
へへ

初初
納納

入入
移
動
式
の
表
面
処
理
装
置

移動式表面処理装置

杉山商店ベ
ン

ダ
ー

３
基

増
設

鋼
製
ド
ア
月
産

150㌧
体
制

　
【
岐
阜
】
岐
阜
県
の
有
力
鋼
材
流
通
業
者
、
杉
山
商
店
（
本
社
＝
岐
阜
市
長
住
町
、
杉
山
正
社
長
）
は
、鋼

製
ド
ア
の
製
造
拠
点
で
あ
る
大
野
工
場
（
揖
斐
郡
大
野
町
）の
プ
レ
ス
ベ
ン
ダ
ー
を

3基
増
設
し

11基
体
制
と

し
た
。
需
要
家
か
ら
の
増
量
、
納
期
短
縮
化
ニ
ー
ズ
な
ど
へ
の
対
応
力
強
化
を
目
的
に
、昨
年
か
ら
進
め
て
き

た
設
備
増
強
の
一
環
と
な
る
も
の
で
、鋼
製
ド
ア
の
生
産
量
を
現
状
の
月
間

1

3

0㌧（
母
材
ベ
ー
ス
）か
ら
、

同

1

5

0㌧
程
度
に
引
き
上
げ
て
い
く
体
制
を
整
え
た
。
投
資
額
は
約

6

0

0

0万
円
。

ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ
ゅ

　
新
潟
支
店
の
設
立
か
ら
今

年
で

6年
目
。
そ
の

2代
目

支
店
長
と
し
て
、「
商
売
を
通

じ
て
取
引
先
の
発
展
に
寄
与

し
、
ひ
い
て
は
地
域
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
る
。

　
「
阪
和
興
業
フ
ァ
ン
を
こ

の
地
域
で
ど
ん
ど
ん
増
や
し

て
い
き
た
い
」と
も
話
す
が
、

「
ま
だ
（
設
立
後
）

5年
し
か

た
っ
て
い
な
い
支
店
だ
か

ら
、
取
引
が
始
ま
っ
て
い
な

い
お
客
さ
ま
と
の
関
係
構
築

が
課
題
」と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
の
方
策
を
聞
く

と
、「
お
客
さ
ま
の
悩
み
、
課

題
に
向
き
合
い
最
適
な
解
決

策
を
提
供
」「
お
客
さ
ま
を
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
も
捉
え
、
互

恵
関
係
に
よ
る
緊
密
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
」「
本

支
社
、
流
通
セ
ン
タ
ー
、
関

係
会
社
な
ど
、
阪
和
グ
ル
ー

プ
の
総
力
を
結
集
さ
せ
お
客

さ
ま
の
満
足
度
を
最
大
化
」

す
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
開
設

当
初

3人
だ
っ
た
人
員
は
、

取
引
先
の
拡
大
と
と
も
に
支

店
長
含
め
現
在
は

9人
体

制
。「
こ
れ
か
ら
も
取
引
先
の

新
規
開
拓
を
進
め
る
」
と
攻

め
の
姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら

も
、「
現
在
お
取
引
い
た
だ
い

て
い
る
お
客
さ
ま
と
の
関
係

を
よ
り
強
固
に
し
て
い
く
」

こ
と
も
忘
れ
な
い
。

　
「
こ
れ
ま
で
実
務
レ
ベ
ル

の
担
当
者
同
士
の
関
係
が
中

心
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
会
社

と
会
社
の
関
係
を
構
築
し
、

お
客
さ
ま
と
の
関
係
を
進
化

（
深
化
）
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。
ま
た
支
店
の
将
来

構
想
に
つ
い
て
は
、「
鋼
材
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
本
体

が
取
り
扱
っ
て
い
る
機
械
や

原
料
、
化
成
品
な
ど
の
商
材

も
販
売
し
、
地
域
で
存
在
感

の
あ
る
支
店
に
し
た
い
」
と

語
る
。

（
増

田
正

則
）

日刊産業新聞 13.6.13

地
域
の
発
展
に
貢
献

　
▽

山
中

敏
郎
（
や
ま
な
か

・
と
し
ろ
う
）

氏
＝

1

9

8

9年
早
大
社
会
科
学
卒
、
阪

和
興
業
入
社
。
名
古
屋
支
社

に
配
属
さ
れ
建
材
部
（
現
在

の
条
鋼
建
材
部
）
と
流
通
販

売
部
に

16年
。
そ
の
後
、
大

阪
本
社
と
東
京
本
社
の
条
鋼

建
材
部
を
経
て
本
年

4月
か

ら
現
職
。
家
族
は
東
京
に
一

女
一
男
。
趣
味
の
ゴ
ル
フ
で

は
、
昨
年
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
。
読
書
は
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
何
で
も
読
む
が
、

「

3冊
同
時
並
行
で
読
む
こ

と
も
あ
る
」
と
い
う
。

66年

10月

12日
生
ま
れ
、
埼
玉
県

出
身
。

阪和興業・新潟

山中 敏郎氏山山中中 敏敏郎郎氏氏

　
【
名
古
屋
】
ヒ
ロ
セ
・

名
古
屋
支
店
は
こ
の
ほ
ど

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で

2

0

1

3年
度
安
全
大
会

を
開
催
、
約

1

0

0人
が

参
加
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
原
田
稔
也

支
店
長
は
「
昨
年
度
、
名

古
屋
支
店
関
係
で
は

4件

の
不
休
災
害
が
発
生
し
た

が
、
多
く
は
荷
扱
い
段
階

で
の
落
下
事
故
だ
。
今
月

は
災
害
の
起
き
や
す
い
月

だ
が
無
事
故
無
災
害
で
残

り

10カ
月
の
安
全
を
全
員

で
今
日
誓
い
合
い
た
い
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

現
地
確
認
を

す
る
こ
と
で

危
険
の
芽
を

摘
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

災
害
復
興
関

連
需
要
な
ど

が
出
て
く
る

が
、
高
度
な

技
術
力
で
ユ
ー
ザ
ー
に
対

応
で
き
る
の
は
当
社
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
る
。
協
力

会
社
と
社
員
が
力
を
合
わ

せ
施
工
力
、
技
術
力
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
。
よ
り
安
全

な
作
業
を
目
指
し
、
考
え

て
行
動
し
よ
う
」
と
述
べ

た
。

　
そ
の
後
社
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
協

力
会
社
の
表
彰
、
安
全
標

語
の
発
表
、
安
全
宣
言
、

安
全
活
動
報
告
、
安
全
講

話
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

あいさつする原田支店長

ヨシオカ高
操

業
率

を
維

持
委

託
好

調
ナ
ゲ
ッ
ト
加
工
拡
充

愛
知
県
鉄
構
協
組
青
年
部
会

新
会
長
に
川
口
氏

安全大会開き

協力会社表彰
ヒロセ・名古屋支店

　
【
富
士
宮
】
銅
電
線
の

ナ
ゲ
ッ
ト
加
工
な
ど
を
手

掛
け
る
、ヨ
シ
オ
カ（
本
社

＝
静
岡
県
富
士
宮
市
杉
田

1

3

5

2―

3、
吉
岡
真

一
社
長
）
は
、
委
託
加
工

事
業
が
堅
調
推
移
し
、
高

い
操
業
率
を
堅
持
し
て
い

る
。
今
期
の
事
業
方
針
と

し
て
は
、
ナ
ゲ
ッ
ト
加
工

機
や
工
場
建
屋
な
ど
の
更

新
を
進
め
、
長
期
的
な
視

野
で
の
事
業
の
安
定
継
続

に
注
力
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
近
年
、
国
内
に
お
け
る

非
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
発
生

量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
社
で
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
委
託
加
工
に
力

を
注
い
で
き
た
。
そ
の
結

果
、
委
託
加
工
が
取
扱
量

の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
で
、
高
水
準
な
工
場
操

業
率
を
堅
持
し
、
事
業
の

安
定
継
続
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
今
期
は
、
工
場
操
業
の

安
定
継
続
の
観
点
か
ら
、

前
期
か
ら
引
き
続
き
、
工

場
設
備
の
改
修
な
ど
に
努

め
て
い
く
方
針
。
ナ
ゲ
ッ

ト
加
工
機
な
ど
各
種
設
備

の
パ
ー
ツ
交
換
な
ど
を
行

い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
充
実

さ
せ
る
ほ
か
、
工
場
建
屋

の
補
修
な
ど
を
随
時
、
行

っ
て
い
く
。
ま
た
、
工
場

建
屋
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ネ

ル
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

も
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
業
の
長
期
継

続
を
実
現
す
る
た
め
、「
キ

ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
か
ら
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
」（
吉
岡

社
長
）と
の
考
え
の
も
と
、

不
動
産
事
業
の
拡
充
に
も

注
力
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
収
益
の
安
定
確
保
を

図
り
、
本
業
を
支
え
る
第

2の
柱
と
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
同
社
は

1

9

6

5年
に

富
士
市
で
事
業
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
後
、
富
士
宮
市

に
拠
点
を
移
転
、
現
在
に

至
る
。
取
扱
品
は
電
線
ス

ク
ラ
ッ
プ
が

9割
以
上
を

占
め
、
集
荷
し
た
電
線
を

銅
ナ
ゲ
ッ
ト
に
加
工
、
販

売
し
て
い
る
。

　
本
社
工
場
の
敷
地
面
積

は
約

3

0

0

0平
方
㍍

で
、
建
屋
面
積
は
約

4

3

0平
方
㍍
。
主
要
設
備
は

乾
式
、
湿
式
の
ナ
ゲ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
が

2基
、
荒
切

り
機
が

1基
、
プ
レ
ス
機

1基
、
重
機

3台
な
ど
。

従
業
員
は

12人
。
営
業
エ

リ
ア
は
静
岡
県
中
・
東
部

が
中
心
。
直
近
の
電
線
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
取
扱
量
は
委

託
加
工
分
を
含
め
月
間

1

0

0―

1

5

0㌧
ほ
ど
。

本社工場

　
【
新
潟
】
三
井
物
産
新

潟
支
店
は

11日
、
新
潟
市

中
央
区
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
・

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
第

8回
「
与
信

・
債
権
管
理
研
修
会
」
を

開
催
。
同
社
の
取
引
先
関

係
者
な
ど

2

6

0人
以
上

が
出
席
し
た

＝
写

真
。

　
今
回
の
主
題
は
「
債
権

保
全
を
巡
る
環
境
変
化
を

先
読
み
す
る
」で
、三
井
物

産
ク
レ
ジ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
北
村
真
常
務

が
講
師
を
務
め
、
本
年

3

月
末
で
終
了
し
た
金
融
円

滑
化
法
の
後
の
与
信
環
境

な
ど
を
説
明
し
た
。
ま
た

副
題
に
は
「
在
庫
・
売
掛

金
譲
渡
担
保
の
変
遷
を
追

い
な
が
ら
押
さ
え
る
、
債

権
保
全
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
」

を
掲
げ
、
Ａ
Ｂ
Ｌ
（
資
産

に
基
づ
い
た
貸
し
出
し
）

の
動
向
や
今
後
の
見
通
し

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
主
催
者
を
代
表

し
て
守
時
諭
支
店
長
が

「
本
日
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
の
与
信
管
理
、

債
権
管
理
の
参
考
に
な
る

よ
う
な
研
修
会
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
け

て
研
修
会
の
テ
ー
マ
に
触

れ
、「

4月
の
信
用
調
査
機

関
の
調
査
で
は
全
国
ベ
ー

ス
で
も
新
潟
ベ
ー
ス
で
も

倒
産
件
数
は
前
年
同
月
を

下
回
っ
て
い
る
が
、
今
後

（
金
融
円
滑
化
法
の
）
終

了
に
伴
う
影
響
が
ど
の
よ

う
な
形
で
現
出
し
て
く
る

か
、
実
際
に
現
場
で
商
売

を
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は

大
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
。
金
融
円

滑
化
法
終
了
後
の
見
通
し

や
注
意
点
に
つ
い
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
語
っ
た
。

三井物産与
信
管
理
で
研
修

新
潟
支
店

260人
以
上
出
席
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　（3）地域別調査結果

　1）地域別購入量

　地域別の購入量を図表5に示した。

　7―9月の購入量合計は572.6万㌧であり、これを地域別に見ると、

北海道18.5万㌧（構成比3.2％）、東北25.2万㌧（同4.4％）、関東127.7万

㌧（同22.3％）、北陸26.0万㌧（同4.5％）、東海102.3万㌧（同17.9％）、

近畿147.8万㌧（同25.8％）、中四国72.2万㌧（同12.6％）、九州52.9万㌧

（同9.2％）となっている。

　前年同期と比較すると、東北16.5万㌧（前年同期比189.4％）増、

北海道1.6万㌧（同9.6％）増の2地域以外は減少しており、中四国26.2

万㌧（同26.6％減）、関東22.9万㌧（同15.2％）減、九州4.5万㌧（同7.9

％）減、近畿2.3万㌧（同1.6％）減、東海1.8万㌧（同1.7％）減、北

陸0.4万㌧（同1.4％）減となった。また、西送り対象地域である近畿

・中四国・九州の購入量合計は33.1万㌧減少した。

　10―12月の購入量合計は563.2万㌧であり、これを地域別に見る

と、北海道15.0万㌧（構成比2.7％）、東北29.1万㌧（同5.2％）、関東

137.3万㌧（同24.4％）、北陸25.8万㌧（同4.6％）、東海94.2万㌧（同16.7

％）、近畿145.5万㌧（同25.8％）、中四国71.7万㌧（同12.7％）、九州44.5

万㌧（同7.9％）となっている。

　前年同期と比較すると、東北8.0万㌧（前年同期比37.6％）増を除

いた各地域で減少しており、近畿26.4万㌧（同15.4％）減、東海16.4

万㌧（同14.8％）減、関東15.8万㌧（同10.3％）減、九州9.6万㌧（同

17.8％）減、北陸2.4万㌧（同8.6％）減、中四国2.1万㌧（同2.9％）

減、北海道1.6万㌧（同9.5％）減となった。また、近畿・中四国・九

州の購入量合計は38.1万㌧減少した。

　2）地域別域内調達率

　地域別の域内調達率を図表6に示した。

　7―9月の域内調達量の合計は、対前年同期0.3万㌧減の502.4万㌧

となり、域内調達率は87.7％と前期から1.7.上昇した。地域別に見

ると、域内調達率の全国平均値（域内調達率87.7％）を上回った地域

は、北海道18.3万㌧（域内調達率98.6％）、関東124.8万㌧（同97.8％）、

東海97.7万㌧（同95.5％）、九州48.0万㌧（同90.7％）の4地域であった。

また、平均値を下回った地域は、東北21.0万㌧（域内調達率83.4％）、

近畿120.3万㌧（同81.4％）、中四国54.1万㌧（同74.8％）、北陸18.2万㌧

（同70.1％）となっている。

　10―12月の域内調達量の合計は、対前年同期22.3万㌧減の500.0万

㌧となり、域内調達率は88.8％と前期から1.0.上昇した。地域別に

見ると、域内調達率の全国平均値（域内調達率88.8％）を上回った地

域は、関東134.9万㌧（域内調達率98.3％）、東海91.0万㌧（同96.6％）、

北海道14.4万㌧（同96.2％）、九州42.2万㌧（同94.9％）の4地域であっ

た。また、平均値を下回った地域は、近畿121.4万㌧（域内調達率83.4

％）、東北23.9万㌧（同82.1％）、中四国54.1万㌧（同75.5％）、北陸18.0

万㌧（同69.8％）となった。

　3）地域別出荷量

　期別の出荷量と輸出量、輸出比率を図表9に、地域別の出荷量を図

表10に示した。これは各地域の供給量を表しており、輸出比率は、輸

出量を出荷量の合計（国内出荷量＋輸出量）で割ったものである。

　7―9月は、国内出荷量が572.6万㌧、輸出量が206.0万㌧で、出荷量

合計は778.6万㌧となり、輸出比率は26.5％であった。前年同期と比

較すると、国内出荷量が40.1万㌧（前年同期比6.5％）減、輸出量が

76.9万㌧（同59.5％）増で、出荷量合計は36.8万㌧（同5.0％）増と

なっている。

　地域別の出荷量を前年同期と比較すると、7―9月は、中四国5.0万

㌧（前年同期比6.1％）減を除いた各地域で増加しており、東北13.5

万㌧（同36.9％）増、東海11.0万㌧（同7.9％）増、近畿7.6万㌧（同

5.7％）増、九州7.1万㌧（同9.7％）増、北陸4.1万㌧（同14.3％）増、

関東2.4万㌧（同1.1％）増、北海道0.4万㌧（同1.5％）増となった。

　10―12月は、国内出荷量が563.2万㌧、輸出量が237.1万㌧で、出荷

量合計は800.3万㌧となり、輸出比率は29.6％であった。前年同期と

比較すると、国内出荷量が66.4万㌧、（前年同期比10.5％）減、輸出量

が71.9万㌧（同43.5％）増で、出荷量合計は5.5万㌧（同0.7％）増と

なっている。

　地域別の出荷量を前年同期と比較すると、10―12月は、東海19.1万

㌧（前年同期比11.4％）減、北海道1.9万㌧（同7.9％）減、北陸0.7万

㌧（同2.0％）減の3地域以外は増加しており、九州9.4万㌧（同13.3

％）増、東北8.9万㌧（同21.0％）増、近畿7.1万㌧（同5.0％）増、中

四国3.7万㌧（同5.0％）増、関東2.0万㌧（同0.8％）増となった。

　2．調査結果

　（1）主要指標

　鉄スクラップの国内購入量、輸出量、出荷量（購入量＋輸出量）、炉

別の粗鋼生産量を図表1に示した。

　7―9月の国内購入量は572.6万㌧となり、対前期では67.8万㌧減、

対前年同期では40.1万㌧減と、いずれも減少した。域内調達量は、対

前年同期0.3万㌧減の502.4万㌧、輸出量は、同76.9万㌧増の206.0万

㌧となっている。

　10―12月の国内購入量は563.2万㌧となり、対前期では9.4万㌧減、

対前年同期では66.4万㌧減と、ともに減少している。域内調達量は、

対前年同期22.3万㌧減の500.0万㌧、輸出量は、同71.9万㌧増の237.1

万㌧となった。

　（2）調査結果概要

　対前年同期との比較を図表2―1に示した。

　なお、各調査結果には、2011年3月11日に発生した東日本大震災に

よる影響が表れていることを留意する必要がある。

　7―9月は、電炉粗鋼生産量が1.1万㌧（前年同期比0.2％）減、国内

購入量が40.1万㌧（同6.5％）減となった。また、輸出量は76.9万㌧

（前年同期比59.5％）増となり、出荷量の合計は36.8万㌧（同5.0％）

増となった。域内調達量は0.3万㌧（前年同期比0.1％）減、域外調達

量は39.8万㌧（同36.2％）減であった。

　10―12月は、電炉粗鋼生産量が66.4万㌧（前年同期比10.1％）減と

なり、国内購入量が66.4万㌧（同10.5％）減と前年同期を下回った。

また、輸出量は71.9万㌧（前年同期比43.5％）増と5期連続で前年同

期を上回り、出荷量の合計は5.5万㌧（同0.7％）増となっている。域内

調達量は22.3万㌧（前年同期比4.3％）減、域外調達量は44.1万㌧（同

41.1％）減であった。

　なお、図表2―1における矢印表示は、以下の通りである。

　・前年同期比　＋5.0％以上…/

　・同　―5.0％以下…/

　・同　―5.0％超＋5.0％未満…→

　特集記事1

　2012年（平成24年）7―9月、10―12月鉄源流通量調査結果

　国内各地域の事業所を対象に、2012年（平成24年）7―9月、10―

12月における鉄スクラップ流通量を調査しました。その調査結果を、

以下の通り地域別・品種別にご報告致します。

　1．調査概要

　（1）調査対象

　・高炉、特殊鋼電炉、普通鋼電炉、鋳鍛鋼等、各メーカー事業所

（鋳物メーカーを除く）

　・炭素鋼スクラップ

　（2）調査対象期間

　2012年（平成24年）7―9月、10―12月（各3カ月合計）

　（3）対象数及び回収数

　全国91事業所に調査票を配布し、全数の回答を得た。

　（4）対象地域区分

　北海道：全域

　東北：青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

　関東：茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨

　北陸：富山、石川、福井、新潟

　東海：岐阜、静岡、愛知、三重、長野

　近畿：滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

　中四国：鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知

　九州：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

　その他：解体船、ＪＲ払い下げ等

　（5）輸出量

　輸出量は、財務省の税関別通関統計における切削・打抜スクラップ

（7204.41.000）と、その他スクラップ（7204.49.100、7204.49．

900）の合計である。
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よ
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需
要
は
家
電
に
つ
い
て
は
白
物
が
不

振
な
う
え
、
板
金
や
鋼
製
家
も
低
調
。

2

・

3次
流
通
、地
方
筋
も
買
い
を
控
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
、流
通
は
売
値
を
上
げ

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
弱
含

み
。
問
屋
持
ち
込
み
価
格

は
Ｈ

2で
ト
ン
当
た
り

2

万

3
0
0円
前
後
。

　
地
区
電
炉
炉
前
購
入
価

格
は
、
指
標
品
で
ト
ン

3

万

1
0
0

0

円
前

後
。
新
断

で
同

3万

3
5
0
0円

前
後
。

　
地
区
内
で
は
、

11日
実

施
の
関
東
鉄
源
協
同
組
合

に
よ
る
共
同
輸
出
入
札
の

平
均
落
札
価
格
が
ト
ン

3

万

5
2
0円

（
Ｆ
Ａ
Ｓ
ベ

ー
ス
）
と
、
地
区
炉
前
水

準
を
同

5
0
0―

1
0
0

0円
方
下
回
る
結
果
だ
っ

た
こ
と
を
受
け
、

12日
か

ら
一
部
メ
ー
カ
ー
が
値
下

げ
に
動
い
て
お
り
、
近
々

に
も
メ
ー
カ
ー
の
値
下
げ

一
巡
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
い
。
韓
国
お
よ
び
中

国
国
内
市
況
の
軟
化
傾
向

が
持
続
し
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
足
元
は
円
高
に
振

れ
て
い
る
こ
と
も
背
景

に
、
目
先
は
輸
出
向
け
集

荷
業
者
も
購
入
価
格
を
引

き
下
げ
在
庫
圧
縮
を
図
る

展
開
だ
。

鉄スクラップ鉄鉄ススククララッッププ

冷冷冷 薄薄薄

針針針 金金金

　
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

弱
含
み
。
ヤ
ー
ド
持
ち

込
み
価
格
は
、
Ｈ

2が

ト
ン

2万

2
0
0
0

円
、
Ｈ

1が
ト
ン

2万

3
8
0
0円

、
Ｈ
Ｓ
が

ト
ン

2万

5
5
0
0

円
ど
こ
ろ
。
関
東
地

区
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
炉
前
購
入
価
格
（
Ｈ

2ベ
ー
ス
）

は
ト
ン

3万

1
0
0
0―

3万

2

0
0
0円

前
後
（

12日
時
点
）。

　
地
場
メ
ー
カ
ー
に
は
、
発
生
薄
な

ど
も
要
因
と
な
っ
て
炉
前
価
格
を

据
え
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
一
方
、

11日
に
関
東
鉄
源
協
同
組

合
が
実
施
し
た
輸
出
入
札
で
は
平

均
落
札
価
格
が
Ｈ

2で
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト

ン

3万

5
2
0円

と
、
足
元
の
相
場

観
見
合
い
、
あ
る
い
は
や
や
下
回
る

水
準
と
な
っ
た
。

　
先
行
指
標
と
な
る
輸
出
価
格
の

先
安
観
を
反
映
し
、
国
内
市
況
へ
の

下
押
し
影
響
も
見
込
ま
れ
る
。

　
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は

弱
含
み
。
ヤ
ー
ド
持
ち

込
み
価
格
（
Ｈ

2）
は

ト
ン
当
た
り

2万

2

0
0
0円

前
後
。

　
大
阪
地
区
電
炉
メ

ー
カ
ー
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
購
入
価
格
（
Ｈ

2）
は
ト
ン

3万

1
5
0
0―

3万

2
5
0
0円

前
後
、
一
部

3万

3
0

0
0円

前
後
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
世
界
的
に
停
滞
す

る
中
、

11日
に
行
わ
れ
た
関
東
テ
ン

ダ
ー
は
、
平
均
落
札
価
格
（
Ｈ

2）

が
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン

3万

5
2
0円

と

前
月
比

1
7
6
0円

下
落
し
た
。

　
地
区
内
で
は
「
市
中
に
荷
余
り
感

は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
メ
ー
カ
ー
入
荷

の
勢
い
も
や
や
落
ち
着
い
て
い
る

の
で
は
」（
流
通
筋
）
も
の
の
、「
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
輸
出
価
格
の
続
落
な

ど
、
海
外
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
か
ら

見
れ
ば
下
げ
へ
の
不
安
は
残
る
」

（
ヤ
ー
ド
筋
）
と
い
う
。

　
構
造
用
鋼
は
横
ば
い
。

機
械
構
造
用
炭
素
鋼
（
Ｓ

Ｃ
材
）
の
実
勢
価
格
は
メ

11万
円
ど
こ
ろ
。

　
メ
ー
カ
ー
が

4月
出
荷

か
ら
ト
ン

1万
―

1万

5

0
0
0円

程
度
の
販

価
引
き
上

げ
の
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
協
力
工

場
に
支
給
す
る
鋼
材
の
価

格
を
引
き
下
げ
た
こ
と
も

あ
り
、
実
行
が
遅
れ
て
い

る
。
荷
動
き
は
停
滞
気
味

で
流
通
は
価
格
転
嫁
の
出

ば
な
を
く
じ
い
た
。
流
通

は
需
要
家
に
値
上
げ
を
説

明
す
る
が
、
荷
動
き
が
振

る
わ
ず
現
行
価
格
の
維
持

が
精
い
っ
ぱ
い
の
状
況
。

　
メ
ー
カ
ー
の
受
注
は

4

月
以
降
上
向
い
て
き
た
。

円
安
が
追
い
風
と
な
り
自

動
車
や
建
機
も
増
産
に
か

じ
を
切
っ
た
。
メ
ー
カ
ー

の
値
上
げ
が
本
格
化
す
れ

ば
、
仕
入
価
格
も
上
昇
す

る
こ
と
か
ら
、
流
通
は
価

格
転
嫁
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
目
先
、
横
ば
い
の

見
通
し
。

　
大
型
角
形
鋼
管
（
コ
ラ

ム
）
は

12×

3
5
0×

3

5
0の

Ｂ
Ｃ
Ｒ
が
一
次
加

工
（
切
断
、
開
先
）
込
み

で

11万

5
0
0
0円

と
横

ば
い
で
推
移
、
Ｓ
Ｔ
Ｋ
Ｒ

は
Ｂ
Ｃ
Ｒ

よ
り

2
0

0
0円

ア

ッ
プ
の
一

次
加
工
込
み
で

11万

7
0

0
0円

と
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
る
。

　
建
築
案
件
は
堅
調
だ
。

道
内
建
築
案
件
で
は
大
型

建
築
案
件
が
続
い
て
い
る

の
に
加
え
、
新
た
な
大
型

案
件
も
め
ど
が
立
っ
て
い

る
。
ま
た
、
首
都
圏
大
型

案
件
を
中
心
と
す
る
全
国

で
の
建
築
案
件
が
道
内
フ

ァ
ブ
に
流
入
し
て
い
る
。

　
今
年
に
入
り
メ
ー
カ
ー

各
社
が
値
上
げ
を
行
っ
た

結
果
、
市
況
は
上
昇
し
た

が
、
現
在
は
落
ち
着
い
て

い
る
。
荷
動
き
は
程
よ
い

が
、
価
格
を
上
げ
る
材
料

は
乏
し
い
。
イ
ン
パ
ク
ト

が
薄
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
価
格
は
し
ば
ら
く
横

ば
い
で
推
移
し
そ
う
だ
。

ナマシ鉄線ナナママシシ鉄鉄線線

構造用鋼構構造造用用鋼鋼

コラムココララムム

　
中
部
地
区
の
Ｈ
形
鋼
市
況

は
、
足
元
の
市
中
荷
動
き
が

低
調
な
ま
ま
で
、
一
部
で
は

流
通
に
売
り
焦
り
の
動
き
も

指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
先
行

き
の
需
要
増
を
見
込
む
声
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
な

市
況
は

7万

2
0
0
0円

（
ベ
ー
ス
・
ト
ン
当
た
り
）

ど
こ
ろ
中
心
に
横
ば
い
商
状

の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
区
需
要
は
、
名
古
屋
駅

周
辺
の
高
層
ビ
ル

3棟
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
建
設
な

ど
が
動
い
て
お
り
、
中
小
規

模
の
案
件
で
も
比
較
的
堅
調

な
水
準
。
形
鋼
類
の
加
工
や

鉄
骨
フ
ァ
ブ
の
工
場
製
作

も
、
と
も
に
稼
働
水
準
が
高

い
状
態
に
あ
る
。

　
た
だ
、
数
量
の
ま
と
ま
っ

た
案
件
で
は
メ
ー
カ
ー
・
商

社
に
よ
る
空
中
戦
が
ほ
と
ん

ど
で
、
中
小
案
件
で
も
問
屋

筋
が
メ
ー
カ
ー
ロ
ー
ル
で
対

応
し
て
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
フ
ァ
ブ
向
け
の
需
要
家

売
り
を
主
体
と
す
る
二
三
次

問
屋
の
在
庫
が
動
か
ず
、
店

売
り
問
屋
へ
の
引
き
合
い
も

低
調
に
推
移
す
る
展
開
が
継

続
。
長
引
く
販
売
不
振
に
よ

り
一
部
の
流
通
で
は
、
市
況

を
下
回
る
価
格
で
の
引
き
合

い
に
応
じ
る
な
ど
売
り
焦
り

の
動
き
も
散
見
さ
れ
、
足
元

の
市
況
は
停
滞
感
が
指
摘
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、

採
算
性
の
改
善
に
向
け
年
初

来
、
販
売
価
格
の
引
き
上
げ

を
続
け
て
き
た
。
直
近

2カ

月
で
は
高
炉
、
電
炉
と
も
に

販
売
価
格
を
据
え
置
い
て
い

る
も
の
の
、「
高
炉
は
基
本
的

に
ロ
ー
ル
が
タ
イ
ト
で
、
電

炉
も
電
力
料
金
の
値
上
げ
な

ど
も
あ
り
、
全
般
的
に
売
り

腰
は
強
い
」（
商
社
筋
）
と
い

っ
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た

め
、
流
通
の
仕
入
れ
値
も
上

昇
し
、
採
算
性
も
悪
化
し
て

い
る
。

　
し
か
し
先
行
き
の
需
要
に

つ
い
て
は
、

7、

8月
に
建

方
を
迎
え
る

1
0
0
0㌧

級

か
ら

1
0
0㌧

前
後
ま
で
の

中
小
規
模
案
件
が
増
加
し
て

お
り
、「
Ｍ
グ
レ
ー
ド
以
下
の

フ
ァ
ブ
の
受
注
量
が
増
え
、

今
後
、
販
売
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
」（
問
屋
筋
）
と
い

っ
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
年
末
ご
ろ
に
は
数
千

㌧
級
の
物
流
倉
庫
や
病
院
な

ど
の
大
型
案
件
の
発
注
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、

2万
㌧
級

の
工
場
建
設
も
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
名
古
屋

駅
前
の
高
層
ビ
ル
も
地
上
部

分
の
建
設
が
本
格
す
る
見
通

し
で
、「
需
給
の
タ
イ
ト
化
に

よ
り
市
況
は
上
昇
す
る
」

（
同
）
と
の
見
方
も
強
い
。

　
先
行
き
の
市
況
上
伸
が
見

込
ま
れ
る
中
、
目
先
は
現
行

市
況
を
維
持
し
な
が
ら
、
需

給
環
境
の
好
転
を
待
つ
動
き

が
強
ま
る
も
の
と
見
ら
れ
て

い
る
。

　
等
辺
山
形
鋼
は
ベ
ー
ス

サ
イ
ズ
で
ト
ン

7万

7
0

0
0―

7万

8
0
0
0円

ど
こ
ろ
で
横
ば
い
。

　
電
炉
メ
ー
カ
ー
は
、

6

月
販
価
を
据
え
置
い
た

が
、
建
築

は

4月
以

降
一
服
感

が
見
ら

れ
、

6月
の
荷
動
き
は
低

調
。
一
方
、
設
備
向
け
、

製
缶
向
け
は
堅
調
。

　
特
約
店
は
メ
ー
カ
ー
の

値
上
げ
分
の
価
格
転
嫁
が

依
然
進
ん
で
い
な
い
。
夏

以
降
に
着
工
す
る
案
件
の

引
き
合
い
出
て
来
て
い
る

が
、小
口
短
納
期
が
多
く
、

流
通
は
今
以
上
に
在
庫
が

増
え
な
い
よ
う
に
発
注
を

抑
え
て
在
庫
調
整
を
進
め

て
い
る
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
弱
含
み

で
推
移
し
て
い
る
が
、
メ

ー
カ
ー
の
販
価
引
き
下
げ

も
な
い
と
見
通
さ
れ
る
た

め
、
流
通
は
高
唱
え
を
継

続
し
て
い
る
。
し
か
し
、

価
格
を
上
げ
る
材
料
に
乏

し
く
、
目
先
も
横
ば
い
で

推
移
し
よ
う
。

等山形等等山山形形

ッッッッッッッッッッ

ッッッッッッッッッッ

ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ

　安倍政権発足を機に円安傾向に転じ、輸入材の円建て価格も上

昇傾向にある。合金鉄でもシリコマンガン、フェロクロム、フェ

ロシリコンでは直近の底から20％前後上がり、この間の通関ベー

スの為替の変動、23％を反映している。

　国際相場を為替で換算し

て国内価格とする合金鉄メ

ーカーにとっては手取り増

としてプラスに働き、原料

として買う鉄鋼メーカーに

はコスト増になる。

　2割もの円安は天然ガス

をはじめ輸入材のコストを

押し上げ、デフレ解消にも

効くが、一方で貿易赤字拡

大の懸念もある。

輸
出
停
滞
、
弱
含
み

依
然
価
格
転
嫁
進
ま
ず

現
行
価
格
帯
を
維
持

上
げ
材
料
乏
し
く

輸
出
入
札
安
に
弱
含
み

需
要
不
透
明
感
漂
う

中部・Ｈ形鋼

需
給

好
転

待
ち

の
展

開

大大 阪阪 東東 京京

流
通
に
明
る
い
兆
し

荷
足
停
滞
、
横
す
べ
り

売
値
上
げ
ら
れ
ず

ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ

ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ

札札 幌幌　　　　

輸
出
先
安
映
し
弱
い

広広 島島　　　　福福 岡岡　　　　

TOPICS TOPICS

規　格 厚　　さ 幅または高さ×長さ　 単重（㎏）

H　S 　 6mm以上 500mm以下×　700mm以下 600以下電特

H　1 　 6mm以上 500mm以下×1,200mm以下　1,000以下特A

H　2 3mm以上6mm以下 500mm以下×1,200mm以下　1,000以下特級

H　3 1mm以上3mm以下 500mm以下×1,200mm以下　1,000以下1級

2013年6月12日

東　京 大　阪 名古屋 広　島 北九州 東　北 札　幌

可 鍛 ・ 配 合 材

キ ュ ポ ラ 用 36300 35400 35400 31800 ― 30300 ―

一 般 用 33300 32400 32400 28800 27800 27300 ―

H 　 S 25500 24500 23500 24300 24500 19500 16000

H 　 1 　 　 23800 23000 22500 22700 22500 17800 15500

H 　 2 22000 22000 20300 21800 21900 16000 14000

H 　 3 21000 20500 19300 20900 20900 15000 13000

ギ ロ チ ン 材 A 20500 21000 19500 20800 20000 14500 13000

　 〃 　 　 　 B 20000 19500 19000 20100 19500 14000 ―

　 〃 　 　 　 C 19500 18000 18500 17000 18000 13500 ―

新 断 プ レ ス 26100 24000 23800 24100 24200 20100 15000

新 断 バ ラ 25100 23000 22700 23800 23500 19100 12500

鋼 ダ ラ イ 粉 19700 17500 14300 19200 18800 11400 10500

銑 ダ ラ イ 粉 A 20200 16700 14500 19700 18900 11900 12500

　 〃 　 　 　 B 19700 16500 13900 19200 18800 11400 10500

故 銑（ 上 大 割 ） 25800 22000 21400 24100 23500 19800 14000

〃 　（ 並 大 割 ） 24300 21000 21000 23100 22000 18300 13000

自 動 車 プ レ ス 19000 18000 ― 15500 15900 13000 10500

自 動 車 ガ ラ 18500 17000 17800 14000 15400 12500 10500

モー タ ー ブ ロ ック 23500 22000 ― 21500 20300 17500 14500

スチール缶（飲料缶） 18500 16500 13000 16000 19200 12500 10500

ステンレス・スクラップ

18Cr8Ni新断 65000 65000 66000 65000 65000 70000 73000

　〃　（ダライ粉） 40000 35000 41000 35000 35000 50000 53000

18Cr 26000 30000 32000 30000 30000 27500 25000

13Cr 24000 28000 30000 28000 28000 26000 23000

問屋売り需要家持ち込み価格（現金、1㌧、円）

伸 鉄 材（ 上 ） 25500 24500 ― ― ― ― ―

〃 　（ 並 ） 22000 23000 ― ― ― ― ―

日本鉄スクラップ総合価格 6月7日調べ

H　2 21400円( 400 ) 217.46㌦（ 4.06 )

新断プレス 24600円( 400 ) 249.97㌦（ 4.06 )

※ 産業新聞平均 東京、大阪、名古屋の3地区相場平均(トン当たり)、ドル建てはTTS 98.41 円で換算

米国鉄スクラップ総合価格 325.83㌦
（総合価格ネット） TTS1㌦＝97.46円 円換算1㌧＝ 31,755円
（No.1ヘビー、単位：トン当たりドル）

東部地区 ピッツバーグ フィラデルフィア シカゴ

329.50 313.50 334.50

西部地区 ロサンゼルス シアトル サンフランシスコ

― ― ―

調べ、は上げ▼は下げ（いずれも本体価格のみ）

問屋ヤード持ち込み価格（現金、1㌧、円）

※は引き取り条件、地域により再生加工料を取るケース（逆有償）。

―印は商いなし。

東東 京京

大大 阪阪
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相場2013年（平成25年）　６月13日　　木曜日 （第３種郵便物認可） （８）

鋼　板
東　京 大　阪 名古屋 広　島 福　岡 仙　台 札　幌

◇熱　延　鋼　板（3×6）（4×8）

1.6 62000 64000 63000 63000 68000 62000 76000

2.3 59000 60000 60000 60000 65000 59000 75000

3.2/4.5（中板） 58000 59000 59000 60000 63000 58000 73000

3.2/4.5（5×10）（ 〃） 59000 60000 60000 62000 65000 59000 75000

(コイルカット品)

6(4×8) ― 74000 73000 73000 77000 68000 81000

6(5×10) 72000 75000 74000 75000 79000 72000 84000

9(4×8) 72000 75000 74000 76000 78000 72000 84000

9(5×10) 75000 78000 77000 78000 80000 75000 85000

◇酸　洗　鋼　板（3×6）（4×8）

1.6 61000 60000 65000 64000 69000 65000 ―

2.3 61000 60000 65000 64000 69000 65000 ―

◇冷　延　鋼　板（3×6）（4×8）

0.6 75000 74000 79000 77000 81000 78000 91000

0.8 73000 72000 77000 75000 79000 76000 90000

1.0/1.2/1.6 71000 70000 76000 73000 77000 74000 89000

2.3 72000 71000 77000 75000 79000 75000 90000

3.2 77000 76000 80000 80000 84000 80000 95000

◇表面処理鋼板（3×6）（4×8）

　電気（熱延）1.6/2.3 81000 75000 88000 80000 85000 83000 98000

　電気（冷延）　1.0 91000 85000 98000 90000 95000 93000 108000

　溶融（熱延）　1.6 82000 ― ― ― ― 83000 100000

◇厚　　　　　板

　(定尺）

16/19/22/25（5×10） 72000 70000 80000 78000 84000 79000 94000

　(切板母材）

　国内品（高炉耳付） 75000 71000 83000 ― ― ― ―

　輸入品（ポスコ級） 70000 67000 78000 ― ― ― ―

◇縞　鋼　板（床用鋼板）

　3.2（3×6）（4×8） 82000 78000 88000 82000 90000 90000 105000

　4.5/6（4×8） 81000 77000 87000 81000 89000 90000 104000

カラー鋼板

◇カラー亜鉛鉄板（大コイル・トン）

　0.35㍉×914㍉ 210000 215000 240000 230000 245000 225000 240000

　0.80㍉×914㍉ 169000 170000 190000 180000 195000 175000 190000

◇カラー亜鉛鉄板（小コイル・トン）

　0.27㍉×914㍉ 238000 245000 ― 270000 293000 246000 261000

　0.35㍉×914㍉ 230000 237000 ― 250000 275000 235000 250000

◇カラー波板（1枚、2.5×6）

　0.19㍉ 720 720 750 720 720 720 720

　0.25㍉ 860 850 900 900 900 800 800

◇亜鉛鉄板平板（トン）

　0.27㍉ 170000 162000 177000 165000 185000 170000 174000

　0.35㍉ 165000 157000 173000 160000 180000 166000 170000

　1.00㍉ 150000 150000 153000 150000 170000 156000 160000

線材製品
（近郊持ち込み渡し）

◇丸　　　　　釘（トン）

　100㍉（4） 152000 135000 155000 145000 149000 137000 145000

◇亜鉛引鉄線（トン）

　4.0㍉（8番） 190000 190000 190000 190000 187000 188000 197000

　2.0㍉（14番） 210000 210000 210000 210000 207000 201000 217000

◇有　刺　鉄　線（1ケース）

　2.0㍉（14番）×100Ｍ 2000 1950 2000 2130 2150 2000 2350

◇鉄　　　　　線（トン）

　規格線4.0㍉（８番） 137000 125000 135000 137000 137000 125000 140000

　一般用線4.0㍉（8番） 129000 118000 130000 132000 132000 118000 128000

◇ナマシ鉄線（トン）

　4.0㍉（8番） 145000 130000 145000 145000 147000 138000 135000

◇番　　　　　線（1ケース）

　3.2㍉（10番）×700 2550 2350 2600 2580 2650 2450 2450

◇結束線（Ｕ）（トン）

　0.8㍉（21番）×350 200000 185000 205000 197000 200000 185000 190000

◇カラー鉄線（ビニール被覆）（トン）

　4.0㍉（8番） 300000 235000 250000 240000 250000 245000 240000

◇磨　　棒　　鋼（トン）

　16㍉ 160000 160000 160000 170000 175000 150000 165000

　50㍉ 165000 165000 165000 175000 180000 154000 169000

金　網

◇金　　　　　網（910×30㍍1巻）

　平織0.8×６㍉ 11000 10500 11000 13000 15000 12000 13000

　亀甲0.7×16㍉ 4000 4000 4400 5000 5900 4600 4800

　〃　0.8×26㍉ 3400 3400 3800 4500 4500 3300 ―

◇ひし形金網（亜鉛引き、1平方㍍）

　3.2×56㍉ 700 600 650 650 500 550 600

◇溶　接　金　網（1平方㍍）

　６×150㍉ 500 500 480 560 400 440 500

　５×150㍉ 350 350 320 380 330 360 350

　3.2×100㍉ 300 300 300 330 240 290 300

◇メタルラス（610×1.829㍉1枚）

　270番 110 110 90 100 90 90 110

　300番（ＪＩＳ０号） 150 120 100 110 100 100 120

形　鋼
東　京 大　阪 名古屋 広　島 福　岡 仙　台 札　幌

◇Ｈ　　形　　鋼

(広幅)

　6/8×100×100 73000 74000 74000 74000 74000 74000 80000

　8/12×200×200 71000 72000 72000 72000 72000 72000 78000

　12/19×350×350 73000 74000 74000 74000 74000 74000 81000

(中幅)

　6/9×148×100 70000 72000 72000 72000 72000 72000 80000

　9/14×340×250 72000 74000 74000 74000 74000 74000 80000

　10/16×390×300 72000 74000 74000 74000 74000 74000 80000

　12/20×588×300 75000 77000 77000 77000 77000 77000 83000

(細幅）

　5/7×100×50 86000 92000 92000 95000 92000 99000 95000

　6/8×125×60 84000 89000 90000 93000 90000 96000 93000

　5/7×150×75 72000 74000 74000 74000 74000 74000 82000

　5.5/8×200×100 70000 72000 72000 72000 72000 72000 80000

　8/13×400×200 70000 72000 72000 72000 72000 72000 80000

　11/17×600×200 75000 77000 77000 77000 77000 77000 85000

◇等辺山形鋼

　3×25 84000 84000 82000 83000 87000 85000 92000

　3×30 81000 82000 80000 81000 85000 82000 90000

　3×40 78000 79000 77000 78000 82000 79000 87000

　5×40 75000 77000 75000 76000 79000 76000 85000

　4×50 73000 75000 73000 74000 78000 74000 83000

　6×50 71000 74000 72000 73000 77000 72000 82000

　10×90 76000 79000 78000 78000 81000 77000 86000

　9×130 81000 84000 84000 86000 90000 87000 92000

◇不等辺山形鋼

　7×75×100,10×75×125 100000 100000 114000 108000 112000 108000 114000

　12×90×150 100000 100000 114000 108000 112000 118000 114000

◇溝　　形　　鋼

　5×50×100 73000 74000 72000 74000 78000 76000 82000

　6.5×75×150 72000 73000 71000 73000 77000 74000 81000

　8×90×200 73000 73000 71000 75000 77000 76000 81000

　9×90×250 74000 74000 73000 77000 79000 77000 83000

　9×90×300 75000 77000 75000 79000 83000 78000 84000

　13×100×380 77000 79000 77000 81000 88000 85000 86000

◇Ｉ　　形　　鋼

　5.5×75×125 121000 120000 121000 122000 130000 130000 135000

　7×100×200 102000 90000 93000 95000 105000 105000 117000

コラム

◇大径角形鋼管（切断、開先加工込み）

　ＢＣＲ

　9×200×200 87000 85000 90000 87000 90000 95000 112000

　12×350×350 87000 85000 90000 87000 90000 95000 115000

　16×400×400 95000 93000 98000 95000 98000 103000 123000

　ＳＴＫＲ

　9×200×200 103000 85000 90000 87000 101000 101000 114000

　12×350×350 103000 85000 90000 87000 101000 101000 117000

　16×400×400 106000 88000 93000 90000 104000 106000 125000

軽量形鋼

◇軽量Ｈ形鋼

　3.2/4.5×150×75 125000 140000 138000 142000 146000 135000 136000

　3.2/4.5×175×90 123000 138000 136000 140000 144000 133000 133000

　3.2/4.5×200×100 120000 135000 133000 137000 141000 130000 133000

◇軽量溝形鋼

　2.3×100×50 108000 120000 111000 122000 133000 110000 ―

　3.2×200×50 108000 120000 111000 122000 133000 110000 ―

◇軽量Ｃ形鋼（カラー）

　1.6×60×30×10 101000 93000 104000 101000 102000 101000 102000

　1.6×100×50×20 99000 91000 102000 99000 100000 99000 100000

　2.3×100×50×20 95000 87000 98000 95000 96000 95000 96000

　3.2×200×75×20 99000 107000 115000 115000 116000 99000 110000

◇デッキ・プレート(カラー)

　1.6×614×50Ｖ型 124000 135000 135000 136000 130000 125000 135000

　1.2×614×50Ｖ型 128000 139000 139000 141000 134000 129000 139000

◇合成スラブデッキ

　1.2×600×50（カラー） 140000 143000 154000 150000 150000 140000 145000

　1.2×600×50（めっき） 150000 154000 166000 170000 170000 155000 160000

ボルト 東　京 大　阪

◇カットボルト（1本）（ユニクロ）

　Ｗ4/8×25㍉ 12.60 12.60

◇中ボルト（1本）（クロメート、ユニクロ）

　Ｍ16×50 14.90 14.90

　Ｍ20×60 28.70 28.70

◇高力ボルト（トルシア）（1セット）

　Ｓ10Ｔ20×60 102.76 89.00

◇冷間ホーマーナット（1個）（ユニクロ）

　Ｍ12 3.50 3.50

　Ｍ16 8.80 8.80

◇Ｚ羽子板（1個・クロメート）

　12×130×150 180.00 177.00

◇Ｚアンカー（1個・クロメート）

　12×400 182.00 179.00

◇Ｚ角座金（1枚・クロメート）

　12×4.5×40 27.00 27.00

鋼　線

◇鋼　　　　　線（60Ｃ）(トン）

　4.0㍉（８番） 190000 190000

　ピアノ線

　Ａ種1.0㍉ 725000 725000

　　〃　2.0㍉ 470000 450000

◇ワイヤロープＪＩＳ6×24（メッキなし、200㍍1巻）

　9㍉ 38500 38000

　10㍉ 42000 41000

　12㍉ 49500 44000

溶接材料

◇溶接材料（キロ、市場価格）（1.2㍉・スプール）

　軟鋼ソリッドワイヤ 310 310

合金鉄

（キログラム当たり円）

大口ユーザー向け 国内相場

高値 安値

◇フェロマンガン

　高炭素1号 168 165

◇フェロシリコン

　2号 167 165

◇シリコマンガン

　1号 186 180

◇フェロクロム

　高炭素6号（純分52％） 188 186

◇フェロモリブデン

　（純分キログラム当たり） 3000 2900

◇フェロバナジウム

　（純分キログラム当たり） 3190 3080

◇メタリックシリコン

　（中国産） 203 202

特殊釘

東　京 大　阪 名古屋

◇セメントコート釘（キロ）

　12×65 220 240 230

◇スクリュー釘（キロ）

　10×65 250 270 270

◇ボード釘（キロ）

　16×25 390 350 340

◇傘　　釘（キロ）

　13×38 400 370 420

◇カラー傘釘（キロ）

　13×38 390 380 490

◇コンクリート釘（500㌘）

　12×25 195 200 210

　12×38 185 200 200

　8×65 135 150 150

◇カラー釘（キロ）

　15×25（平頭） 390 390 430

　17×25（ケーシング） 450 420 450

◇コーススレッド（700本入、１箱）

　3.8×25 400 400 420

◇トタン釘（キロ）

　13×38 260 250 260

◇ステンレス釘（スクリュー）

　16×25 960 1000 1050

特殊鋼

東　京 大　阪 名古屋

◇機械構造用炭素鋼（ＳＣ、丸鋼、キロ）

　Ｓ25Ｃ―Ｓ55Ｃ 109 109 109

◇クロム・モリブデン鋼（ＳＣＭ、丸鋼、キロ）

　ＳＣＭ420・435・440 134 134 134

◇ニッケル・クロム鋼（丸鋼、キロ）

　ＳＮＣ631 352 352 ―

　　〃　415 322 322 ―

◇ニッケル・クロム・モリブデン鋼（丸鋼、キロ）

　ＳＮＣＭ439 312 312 ―

　　〃　 220 252 252 ―

　　〃　 630 502 502 ―

◇工　具　鋼（平鋼、圧延材、キロ）

　炭素工具鋼

　ＳＫＳ93 330 330 330

　合金工具鋼

　ＳＫＳ３ 500 500 500

　ダイス鋼

　ＳＫＤ11 650 650 650

　ＳＫＤ61 700 700 ―

　高速度鋼（丸鋼）

　ＳＫＨ57 6200 5800 ―

　　〃　55 4700 4500 ―

　　〃　51 2600 2500 ―

◇軸　受　鋼（丸鋼、キロ）

　ＳＵＪ2 200 200 ―

ステンレス

◇冷延ステンレス鋼板（薄板、キロ）

　ＳＵＳ430（18Cr）

　0.3 325 335 345

　0.5 275 285 295

　0.8 245 255 265

　2.0 225 235 245

　ＳＵＳ304（18Cr―8Ni）

　0.3 390 390 400

　0.5 340 340 350

　0.8 310 310 320

　2.0 285 285 295

◇熱延ステンレス鋼板（厚中板、キロ）

　ＳＵＳ304（18Cr―８Ni）

3―6(ホットカットシート） 310 320 320

7―14（４段品） 470 480 480

　ＳＵＳ316（18Cr―12Ni）

　　3―6 510 520 520

　　7―14 670 680 680

◇ステンレス棒鋼（丸鋼、キロ）

　ＳＵＳ403（13Cr） 410 420 420

　　〃　304（18Cr―８Ni） 570 580 580

　　〃　316（18Cr―12Ni） 800 820 820

2013年6月12日

棒　鋼
東　京 大　阪 名古屋 広　島 福　岡 仙　台 札　幌

◇異　形　棒　鋼

　ＳＤ295（在庫）

　10 68000 68000 72000 69000 70000 70000 77000

　13 66000 66000 70000 67000 67000 68000 75000

　16―25 64000 64000 68000 65000 65000 65000 73000

　ＳＤ295（直送）

　10 64000 61000 62000 61000 65000 64000 64000

　13 62000 59000 60000 59000 62000 62000 62000

　16―25 60000 57000 58000 57000 60000 60000 60000

　32 61000 58000 59000 58000 61000 61000 62000

　ＳＤ345（直送）

　16―25 62000 60000 61000 60000 63000 62000 62000

　32 63000 61000 62000 61000 64000 63000 64000

◇丸鋼（ＳＲ235、プレーン）

　9 99000 101000 100000 104000 ― 99000 103000

　13 91000 87000 92000 87000 92000 91000 93000

　16―25 89000 85000 90000 85000 90000 89000 91000

◇構造用棒鋼

　13 117000 102000 117000 117000 124000 117000 118000

　16―25 111000 100000 115000 115000 122000 111000 116000

　28 113000 101000 117000 116000 124000 113000 118000

◇平　　　　　鋼

　6×32 88000 76000 77000 77000 91000 85000 92000

　6×50、9×100 86000 74000 75000 74000 89000 83000 92000

　16×50 89000 77000 77000 77000 92000 86000 95000

　9×200 88000 81000 81000 81000 95000 85000 97000

◇角　　　　　鋼

　16 113000 104000 110000 110000 118000 115000 127000

　25 112000 102000 108000 108000 118000 113000 129000

　50 113000 105000 111000 113000 121000 115000 131000

パイプ

◇黒　ガ　ス　管（高炉品、ねじ無し、キロ）

　15Ａ（1/2） 145 150 150 160 150 150 150

　50Ａ（2） 135 140 140 150 140 140 140

　150Ａ（6） 140 145 145 155 145 145 145

◇黒　ガ　ス　管(非高炉品、キロ）

　15Ａ（1/2） 110 135 130 140 135 135 150

　50Ａ（2） 105 125 125 130 125 130 140

　150Ａ（6） 110 130 130 135 130 135 145

◇白　ガ　ス　管（高炉品、ねじ付き、ピース建て、キロ）

　15Ａ（1/2） 1728 1420 1440 1547 1420 1728 1500

　50Ａ（2） 6174 5080 5144 5523 5080 6174 5000

　（ねじなし）（150Ａは耐溝食電縫管)

　100Ａ（4） 12910 10630 10760 11547 10640 12910 10880

　150Ａ（6） 30771 25330 25641 27524 25360 30771 26000

◇一般構造用鋼管（ＳＴＫ400、キロ）

　21.7×1.9㍉ 110 115 130 132 130 120 130

　48.6×2.3㍉ 105 110 125 127 125 115 125

　216.3×5.8㍉ 110 115 ― 132 130 120 141

◇角　形　鋼　管

　2.3×100×100（黒　皮） 87000 98000 106000 105000 110000 92000 110000

　2.3×100×100（カラー） 96000 108000 114000 115000 118000 101000 119000

調べ、問屋置き場仲値ベース（印は上げは下げ、単位：円／トン、Ｎはノミナル）＊いずれも本体価格のみ

鉄 鋼 市 中 相 場鉄 鋼 市 中 相 場



（第３種郵便物認可）（９） 2013年（平成25年）　６月13日　　木曜日非鉄

　■銅＝4営業日続落。7

月限は4．60㌣安の319．50

㌣で引けた。中国の需要減退懸念や米金融

緩和縮小観測に圧迫された。（ロイターＥ

Ｓ時事）

　■ＮＹ金＝反落。中心限月の8月物は、前

日終値比9．00㌦安の1＝1377．00㌦と、中

心限月ベースでは5月22日以来約3週間ぶ

りの安値で取引を終了した。

　日銀はこの日の金融政策決定会合で、

現行の金融緩和策の継続を決定し、低利

の資金供給オペレーション（公開市場操

作）の期間長期化を見送った。また、米国の

量的緩和早期縮小観測が根強いことも、

相場を下押した。

　さらに、中国が端午節に伴う連休のた

め休場だったことから、現物需要が軟調。

主要消費国インドで、同国通貨ルピーが

対ドルで過去最安値を更新したことを受

けて現物需要が鈍るとみられていること

も、相場を圧迫した。

　ただ、外為市場は対ユーロでドル安が

進行。このため、ドル建ての金相場は相対

的な割安感から買い支えられ、下げ幅は

限定的だった。

　金塊現物相場は午後1時41分現在、

6．770㌦安の1380．175㌦。（ニューヨーク時

事）

　■ロンドン金＝反落、1＝1376．095㌦

と、前日終値比7．35㌦安で引けた。

　日銀はこの日の金融政策決定会合で、

市場が期待していた資金供給オペレーシ

ョンの期間延長を見送った。これに市場が

「失望した」（市場筋）格好となり、金塊相場

も序盤から売り込まれる展開となった。

　金塊は、1384．275㌦で寄り付いたあと、

午前は1369．50㌦で値決めされた。午後の

値決めは1374．25㌦。（ロンドン時事）

　■ＮＹ銀＝反落。先物7月限は27．9㌣

（1．3％）安の2164．6㌣で取引を終えた。現

物は米東部時間午後3時4分時点で、20．0

㌣（0．9％）安の2171．0㌣。（ロイターＥＳ時

事）

　■ＮＹ白金＝白金7月限は反落し、前日

終値比27．00㌦安の1＝1479．90㌦で取

引を終えた。パラジウム9月限も反落し、

16．90㌦安の752．50㌦で取引を終えた。（ニ

ューヨーク時事）

COMEXCCOOMMEEXX

　■銅＝直物は109．00㌦

安の7022．00㌦、3カ月物

は108．00㌦安の7056．00㌦。カーブ取引は

97．00㌦安の7065．00㌦と続落した。スタン

ダード・チャータードのスミス氏は銅に

関し、「短期的には一段安もある」と語っ

た。

　■鉛＝直物は23．50㌦安の2108．50㌦、3

カ月物は22．50㌦安の2121．50㌦。カーブ取

引は46．00㌦安の2117．00㌦で終了した。

　■亜鉛＝直物は28．50㌦安の1824．00㌦、

3カ月物も28．50㌦安の1859．00㌦。カーブ

取引は37．00㌦安の1852．00㌦。

　■錫＝直物が285．00㌦安の2万505．00

㌦、3カ月物も275．00㌦安の2万575．00㌦。

カーブ取引は375．00㌦安の2万525．00㌦

で取引を終えた。

　■アルミ＝直物は38．00㌦安の1852．50

㌦、3カ月物は36．00㌦安の1892．50㌦。カー

ブ取引は1887．00―1887．50㌦の気配値で

取引を終えた。

　非鉄相場は、中国の景気減速懸念や米

連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の量的緩和

縮小観測が重しとなり、全面安の展開。特

に最大の非鉄消費国である中国に関して

は、先週末公表された一連の経済指標が

良くなかったことで、景気鈍化への警戒

感があらためて広がった。

　英スタンダード・チャータードのアナ

リスト、ダン・スミス氏は「中国の成長ペー

スに関しては多くの懸念がある。これが

全般的に非鉄相場を圧迫した」と語った。

　■ニッケル＝直物は462．50㌦安の1万

4430．00㌦、3カ月物も462．50㌦安の1万

4505．00㌦。カーブ取引は360．00㌦安の1

万4535．00㌦。（ロンドン時事）

銅が続落　NY金は３週間ぶり安値

ＬＭＥＬＬＭＭＥＥ

　6月12日入電（現地6月11日）

単位：トロイオンス当たり、カッコ内は前日

▽ロンドン金約定値・現物(ドル)

　　午　前 1369.50（ 1376.75）

　　午　後 1374.25（ 1383.25）

　　引　値 1375.71～ 1376.48

（ 1382.97～ 1383.92）

▽チューリヒ金・引値 1370.15～ 1386.15

（ 1378.95～ 1394.95）

▽香港金・午前引値

（6月12日） 1375.50～ 1376.50

（ 1383.14～ 1384.36）

▽ロンドン・プラチナ

　　午　前 1493.00㌦（ 1489.00㌦）

　　午　後 1487.00㌦（ 1498.00㌦）

▽ロンドン・パラジウム

　　午　前 761.00㌦（ 754.00㌦）

　　午　後 762.00㌦（ 759.00㌦）

▽ロンドン銀（スポット）〈ポンド建て〉

　　現　物 1388.94（ 1403.84）

　　３カ月 ― （ ―）

▽ロンドン銀〈米セント建て〉

　　現　物 2158.00㌣（ 2181.00㌣）

　　３カ月 ― （ ―）

▽米エンゲルハード金

　　地　金 1377.24㌦（ 1386.25㌦）

　　加　工 1480.53㌦（ 1490.22㌦）

▽同　　　銀

　　地　金 2169.00㌣（ 2188.00㌣）

　　加　工 2602.80㌣（ 2625.60㌣）

▽米ハンディハーマン金地金

1374.25㌦（ 1383.25㌦）

▽同　銀地金

2165.00㌣（ 2195.00㌣）

▽クルーガーランド金貨

1359.50～ 1362.50㌦

（ 1343.01～ 1346.01㌦）

▽ジョンソン・マッセイ社白金族建値

　　プラチナ 1,480㌦（ 1,505㌦）

　　パラジウム 752㌦（ 770㌦）

　　イリジウム 975㌦（ 975㌦）

　　ロジウム 1,040㌦（ 1,040㌦）

　　ルテニウム 85㌦（ 85㌦）

▽ニューヨーク為替引値

　　ポンド 1.5647～ 1.5650

　　円 96.01～ 96.03

　　ユーロ 1.3313～ 1.3315

（単位：トン当たり元、増値税込）

現地 06月11日 06月限 07月限 08月限 09月限 10月限

銅 セツルメント ― ― ― ― ―

出来高(5㌧/ロット) ― ― ― ― ―

7日セツルメント 53520 53340 53190 53060 52930

ア セツルメント ― ― ― ― ―

ル 出来高(5㌧/ロット) ― ― ― ― ―

ミ 7日セツルメント 14915 14920 14940 14940 14940

亜 セツルメント ― ― ― ― ―

鉛 出来高(5㌧/ロット) ― ― ― ― ―

7日セツルメント 14790 14795 14800 14830 14860

上海先物取引所在庫 （トン）

6月7日 前週 増減

銅 181,472 179,317 2,155

アルミ 426,405 437,686 11,281

亜鉛 288,186 292,541 4,355

米ドル 英ポンド ＥＵＲ
(ユーロ)

５月 20日 103.86 160.06 133.38
　 21日 103.47 160.18 133.43
　 22日 103.60 159.56 134.17
　 23日 104.51 159.52 134.27
　 24日 103.34 158.38 133.69
　 27日 101.87 156.63 131.88
　 28日 102.63 157.24 132.57
　 29日 103.22 157.66 132.87
　 30日 102.18 156.94 132.39
　 31日 102.18 158.06 133.46
６月 ３日 101.45 156.85 132.13
　 ４日 100.40 156.40 131.45
　 ５日 101.25 157.29 132.49
　 ６日 100.30 156.80 131.38
　 ７日 98.41 155.85 130.44
　 10日 98.72 156.06 130.72
　 11日 99.80 157.83 132.49
　 12日 97.46 154.92 129.95

ＴＴＳの推移(円)

2013年6月12日入電（現地6月11日） （単位：ドル)

出来高はロット数、1ロットは銅・鉛・亜鉛・アルミHGが25㌧、アルミ合金が20㌧、
ニッケル6㌧、錫5㌧、コバルト1㌧、モリブデン純分6㌧

◇銅Ａグレード 10日 11日 ◇錫ＨＧ 10日 11日

　現物　前場　買 7119.50 7035.00 　現物　前場　買 20840.00 20595.00

　　　　　　　売 7120.00 7036.00 　　　　　　　売 20845.00 20600.00

　　　　後場　買 7130.00 7021.00 　　　　後場　買 20740.00 20480.00

　　　　　　　売 7132.00 7023.00 　　　　　　　売 20840.00 20530.00

　先物　前場　買 7150.00 7070.00 　先物　前場　買 20845.00 20595.00

　　　　　　　売 7155.00 7070.50 　　　　　　　売 20850.00 20600.00

　　　　後場　買 7163.00 7055.00 　　　　後場　買 20800.00 20550.00

　　　　　　　売 7165.00 7057.00 　　　　　　　売 20900.00 20600.00

　　　セツルメント 7120.00 7036.00 　　　セツルメント 20845.00 20600.00

　　出来高（ロット） 113075 129156 　　出来高（ロット） 6711 5579

　前月セツル平均 7229.17 7229.17 　前月セツル平均 20725.00 20725.00

◇鉛 ◇アルミＨＧ

　現物　前場　買 2122.50 2128.50 　現物　前場　買 1883.00 1848.00

　　　　　　　売 2123.00 2129.00 　　　　　　　売 1884.00 1848.50

　　　　後場　買 2131.00 2108.00 　　　　後場　買 1890.00 1852.00

　　　　　　　売 2133.00 2109.00 　　　　　　　売 1891.00 1853.00

　先物　前場　買 2132.00 2139.00 　先物　前場　買 1923.00 1887.50

　　　　　　　売 2132.50 2140.00 　　　　　　　売 1924.00 1888.00

　　　　後場　買 2143.00 2121.00 　　　　後場　買 1928.00 1892.00

　　　　　　　売 2145.00 2122.00 　　　　　　　売 1929.00 1893.00

　　　セツルメント 2123.00 2129.00 　　　セツルメント 1884.00 1848.50

　　出来高（ロット） 50888 62652 　　出来高（ロット） 296346 227158

　前月セツル平均 2028.29 2028.29 　前月セツル平均 1830.57 1830.57

◇亜鉛ＳＨＧ ◇アルミ合金

　現物　前場　買 1849.00 1832.50 　現物　前場　買 1850.00 1820.00

　　　　　　　売 1849.50 1833.00 　　　　　　　売 1860.00 1830.00

　　　　後場　買 1850.00 1823.00 　　　　後場　買 1857.00 1792.00

　　　　　　　売 1855.00 1825.00 　　　　　　　売 1867.00 1802.00

　先物　前場　買 1884.00 1870.00 　先物　前場　買 1870.00 1840.00

　　　　　　　売 1885.00 1870.50 　　　　　　　売 1880.00 1850.00

　　　　後場　買 1885.00 1858.00 　　　　後場　買 1880.00 1815.00

　　　　　　　売 1890.00 1860.00 　　　　　　　売 1890.00 1825.00

　　　セツルメント 1849.50 1833.00 　　　セツルメント 1860.00 1830.00

　　出来高（ロット） 121933 98068 　　出来高（ロット） 3491 2325

　前月セツル平均 1829.02 1829.02 　前月セツル平均 1773.90 1773.90

◇ニッケル ◇北米特殊アルミ合金（ＮＡＳＡＡＣ）

　現物　前場　買 14850.00 14490.00 　現物　前場　買 1870.00 1861.00

　　　　　　　売 14855.00 14495.00 　　　　　　　売 1871.00 1862.00

　　　　後場　買 14890.00 14425.00 　　　　後場　買 1892.50 1865.00

　　　　　　　売 14895.00 14435.00 　　　　　　　売 1902.50 1875.00

　先物　前場　買 14945.00 14550.00 　先物　前場　買 1900.00 1885.00

　　　　　　　売 14950.00 14560.00 　　　　　　　売 1910.00 1895.00

　　　　後場　買 14965.00 14500.00 　　　　後場　買 1900.00 1880.00

　　　　　　　売 14970.00 14510.00 　　　　　　　売 1910.00 1890.00

　　　セツルメント 14855.00 14495.00 　　　セツルメント 1871.00 1862.00

　　出来高（ロット） 50247 53560 　　出来高（ロット） 2930 3520

　前月セツル平均 14950.95 14950.95 　前月セツル平均 1813.69 1813.69

◇コバルト ◇モリブデン

　現物　前場　買 29200.00 29250.00 　現物　前場　買 23000.00 23000.00

　　　　　　　売 30200.00 30250.00 　　　　　　　売 24000.00 24000.00

　先物　前場　買 29200.00 29250.00 　先物　前場　買 23000.00 23000.00

　　　　　　　売 30200.00 30250.00 　　　　　　　売 24000.00 24000.00

　　　セツルメント 30200.00 30250.00 　　　セツルメント 24000.00 24000.00

　　出来高（ロット） 18 38 　　出来高（ロット） 8 0

　前月セツル平均 27880.95 27880.95 　前月セツル平均 24619.05 24619.05

６
月

12日
入
電
（
現
地

11日
）

【アルミ新地金】

▽ＮＹカーブ(ドル) 1887―1887.5

▽対日オファー価格（99.7％）（5―6月積み）

　トン当たりドル　CIF 2106― 2116

▽輸入採算価格（5―6月積み）

　トン当たり円 218000―219000

▽4月の輸入通関平均単価（99.0―99.9％）

　トン当たり円 208000

【アルミ二次合金・原料】

▽対日スクラップ・オファー価格

　ポンド当たりセント

　　　テンス CIF 83.0

　　　テイント・テーバー CIF 80.0

　　　リ　　ソ CIF 93.0

▽対日ロシア産再生地金オファー価格

　トン当たりドル CIF 2480

▽ADC12オファー価格

　トン当たりドル CIF 2710

▽対日ADC12輸入採算価格

　トン当たり円 230000

▽ADC12国内理論値

　トン当たり円 220000

（カッコ内売出量）

(キロ当たり米ドル)

6月11日 20.800㌦（40.00㌧）

6月12日 20.600㌦（40.00㌧）

2013年6月12日入電（現地6月11日）

（ポンド当たり）

寄付 高値 安値 引値 セツル 前日セツ

◇銅（ドル） メント ルメント

６月 ― ― ― 3.1930 3.1930 3.2390

７月 3.1930 3.1930 3.1880 3.1950 3.1950 3.2410

８月 ― ― ― 3.2020 3.2020 3.2480

９月 3.2050 3.2050 3.2050 3.2100 3.2100 3.2560

10月 ― ― ― 3.2175 3.2175 3.2635

11月 ― ― ― 3.2240 3.2240 3.2695

12月 3.2200 3.2290 3.2200 3.2295 3.2295 3.2750

１月 ― ― ― 3.2375 3.2375 3.2825

出来高69314枚 (１枚＝12.5ショート㌧） （前日75529枚)

◇金（ドル）

６月 ― ― ― 1377.00 1377.00 1386.20

８月 ― ― ― 1377.00 1377.00 1386.00

10月 ― ― ― 1378.20 1378.20 1387.20

12月 ― ― ― 1379.30 1379.30 1388.40

２月 ― ― ― 1380.50 1380.50 1389.60

４月 ― ― ― 1381.80 1381.80 1390.90

６月 ― ― ― 1383.10 1383.10 1392.20

８月 ― ― ― 1384.70 1384.70 1393.70

出来高139400枚 （前日114860枚)

◇銀（ドル）

７月 ― ― ― 21.6460 21.6460 21.9250

９月 ― ― ― 21.6960 21.6960 21.9750

12月 ― ― ― 21.7650 21.7650 22.0440

１月 ― ― ― 21.7830 21.7830 22.0620

３月 ― ― ― 21.8230 21.8230 22.1020

５月 ― ― ― 21.8570 21.8570 22.1350

７月 ― ― ― 21.8890 21.8890 22.1670

９月 ― ― ― 21.9220 21.9220 22.2000

出来高54098枚 （前日51782枚)

◇プラチナ（ドル）

７月 ― ― ― 1479.90 1479.90 1506.90

10月 ― ― ― 1483.90 1483.90 1510.90

１月 ― ― ― 1486.40 1486.40 1513.40

出来高3420枚 （前日9851枚)

◇パラジウム（ドル）

６月 ― ― ― 750.75 750.75 767.65

９月 ― ― ― 752.50 752.50 769.40

12月 ― ― ― 753.85 753.85 770.65

出来高12872枚 （前日3276枚)

（SHFE）

(6月11日発表）（単位：トン）

7日現在 10日現在

銅 609,000 609,250  250

錫 14,435 14,505  70

鉛 207,350 202,550  4,800

亜鉛 1,106,325 1,100,450  5,875

アルミＨＧ 5,206,025 5,198,425  7,600

アルミ合金 69,060 69,060 0

ニッケル 182,436 182,814  378

(単位：銅はトン、金・銀はトロイオンス)

10日 11日 増　減

銅 77,414 76,989  425

金 7,970,143 7,752,362  217,781

銀 164,147,217 164,384,361  237,144

6月10日 増減
銅 177,835 2,335
金 376,643 4,501
銀 147,476 3,352

【後場値動き】 6月11日

(３カ月先物：始値、買高値、売安値、終値の順)

銅 7065―7065―7065―7065

錫 20525―20525―20550―20525

鉛 2109―2117.5―2109―2117

亜鉛 1852―1852.5―1852―1852

アルミＨＧ 0―1885―0―0

ニッケル 14545―14535―14540―14535

6月12日入電(現地6月11日)

【ニューヨーク市中】

　銅地金() 329.90― 330.90㌣

　2号銅線くず() 353.35― 357.35㌣

　パラジウム() 748.22― 753.77㌦

　プラチナ() 1,479.80― 1,484.80㌦

6月12日入電 (現地6月11日) (単位：ドル、カッコ内は円/キロ)

アンチ99.65％ (トン)

10000 ―10300(975―1,004)

ビスマス99.9％ (ポンド)

8.6 ― 9.2(1,848―1,977)

カドミ99.99％ (ポンド)

1.10 ― 1.20(236―258)

クロム（中　国) (トン)

12500 ― 13000(1,218―1,267)

コバルトカソード (ポンド)

13.50 ―14.20(2,901―3,051)

　〃　　インゴット(ポンド)

11.50 ― 12.50(2,471―2,686)

ガリウム99.99％ (キロ)

290 ― 320(28,263―31,187)

金属ゲルマニウム (キロ)

1850 ―1890(180,301―184,199)

二酸化ゲルマニウム（キロ）

1400 ― 1450(136,444―141,317)

インジウム99.99％ (キロ)

510 ― 560(49,705―54,578)

イリジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

955 ― 975(2,992―3,055)

マグネシウム99.9％(中国)（トン）

2750 ―2760(268―269)

金属マンガン99.7％ (トン)

2280 ―2300(222―224)

フェロマンガン75―76％ (トン)

1070 ―1100(104―107)

三酸化モリブデン (Mo純分ポンド)

10.70 ―10.90(2,299―2,342)

フェロモリブデン（西側）(Mo純分キロ)

26.50 ―26.80(2,583―2,612)

ロジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

940 ―1040(2,945―3,259)

ルテニウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

80 ― 90(251―282)

セレニウム99.5―99.8％ (ポンド）

28.00 ―30.00(6,016―6,446)

シリコン塊 (トン)

2300 ― 2500(224―244)

フェロシリコン (トン)

1080 ―1100(105―107)

スポンジチタン99.6％ (キロ)

10.50 ― 11.30(1,023―1,101)

フェロタングステン (キロ)

39.00 ― 39.50(3,801―3,850)

タングステンＡＰＴ (WO3純分10㌔)

360 ― 370(3,509―3,606)

フェロバナジウム80％ (Ｖ純分キロ)

27.90 ― 28.80(2,719―2,807)

五酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5純分ポンド）

6.40 ― 6.60(1,375―1,418)

タンタル (ポンド)

125 ― 130(26,858―27,932)

International
Nonferrous-metal

Market
Trends 国 際 非 鉄 金 属 相 場 動 向国 際 非 鉄 金 属 相 場 動 向

国
際
相
場
動
向

I tInte trnatiionall
Market
Trends

ern

海
外
非
鉄

海
外
非
鉄

NewsNews

欧州レアメタル価格欧州レアメタル価格

日
中

、
モ
ン
ゴ
ル

資
源

争
奪

戦
㊤
　

日
本
が
攻

勢
、
連

携
強

化

　
実
際
に
、
日
本
は
以
前

に
も
モ
ン
ゴ
ル
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
進
出
し
て
い

る
。

2
0
0
9年

12月

21

日
、
フ
ラ
ン
ス
原
発
大
手

の
ア
レ
ヴ
ァ
が
モ
ン
ゴ
ル

で
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
三
菱
商
事
を

招
き
入
れ
、
三
菱
商
事
が

地
質
調
査
費
用
お
よ
び
ウ

ラ
ン
鉱
開
発
費
の

34％
を

負
担
す
る
か
わ
り
に
、
ウ

ラ
ン
鉱
山
権
益
の

34％
を

手
に
入
れ
て
い
る
。

　
日
本
企
業
は
こ
れ
に
よ

っ
て
正
式
に
モ
ン
ゴ
ル
の

ウ
ラ
ン
鉱
採
掘
分
野
に
入

り
込
み
、
三
菱
商
事
が
参

入
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ま

さ
に
絶
好
機
と
な
っ
た
。

以
前
、
採
掘
コ
ス
ト
が
高

く
、
規
制
部
門
も
な
く
、

法
律
も
未
整
備
で
あ
っ
た

た
め
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ

ン
鉱
採
掘
は
こ
れ
ま
で
混

乱
状
態
に
あ
り
、
大
き
な

リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
か
ら

日
本
企
業
は
参
入
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
待
っ
て
い
た
。

機
が
熟
し
た
と
み
て
、
三

菱
商
事
は
一
挙
に
大
き
な

権
益
を
手
に
入
れ
た
。

　

09年
初
め
、
モ
ン
ゴ
ル

は
原
子
力
機
関
を
創
設

し
、

7月
中
旬
に
は
「
原

子
力
法
」を
打
ち
出
し
た
。

09年

7月

16日
、
サ
ン
ジ

ャ
ー
・
バ
ヤ
ル
首
相
が
東

京
に
赴
き
麻
生
太
郎
元
首

相
と
会
談
し
、
モ
ン
ゴ
ル

の
ウ
ラ
ン
鉱
開
発
で
連
携

す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
が
ウ
ラ
ン
鉱

開
発
を
急
い
で
い
る
中
、

よ
う
や
く
主
導
権
を
握
っ

た
日
本
企
業
は
た
だ
最
適

な
時
機
を
待
つ
だ
け
だ
っ

た
。
事
態
が
明
る
く
な
っ

た
と
み
た
三
菱
商
事
は

12

月

21日
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ア

レ
ヴ
ァ
ウ
ラ
ン
鉱
の
一
部

の
権
益
を
買
い
取
っ
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
鉱

に
手
を
出
し
て
い
る
日
本

企
業
は
三
菱
商
事
だ
け
で

な
い
。

08年

12月
、
丸
紅

は
モ
ン
ゴ
ル
で
ウ
ラ
ン
鉱

採
掘
に
力
を
入
れ
て
い
る

カ
ナ
ダ
カ
ー
ン
・
リ
ソ
ー

シ
ズ
と
趣
意
書
に
調
印

し
、
ド
ル
ノ
ド
（
東
方
ウ

ラ
ン
鉱
）、マ
ル
ダ
イ
（
馬

岱
）、
グ
ル
バ
ン
ブ
ラ
グ

（
古
爾
班
布
拉
格
）
と
い

う
3つ

の
ウ
ラ
ン
鉱
床
に

対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

予
備
調
査
を
行
う
権
利
を

手
に
入
れ
た
。

　
カ
ー
ン
・
リ
ソ
ー
シ
ズ

の
会
長
は
、「
わ
れ
わ
れ

は
、
丸
紅
が
ド
ル
ノ
ド
に

大
き
な
興
味
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

う
。
モ
ン
ゴ
ル
鉱
産
資
源

の
投
資
環
境
は
楽
観
で
き

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

10年

11月

18日
、
日
本

を
訪
問
し
た
エ
ル
ベ
グ
ド

ル
ジ
大
統
領
が
参
議
院
で

演
説
を
し
た
際
、「
モ
ン
ゴ

ル
は
日
本
か
ら
の
直
接
投

資
と
ハ
イ
テ
ク
移
入
が
必

要
で
あ
り
、
互
恵
貿
易
の

展
開
は
モ
ン
ゴ
ル
の
国
家

利
益
と
合
致
し
、
レ
ア
ア

ー
ス
や
ウ
ラ
ン
鉱
な
ど
資

源
開
発
へ
の
日
本
企
業
の

参
入
に
期
待
し
て
お
り
、

経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
の
強
化
を
通
じ
、
よ

い
見
本
と
な
る
覚
悟
だ
」

と
述
べ
た
。

　
【
新
華
社
】
資
源
小
国
「
日
本
」の
資
源
争
奪
戦

の
動
き
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
先
ご
ろ
モ
ン
ゴ
ル

を
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は
、「
鉱
物
資
源
が
豊
富
な

モ
ン
ゴ
ル
の
強
み
も
あ
り
、
資
源
分
野
に
お
け
る

両
国
の
連
携
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

表
明
し
た
。
環
球
財
経
が
伝
え
た
。

三
菱
商
事
、ウ

ラ
ン
鉱
参
入

　
【

J
O
G
M
E
Cニ

ュ

ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ
】
業
界

紙
に
よ
る
と
、
エ
ク
ア
ド

ル
政
府
は
、
国
会
に
対
し

て
鉱
業
法
改
正
案
を
提
出

し
た
。
コ
レ
ア
大
統
領
は

メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
「
国

会
に
対
し
、
鉱
業
法
改
正

案
を
緊
急
案
件
と
し
て
送

付
し
た
。
わ
が
国
の
鉱
業

法
は
非
常
に
優
れ
て
い
る

一
方
で
、
投
資
が
当
初
の

見
通
し
を
下
回
っ
て
い
る

た
め
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　

08年
、
コ
レ
ア
大
統
領

は
鉱
業
開
発
の
促
進
を
目

的
と
し
た
鉱
業
法
改
正
お

よ
び
大
規
模
鉱
業
を
対
象

と
す
る
鉱
業
契
約
の
規
則

改
正
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
た
。
新
鉱
業
法
で
は
、

鉱
山
企
業
は
所
得
税
や
鉱

業
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の
ほ

か
、
政
府
と
合
意
し
た
ベ

ー
ス
価
格
を
超
え
た
売
上

高
に
対
し
て
は

70％
の
超

過
利
益
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、

12年

に
エ
ク
ア
ド
ル
政
府
は
超

過
利
益
税
の
課
税
時
期
の

延
期
と
、
鉱
業
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
ー
の
上
限
設
定
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
法
律
改
正
に

伴
い
鉱
業
契
約
な
ど
の
プ

ロ
セ
ス
が
非
常
に
長
引
い

て
お
り
、
鉱
業
法
の
改
正

検
討
以
降
、
エ
ク
ア
ド
ル

が
締
結
し
た
大
規
模
鉱
業

の
投
資
契
約
は
、
中
国
企

業
エ
ク
ア
・
カ
リ
エ
ン
テ

社
と
の
ミ
ラ
ド
ー
ル
銅
・

金
・
銀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

件
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
エ
ク
ア
ド
ル
に

は
、
そ
の
ほ
か
に
も

4つ

の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
中
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
カ
ナ
ダ
の
ダ
イ
ナ
ス

テ
ィ
ー
・
メ
タ
ル
ズ
・
ア

ン
ド
・
マ
イ
ニ
ン
グ
社
は

国
内
に

3カ
所
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
有
す
る
ほ
か
、

サ
モ
ー
ラ
金
・
銀
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
内
の

5鉱
区
で
小

規
模
鉱
業
と
し
て
の
開
発

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し

た
。本
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
、

1日
当
た
り

3
0
0㌧

ま

で
の
採
掘
が
可
能
で

3％

の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
が
課

さ
れ
る
が
、
超
過
利
益
税

は
対
象
外
と
さ
れ
る
。

　
企
業
に
よ
る
資
産
売
却

や
、（
鉱
業
契
約
を
め
ぐ

る
）
交
渉
の
長
期
化
は
、

国
に
よ
る
鉱
業
促
進
政
策

の
失
敗
を
表
し
て
い
る
。

例
え
ば
Ｉ
Ｎ
Ｖ
メ
タ
ル
ズ

社
は
、
イ
ア
ム
ゴ
ー
ル
ド

社（
本
社
＝
カ
ナ
ダ
）か
ら

キ
ム
サ
コ
チ
ャ
金
・
銀
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
買
収
し
た

一
方
、
イ
ア
ム
ゴ
ー
ル
ド

社
は
エ
ク
ア
ド
ル
国
内
の

資
産
を
売
却
し
、
撤
退
を

図
っ
た
。キ
ン
ロ
ス
社
は
、

フ
ル
タ
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ

金
・
銀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
し
、

11年

12月
の
暫
定

鉱
業
契
約
締
結
以
降
、
い

ま
だ
に
政
府
と
本
契
約
の

内
容
の
協
議
を
継
続
し
て

い
る
。（
リ
マ
・
岨
中
真
洋
）

鉱業法改正案

国会に提出
エクアドル政府

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版
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故
銅
は
下
落
。
市
中

相
場
は

1号
銅
線
で
キ

ロ

6

3

5―

6

4

5

円
、
新
切
黄
銅（
セ
パ
）

で
同

4
5
5―

4
6
5

円
、
黄
銅
削
り
粉
で
同

3
9
0

―

4
0
0円

ど
こ
ろ
。

　

12日
入
電
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相
場

は
前
日
か
ら

84㌦
安
の

7
0
3

6㌦
に
下
落
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｘ
の

6月
当
限
も

0・

0
4
6

㌦
安
の

3・

1
9
3㌦

と
な
っ

た
。
ま
た
、為
替
相
場
も
一
時
、

95円
台
ま
で
円
高
が
進
ん
だ
。

　
そ
れ
を
受
け
、
国
内
産
銅
建

値
は

12日
、
前
回
比
ト
ン

4万

円
安
の
同

72万
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー
の
原

料
購
買
価
格
も
、
前
回
比
キ
ロ

30円
安
の

4
6
7円

に
改
定
さ

れ
た
。

　
市
中
相
場
も
全
面
安
の
展
開

と
な
り
、
キ
ロ

20―

30円
ほ
ど

値
を
落
と
し
た
。
輸
出
向
け
黄

銅
系
品
種
も
、
為
替
安
も
あ
り

値
を
落
と
し
て
い
る
。

　
市
中
の
荷
動
き
も
相
場
急
落

を
受
け
、
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
。
扱

い
筋
で
は
「
価
格
の
問
い
合
わ

せ
が
く
る
だ
け
で
、
荷
は
動
か

な
い
」（
問
屋
筋
）
と
の
声
が
聞

か
れ
る
な
ど
、
市
中
は
様
子
見

と
な
っ
て
い
る
。

故銅は下落

名古屋

東京 大阪

2013年6月12日 　1.25スケア×４心 67 67

　２　〃　×２〃 56 56

　２　〃　×３〃 76 76

　２　〃　×４〃 93 93

◇ＰＥＷ

東京 大阪 東京 大阪 東京 大阪 東京 大阪 （ポリエステル銅線、

軽　圧　品 ◇アルミ棒 ◇線　ハ　ン　ダ 　60スケア×３心 2740 2740 キログラム当たり）

(仲間現金キロ当たり) 　(50㍉) 610 640 　錫40％1.0㍉ 1825 1825 ◇ＣＶＶ 　1.6㍉ 880 880

◇アルミ小板 ◇アルミ快削棒 　　　　1.6〃 1590 1590 （制御用ビニル絶縁 　1.0〃 900 900

　(99％以上)(400×1200㍉） 　Ａ2011Ｂ50㍉ 770 745 　錫50％1.0㍉ 2050 2050 　　ビニルシースケーブル） 　0.5〃 980 980

　1.0㍉ 550 500 ◇アルミ合金棒 (50㍉) 　　　　1.6〃 1915 1915 　２スケア×３心 99.7 99.7

　0.3㍉ 575 530 　Ａ2017Ｂ(17Ｓ) 735 750 　錫60％1.0㍉ 2260 2260 　２　〃　×４〃 132 132 貴　金　属 (6月12日)

◇アルミネームプレート板 　Ａ2024Ｂ(24Ｓ) 1065 1080 　　　　1.6〃 2045 2045 　２　〃　×６〃 185 185 　※卸し価格のみ税抜き

　(99.5％以上)(400×1200㍉） 　Ａ5056Ｂ(56Ｓ) 705 730 ◇ＶＶＲ 　問屋標準値

　0.3㍉ 585 570 ◇継目無アルミ管 電　線 （600Ｖビニル絶縁 （グラム当たり、Ｎはノミナル)

◇アルミ大板 　(60×５×5000㍉) 985 970 　(電材渡し価格、 　　ビニルシース丸形ケーブル） （午後２時半)

　 (99％以上)(1000×2000㍉） ◇継目無アルミ合金管 (60×５㍉) メートル当たり、定尺） 　８スケア×３心 300 300 ◇白　　　金 (99.95％以上)

　1.0㍉ 535 490 　Ａ5052Ｔ(52Ｓ) 1065 1095 ◇I　V 　14　〃　×３〃 480 480 　卸　し 4687 4687

　0.3㍉ 560 520 　Ａ5056Ｔ(56Ｓ) 1075 1095 （600Vビニル絶縁電線） 　22　〃　×３〃 720 720 　小売り 4937 4937

◇アルミ円板 　Ａ6063Ｔ(63Ｓ) 955 935 1.6㍉ 22.5 22.5 　38　〃　×３〃 1188 1188 　買い取り 4812 4812

　(99％以上) ◇アルミ合金標準形材 5.5スケア 62.0 62.0 　60　〃　×３〃 1846 1846 ◇パラジウム

　1.0㍉ 600 575 　(２×20×40㍉) 　14　〃 153 153 ◇ＶＶＦ 　卸　し 2390 2390

◇印刷用アルミ板 　Ａ6063(63Ｓ) 535 520 　38　〃 390 390 （600Ｖビニル絶縁 　小売り ― ―

　(0.3×1000×800㍉) ◇角　パ　イ　プ 530 570 ◇Ｃ　Ｖ 　　ビニルシース平形ケーブル） 　買い取り 2384 2384

　写真用 600 575 ◇ア　ル　ミ　条 （架橋ポリエチレン絶縁 　1.6㍉×２心 37 37 （午後４時)

◇アルミ合金板 　(１×1000㍉) 525 480 　　ビニルシースケーブル） 　2.0〃×２〃 68 68 ◇金 　（問屋価格）

　(1×1000×2000㍉) ◇アルミ合金条 (１×1000㍉) 　600Ｖ 　2.6〃×２〃 117 117 　卸　し 4308 4308

　Ａ6061Ｐ(61Ｓ) 1010 1055 　(52Ｓ) 585 500 5.5スケア×３心 220 220 　1.6〃×３〃 70 70 　小売り 4533 4533

　Ａ2017Ｐ(17Ｓ) 970 1015 ◇ア　ル　ミ　箔 (457×686㍉) 　８　〃　×３〃 290 290 　2.0〃×３〃 107 107 　買い取り 4450 4450

　Ａ5052Ｐ(52Ｓ) 605 630 　７ミクロン 1050 1005 　14　〃　×３〃 466 466 　2.6〃×３〃 165 165 （午後２時半)

◇カラーアルミ大板 　22　〃　×３〃 710 710 ◇銀 (99.95％以上、キロ当たり)

　(1000×2000㍉) 鉛錫製品 ◇CVT ◇VCT―F 　卸　し 70000 70000

　1.0㍉ 735 750 (キロ当たり) （CVトリプレックス） （300Vビニルキャブ 　小売り 73710 73710

　0.5㍉ 835 850 ◇鉛　　　管 　600Ｖ 　　タイヤ丸形コード) 　買い取り 69720 69720

◇アルミ線 (99％以上) 　排水管(30―100㍉) 910 910 　38スケア×３心 1143 1143 　0.75スケア×２心 27 27 （午後４時)

　0.8㍉ 730 705 ◇鉛　　　板 　60　〃　×３〃 1750 1750 　0.75　〃　×３〃 36 36 ◇メイプルリーフ金貨

　3.0㍉ 660 625 　1.0㍉ 545 545 　100〃　×３〃 2850 2850 　0.75　〃　×４〃 43 43 (1/4) (1/10)

◇アルミ合金線 (4.0㍉) 　1.5㍉ 525 525 　６ＫＶ 　1.25　〃　×２〃 40 40 　売 40238 16477

　Ａ5052Ｗ(52Ｓ) 920 885 　2.0㍉ 505 505 　38スケア×３心 1984 1984 　1.25　〃　×３〃 53 53 　買 35659 14450

(仲間店頭渡し、現金キロ当たり)

東京 大阪 名古屋
銅　小　板（365×1200㍉）
　　　　　　　　　2.0㍉ 1020 960 960
　　　　　　　　　0.3㍉ 1030 970 970
銅大板(1000×2000㍉)２㍉ 1220 1130 1130
銅　　　　　条　1.5×100㍉ 1010 940 940
銅　　　　　線　　　0.9㍉ 1080 1020 1020
銅　　　　　帯　６×50㍉ 1020 940 950
平　　角　　線　３×50㍉ 1250 1220 1215
銅　　　　　管　50×５㍉ 1200 1210 1190

銅　　　　　棒　　　25㍉ 1010 930 930

黄銅小板（365×1200㍉）
　　　　　　　　　2.0㍉ 825 785 795
　　　　　　　　　0.3㍉ 845 810 810
黄銅大板(1000×2000㍉)２㍉ 1035 965 975
黄　　　銅　　　線　６㍉ 1060 1045 1045
黄　銅　平　角　線 1260 1245 1240
黄　　銅　　条　１×100㍉ 830 775 785
黄　　銅　　管　50×５㍉ 1310 1400 1370

黄　　銅　　棒　25㍉快削 650 610 610
　　　　　　　　10㍉〃 660 620 620
　　　　　　　　５㍉〃 710 670 670
六　　　角　　　棒 25㍉ 680 640 640
四　　　角　　　棒 25㍉ 710 670 670
カドミレス(丸)　　25㍉ 710 670 670
カドミレス(六角)　25㍉ 740 700 700
鍛　　　造　　　用 25㍉ 690 650 650
ネ ー バ ル　　　25㍉ 790 750 750
高　　　　　　　力 25㍉ 790 750 750

リ ン 青 銅 板
一 般 用 1.0㍉ 1610 1610 1625

0.5㍉ 1645 1650 1660

バ ネ 用 1.0㍉ 1850 1870 1850

リ ン 青 銅 棒 25㍉ 1830 1830 1845

リ ン 青 銅 線 3.0㍉ 1780 1790 1815

洋 白 板
一 般 用 　1.0㍉ 1560 1590 1605

　　　　　　　　　　0.5㍉ 1595 1650 1665

バ ネ 用 1.0㍉ 1870 1890 1920

関東故銅
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2013年6月12日

仲間現金（数量規模１㌧以上、持ち込み価格） 地方向け原料買入価格
（東名は組合発表ベース）

(キロ当たり円) 東京 大阪 名古屋 富山 北九州 札幌 東京 大阪 名古屋

１ 号 銅 線 650 635 640 637 627 631 600 570 550
２ 号 銅 線 ― 588 594 591 592 ― ― 500 515
上　銅（新切れ） 630 600 615 612 592 615 595 550 540
　〃　（普　通） 609 ― 595 592 557 ― 580 520 530
並 銅 593 572 577 574 558 573 560 490 480
下銅（製錬向け） 574 542 561 558 537 554 515 460 455
銅削り粉（純銅） 574 551 564 561 543 554 525 475 450
銅 滓 （ 30％ ） 25 25 25 ― 23 ― 15 15 14

１ 号 薬 き ょ う 396 ― ― ― ― ― 360 ― ―
２ 号 　 　 〃 　 　 386 ― ― ― ― ― 350 ― ―
新切黄銅（セパ） 474 463 462 457 463 459 415 360 330
　〃（コーペル） 403 400 395 395 392 388 370 350 320
新 黄 銅 棒 コ ロ 403 400 394 ― 392 388 365 345 315
黄 銅 削 り 粉 400 395 392 389 387 385 360 340 310
交差（半銅）ラジ 333 327 340 335 318 ― 290 340 275
黄 銅 鋳 物 ― 390 390 388 379 ― ― 295 280
込 み 黄 銅 390 390 390 390 385 ― 290 285 270

上 青 銅 鋳 物 ― 490 481 478 481 ― ― 400 410
並 　 　 〃 　 　 479 477 471 470 469 459 410 395 400
上 青 銅 鋳 物 削 粉 ― 482 476 474 474 ― ― 400 400
並 　 　 〃 　 　 463 472 461 459 464 443 405 395 395
新 切 リ ン 青 銅
　　〃　伸銅向け 662 ― 638 634 ― ― 595 ― 455
　　〃　青銅向け ― 632 604 599 629 ― ― 445 440
　 　 〃 　 削 り 粉 517 509 490 486 490 ― 435 420 405
洋 白 （ ば ね 材 ） 514 514 512 509 510 ― 412 405 410
　〃　（かぎ材） 329 329 335 333 324 ― 334 355 320

新 切 亜 鉛 85 85 88 83 83 ― ― ― ―
合 金 亜 鉛 60 60 63 58 59 ― ― ― ―
亜 鉛 ド ロ ス 62 73 62 ― 53 ― ― ― ―
上 鉛 147 136 132 132 132 ― ― ― ―
電 池 巣 鉛 127 ― ― ― ― ― ― ― ―
活 字 鉛 135 135 130 130 ― ― ― ― ―

ア ル ミ 電 線 １ 級 171 170 171 162 165 ― 110 110 112
新 切 ア ル ミ １ 級 152 153 153 148 147 139 100 100 102
　　　〃　　２級 137 138 138 ― ― ― 90 90 82
Ａ サ ッ シ 152 153 153 148 148 ― 100 100 97
印 刷 板 157 158 158 148 ― ― 100 100 100
一 品 合 金 144 142 ― 137 ― ― 95 95 ―
合 金 ア ル ミ 新 138 140 136 ― 135 128 85 85 85
新 機 械 鋳 物 152 152 ― 142 ― 137 95 95 ―
ホイール(ミックス) 139 140 138 ― ― 130 97 97 95
機 械 鋳 物 ア ル ミ 123 124 124 122 119 109 80 80 80
Ｂサッシ(プレス物) 121 121 121 ― ― 114 78 78 81
合 金 削 り 粉 94 95 94 96 95 86 65 65 67
込 み ガ ラ 101 101 98 101 96 89 65 65 72
缶 プ レ ス （ Ａ ） 109 112 111 ― ― 99 65 65 82
アルミ缶（バラ） 89 92 91 92 ― 82 55 55 69

調べ　印は上げ　は下げ　※いずれも本体価格のみ

伸　銅　品

2013年6月12日

地 金 東 京 大 阪 名 古 屋 北 陸 九 州 北 海 道

(現　金) (現　金) (現　金) (現　金) (現　金) (現　金)

(キロ当たり円) 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値

電 気 銅 709 704 707 702 707 702 707 702 707 702 709 704
電 気 亜 鉛 211 205 211 205 211 205 211 205 211 205 211 205
蒸 留 亜 鉛 202 196 202 196 202 196 202 196 202 196 202 196
ダ イ カ ス ト 亜 鉛 241 235 241 235 241 235 241 235 241 235 241 235
再 生 ダ イ カ ス ト
（ 亜 鉛 ２ 種 相 当 ） 176 170 176 170 176 170 176 170 176 170 ― ―
再 生 亜 鉛 上 丁 154 148 154 148 154 148 154 148 154 148 ― ―
電 気 鉛 269 266 269 266 269 266 269 266 269 266 269 266
再 生 鉛 特 号 257 252 261 256 261 256 261 256 261 256 ― ―

　　　　　１号 244 239 250 240 250 240 250 240 250 240 ― ―
　　　　　３号 246 242 255 251 255 251 255 251 255 251 ― ―

錫 １ 号 2160 2110 2160 2110 2160 2110 2160 2110 2160 2110 2160 2110

ア ン チ モ ン 1190 1140 1190 1140 1190 1140 1190 1140 1190 1140 1190 1140
ニ ッ ケ ル 溶 解 用 1550 1500 1550 1500 1550 1500 1550 1500 1550 1500 1550 1500
　 　 　 め っ き 用 1600 1550 1600 1550 1600 1550 1600 1550 1600 1550 1600 1550
コ バ ル ト 3900 3500 3900 3500 3900 3500 3900 3500 3900 3500 ― ―
セ レ ン 7200 6600 7200 6600 7200 6600 7200 6600 7200 6600 ― ―
ビ ス マ ス 2250 2050 2250 2050 2250 2050 2250 2050 2250 2050 2250 2050
カ ド ミ ウ ム 440 390 440 390 440 390 440 390 440 390 ― ―
イ ン ジ ウ ム 56000 51000 56000 51000 56000 51000 56000 51000 56000 51000 ― ―
水 銀 （ フ ラ ス コ ） 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000

マグネシウム(中国産) 260 240 260 240 260 240 260 240 260 240 260 240
マ グ ネ シ ウ ム 合 金 310 290 310 290 310 290 310 290 310 290 310 290

ア ル ミ 地 金 99 . 7％ 227 223 225 220 225 220 225 220 225 220 227 223

ア ル ミ 二 次 地 金
99 ％ 223 218 223 218 223 218 224 219 219 214 ― ―
97 ％ 220 215 220 215 220 215 221 216 215 210 217 212

90 ％ 208 203 208 203 208 203 208 203 203 198 201 196

脱 酸 用 94％ Ｂ 塊 220 215 221 216 218 213 218 213 221 216 ― ―
二次合金地金（小口）

ＡＤ12.1 312 307 308 303 308 303 308 303 ― ― ― ―
鋳物用ＡＣ２Ｂ 335 330 332 327 331 326 331 326 ― ― ― ―

ハンダ錫 60％ 1795 1765 1775 1735 1775 1735 1775 1735 1775 1735 1795 1765

50％ 1590 1560 1570 1520 1570 1520 1570 1520 1570 1520 1590 1560

40％ 1375 1345 1420 1360 1420 1360 1420 1360 1420 1360 1375 1345

減摩合金 １種 2595 2570 2590 2560 2590 2560 2590 2560 2590 2560 2595 2570

２種 2535 2505 2530 2500 2530 2500 2530 2500 2530 2500 2535 2505
４種 2180 2150 2175 2150 2175 2150 2175 2150 2175 2150 2180 2150

青銅合金地金

CACIn402 895 885 875 865 870 860 895 885 ― ― ― ―
　〃　　403 925 915 925 915 925 915 935 925 925 915 ― ―
　〃　　406 765 755 740 730 730 720 755 745 730 720 ― ―
　〃　　407 850 840 830 820 825 820 840 830 ― ― ― ―

調べ　印は上げ　は下げ　※いずれも本体価格のみ

　　　　 　　調べ

印は上げ　▼は下げ

※いずれも本体価格のみ

建　値
（月間平均）

近畿青銅会標準販価 6月1日発表

金（12日) 4,297 電気錫(99.995％以上) 3,350 3,380 CACIn401 800 CACIn406 865 YBSC３種 680

銀（12日) 68,910 インジウム(大口) 53,000 　　〃　　402 960 　　〃　　407 905 LBC３種 965

◇山元故銅買値（99％） 570 　　〃　　403 1005 PBC２種 1025

（単位：キロ当たり円、金のみグラム当たり円）

6月 平均

電気銅 720 738.000

電気鉛 273 276.000

電気亜鉛 220 226.300
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今
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銅
建
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よ
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替
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く
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が
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5―

4
8
5

円
が
接
点
と
な
っ
た
。

　
青
銅
合
金
地
金

は
キ
ロ

40円
の
気

配
安
。
市
中
相
場

は
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｉ
ｎ

4

0
2種

で

8
6
5

―

8
7
5円

、
同

3種

9

1
5―

9
2
5円

、
同

6

種

7
3
0―

7
4
0円

、

同

7種

8
2
0―

8
3
0

円
あ
た
り
。

　
指
標
の
銅
建
値
が

12

日
、
ト
ン

72万
円
に

4万

円
値
下
げ
さ
れ
た
。
海
外

相
場
の
続
落
や
、
円
高
進

行
が
響
い
た
も
の
で
、

4

月
末
の
年
初
来
安
値
に
顔

を
合
わ
せ
た
。

　
こ
の
建
値
下
落
は
、
さ

す
が
に
鋳
物
用
銅
合
金

（
角
丁
）メ
ー
カ
ー
の
販
売

姿
勢
を
軟
化
さ
せ
た
。
当

地
区
で
は
前
月
以
来
、「
多

少
の
建
値
変
更
で
は
売
値

を
改
定
せ
ず
、
翌
月
調
整

し
た
い
」
と
さ
れ
、
事
実

7日
の
建
値

2万
円
下
げ

で
も
、
原
料
が
慢
性
的
な

品
薄
を
背
景
に
安
値
入
手

難
と
し
て
据
え
置
か
れ
て

い
た
。
し
か
し
今
回
は
下

げ
幅
が

4万
円
と
大
き
か

っ
た
こ
と
に
加
え
、
月
初

か
ら
計

6万
円
値
下
が
り

し
た
こ
と
で
「
や
む
な
く

売
り
腰
を
緩
め
る
し
か
な

い
」（
大
手
角
丁
メ
ー
カ

ー
）
と
い
う
状
況
。
た
だ

「
引
き
合
い
は
依
然
、
低

調
」（
大
手
角
丁
メ
ー
カ

ー
）
と
さ
れ
る
。

　

12日
の
関
東
地
区
故
銅

市
況
は
、
キ
ロ

26―

35円

の
全
面
安
。
海
外
銅
相
場

の
続
落
と
為
替
の
円
高
ド

ル
安
を
受
け
、

6月
積
み

銅
建
値
が
ト
ン

4万
円
安

の

72万
円
に
改
定
さ
れ
た

こ
と
を
映
し
た
。
建
値
は

5月

2日
以
来
の
安
値
。

月
初
の

78万
円
か
ら
は

6

万
円
下
落
し
、
月
中
平
均

値
は

2万

6
0
0
0円

切

り
下
が
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
中
価

格
も
大
幅
安
。
銅
、黄
銅
、

輸
出
系
に
か
か
わ
ら
ず
品

薄
感
が
強
い
が
、「
建
値
と

在
庫
評
価
の
下
落
に
は
か

な
わ
な
い
」（
都
内
の
直
納

筋
）
と
し
て
、
指
し
値
を

大
幅
に
切
り
下
げ
た
買
い

手
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、

市
中
発
生
は
急
速
に
細
っ

て
お
り
、
今
後
の
集
荷
難

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
た
。

　
現
地

11日
の
ロ
ン
ド
ン

金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

銅
現
物
は
、
新
興
国
・
資

源
国
の
株
式
下
落
を
嫌
気

し
、
前
場
売
値
（
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
）
が

4営
業
日
連

続
で
下
落
。
前
日
比
ト
ン

84㌦
安
の

7
0
3
6㌦

と

な
り
、

6週
ぶ
り
の
安
値

を
付
け
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
品
取

引
所
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
の

6月
当
限
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

は
前
日
比
ポ
ン
ド

0・

0

4
6㌦

安
の

3・

1
9
3

0㌦
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
先
物
の
時

間
外
取
引
に
あ
た
る
Ｎ
Ｙ

カ
ー
ブ
は
、

7
0
6
2―

7
0
6
5㌦

と
中
心
値
で

99・

5㌦
切
り
下
が
っ
た
。

　

12日
の
東
京
為
替
Ｔ
Ｔ

Ｓ
は
前
日
比

2・

34円
高

の

1㌦
＝

97・

46円
に
急

騰
。

4月

4日
以
来
の
円

高
水
準
と
な
っ
た
。
海
外

相
場
と
Ｔ
Ｔ
Ｓ
か
ら
計
算

し
た
銅
地
金
の
輸
入
採
算

値
は
約

72万
5
0
0
0

円
。

　
銅
系
品
種
は
建
値
下
落

幅
の

8掛
け
に
あ
た
る

32

円
下
落
。
市
中
相
場
は

1

号
銅
線

6
4
5―

6
5
5

円
、
新
切
上
銅（
無
酸
素
）

6
2
5―

6
3
5円

、
並

銅

5
9
0―

6
0
0円

、

下
銅
（
製
錬
向
け
）

5
7

0―

5
8
0円

あ
た
り
と

な
っ
た
。

1号
銅
線
は
、

「

6
5
0円

か
ら
唱
え
て

い
く
」（
大
手
直
納
筋
）と
、

前
日
ま
で
の

7
0
0円

前

後
か
ら
大
幅
に
下
げ
た
買

い
手
も
少
な
く
な
い
。
た

だ
、
集
荷
不
足
の
一
部
直

納
筋
に
は
、
売
り
手
に
従

っ
て

6
6
0円

以
上
の
高

値
も
残
り
そ
う
だ
。

　
黄
銅
系
は
日
本
伸
銅
の

原
料
買
値
が

30円
安
の

4

6
7円

に
な
っ
た
こ
と
に

ス
ラ
イ
ド
。
新
切
黄
銅
セ

パ

4
6
5―

4
7
5円

、

黄
銅
削
り
粉

3
9
5―

4

0
5円

あ
た
り
と
な
っ

た
。「
削
り
粉
は

4
0
0円

中
心
に

5―

10㌧
ま
と
ま

る
と

4
1
0円

ま
で
」（
直

納
筋
）と
い
っ
た
相
場
観
。

　
青
銅
系
は

26円
安
。
並

青
銅
鋳
物

4
7
5―

4
8

5円
、新
切
リ
ン
青
銅（
伸

銅
向
け
）

6
5
5―

6
6

5円
ど
こ
ろ
。

関
西

25―

32円
底

割
れ

http
://w

w
w
.jap
anm
etal.com

/
koud

oku.htm
l

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み



（第３種郵便物認可）（11） 2013年（平成25年）　６月13日　　木曜日非鉄

長榮会長

リ
フ
ォ
ー
ム
注
力

建
材
・
住
設
産
業
協
会

11年
度
小
売
業

行
政
指
導

219件
経
産
・
環
境
省

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　
経
済
産
業
省
と
環
境
省

は

11日
、

2
0
1
1年

度

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特

定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化

法
）
に
基
づ
く
小
売
業
者

へ
の
立
入
検
査
実
施
状
況

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
今
回
は

5
0
3件

の
立
ち
入
り
検
査
（
事
業

者
ベ
ー
ス
）
を
行
い
、

2

1
9件

の
指
導
を
行
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
指
導
事
項
と
し
て
は
、

「
特
定
家
庭
用
機
器
廃
棄

物
管
理
票
の
取
扱
」

2
3

0件
、「
収
集
・
運
搬
の
委

託
」

36件
、「
収
集
・
運
搬

料
金
の
公
表
」

46件
、「
保

管
」

49件
、「
引
渡
義
務
」

10件
、「
そ
の
他
」

55件
と

な
り
、
合
計

4
2
6件

を

指
摘
。
指
導
件
数
に
つ
い

て
は
、
同
一
事
業
者
に
複

数
指
導
も
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
立
ち
入
り
検
査

結
果
の
指
導
を
上
回
っ
て

い
る
。

　
主
な
指
導
内
容
に
つ
い

て
は
、
管
理
票
の
記
載
漏

れ
、
排
出
者
へ
管
理
票
写

し
交
付
の
徹
底
、
管
理
票

保
管
期
間
の
指
導
ほ
か
、

委
託
契
約
書
に
再
委
託
禁

止
事
項
付
記
、
保
管
の
適

正
化
お
よ
び
盗
難
防
止
措

置
を
講
じ
る
な
ど
、
各
項

目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
指

摘
し
た
。

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

は
、
廃
家
電

4品
目
（
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
電
気

冷
蔵
冷
凍
庫
・
電
気
洗
濯

衣
類
乾
燥
機
）に
つ
い
て
、

消
費
者
に
よ
る
適
正
な
排

出
、
小
売
業
者
に
よ
る
消

費
者
か
ら
の
引
取
お
よ
び

製
造
業
者
へ
の
引
き
渡

し
、
製
造
業
者
に
よ
る
指

定
引
取
場
所
に
お
け
る
小

売
業
者
か
ら
の
引
き
取
り

お
よ
び
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
再
商

品
化
を
そ
れ
ぞ
れ
推
進
。

両
省
で
は
、
今
後
も
立
ち

入
り
検
査
な
ど
を
行
い
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
適

切
な
施
行
を
図
っ
て
い

く
。

　
住
友
電
気
工
業

（

6月

19日
付
）

　《
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ

ム
事
業
本
部
》

　
▽
住
友
電
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
［
社
長
］（
住
友
電
工
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ス
）
赤
塚
真
幸

あ
い
さ
つ
す
る
小
林
会
長

定
時
総
会

定
時
総
会

　
空
調
配
管
な
ど
の
低
温
溶

接
材
料
メ
ー
カ
ー
大
手
、
東

洋
溶
材
（
本
社
＝
東
京
都
板

橋
区
）
の

2代
目
社
長
に
先

月
就
任
し
た
。「
お
客
の
要
求

に
、
で
き
な
い
と
は
言
わ
な

い
」と
の
強
い
意
志
の
も
と
、

現
業
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い

経
営
方
針
を
掲
げ
る
。

　
同
社
は

1
9
6
6年

創
業

で
、
金
属
配
管
溶
接
に
使
う

銀
ろ
う
や
リ
ン
銅
ろ
う
な
ど

の
溶
接
棒
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
を

製
造
販
売
し
て
い
る
。
協
力

会
社
に
銅
管
加
工
の
ダ
イ
ト

ー
や
銅
継
手
の
桜
井
製
作

所
、
切
削
加
工
の
木
村
製
作

所
な
ど
が
あ
り
、
ダ
イ
ト
ー

は
社
長
を
兼
務
。
空
調
や
冷

凍
・
冷
蔵
機
器
の
熱
交
換
器

周
り
の
部
材
を
一
貫
調
達
、

加
工
し
て
販
売
で
き
る
の
が

強
み
。

　
近
年
は
圧
着
に
よ
る
接
合

も
増
え
て
お
り
、

溶
材
需
要
自
体
は

縮
小
傾
向
。
し
か

し
、「
少
量
受
注
生

産
の
空
調
機
器
な

ど
で
は
、
溶
接
ニ

ー
ズ
は
な
く
な
ら

な
い
」。

8
0
0件

近
い
取
引
先
に
対

し
、
カ
ド
ミ
レ
ス

な
ど
環
境
対
応
製
品
も
含
め

た
豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

と
、
小
口
対
応
を
続
け
て
い

け
ば
、
生
き
残
れ
る
と
み
て

い
る
。

　
た
だ
、
成
長
し
て
い
く
た

め
に
は
、
企
業
の
付
加
価
値

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
も
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ユ

ー
ザ
ー
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

金
属
以
外
の
資
材
・
部
品
な

ど
で
も
取
り
あ
え
ず
調
達
ル

ー
ト
を
探
り
、
事
業
化
の
可

能
性
を
検
証
。
実
際
、
樹
脂

製
品
で
新
規
事
業
に
な
っ
た

も
の
も
あ
る
。
廃
業
す
る
加

工
業
者
か
ら
の
事
業
継
承
要

請
も
年
々
増
え
て
お
り
、
こ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
も
前
向
き

に
対
応
す
る
。

　
同
社
の
溶
接
棒
は「
赤
箱
」

が
目
印
で
、
ユ
ー
ザ
ー
業
界

に
浸
透
し
て
い
る
。
溶
接
業

界
の
活
性
化
と
、
赤
箱
の
ネ

ー
ム
バ
リ
ュ
ー
向
上
を
視
野

に
「
低
温
溶
接
技
術
を
身
に

着
け
る
た
め
の
研
修
施
設
を

作
り
た
い
」と
の
夢
を
語
る
。

数
千
万
円
は
か
か
る
と
思
う

が
、「
業
界
と
会
社
に
と
っ

て
、将
来
的
な
価
値
が
あ
る
」

と
確
信
す
る
。

　
（
田
島

義
史
）

　
▽
村
本
光
繁
（
む
ら
も
と

・
み
つ
し
げ
）
氏
＝

87年
中

央
工
学
校
卒
、
桜
井
製
作
所

に

3年
間
勤
め
、
東
洋
溶
材

入
社
。

03年
取
締
役
、

13年

5月
社
長
。

07年
か
ら
ダ
イ

ト
ー
社
長
も
兼
務
。
昔
は
サ

ー
フ
ィ
ン
に
没
頭
し
た
が
、

最
近
は
ゴ
ル
フ
や
庭
の
手
入

れ
、
熱
帯
魚
の
世
話
に
休
み

を
費
や
す
。

68年

2月

16日

生
ま
れ
、
東
京
都
出
身
。

阪急電鉄

新
車
両
に
今
秋
採
用

ア
ル
ミ
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
構
造

　
▼

13年
の
亜
鉛
需
給
予

測
（
Ｉ
Ｌ
Ｚ
Ｓ
Ｇ
主
任
予

測
統
計
官
ポ
ー
ル
ホ
ワ
イ

ト
氏
に
よ
る
発
表
）

　
①
亜
鉛
＝
鉱
山
生
産
量

―
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
南
米

で
増
産
、
カ
ナ
ダ
は
大
幅

減
―

　

13年
の
鉱
山
生
産
量

は
、
対
前
年
比

2・

3％

増
の

1
3
9
2万

㌧
と
予

想
し
た
。
中
国
は
対
前
年

比

4・

7％
増
で
過
去
数

年
間
と
比
較
す
る
と
緩
や

か
な
増
加
と
な
る
。
ア
フ

リ
カ
で
は
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ

ソ
の
ペ
ル
コ
ア
鉱
山
、
イ

ン
ド
で
は
カ
ヤ
ー
ル
鉱

山
、
メ
キ
シ
コ
で
は
ベ
ラ

ル
デ
ナ
鉱
山
が
生
産
を
開

始
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
増
産
が
予

想
さ
れ
る
。一
方
、カ
ナ
ダ

で
は
エ
ク
ス
ト
ラ
ー
タ
の

ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
お
よ

び
パ
ー
サ
バ
ラ
ン
サ
鉱
山

が
埋
蔵
量
の
枯
渇
に
よ
り

閉
山
と
な
る
影
響
で
同
比

28％
の
大
幅
減
と
な
る
と

予
測
し
た
。

　
②
亜
鉛
＝
地
金
生
産
量

―
中
国
で
大
幅
増
産
―

　

13年
の
製
錬
で
の
亜
鉛

地
金
生
産
は
対
前
年
比

5

・

2％
増
の

1
3
2
5万

㌧
と
予
想
し
、
中
国
で
同

比

9・

7％
増
と
な
る
こ

と
が
主
因
で
あ
る
。
欧
州

で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ル

ト
・
ベ
ズ
メ
製
錬
所
が
再

開
さ
れ
た
影
響
で
対
前
年

比

1・

9％
増
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
は

ラ
・
オ
ロ
ヤ
製
錬
所
が

12

年
第

4四
半
期
に
操
業
を

再
開
し
た
こ
と
か
ら
増
産

と
な
り
、
豪
州
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
韓

国
、
ペ
ル
ー
で
も
増
産
が

予
想
さ
れ
る
。

　
③
亜
鉛
＝
地
金
消
費
量

―
中
国
は

5・

2％
の
増

加
に
転
じ
る
―

　

13年
の
亜
鉛
地
金
消
費

量
は
、
対
前
年
比

5・

2

％
増
の

1
2
9
8万

㌧
と

予
想
し
た
。
中
国
は

12年

に
は
消
費
量
が
減
少
し
た

が
、

13年
は
同
国
の
中
部

お
よ
び
西
部
地
方
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
、
自

動
車
、機
械
、家
電
製
品
部

門
で
の
増
産
に
よ
っ
て
、

消
費
量
が
対
前
年
比

6・

8％
増
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、台
湾
、タ
イ
、
ト
ル
コ

と
い
っ
た
ア
ジ
ア
の
他
の

国
々
で
も
消
費
量
が
増
加

す
る
と
予
測
し
た
。
ま
た

欧
州
は
継
続
す
る
財
政
難

の
影
響
で
、
消
費
量
は
同

比

1・

7％
増
と
微
増
に

と
ど
ま
る
。
米
国
は
、
建

設
活
動
の
回
復
や
自
動
車

生
産
量
の
好
調
に
よ
り
、

同
比

2・

9％
増
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
④
亜
鉛
＝
世
界
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
―
供
給
過
剰
が

継
続
―

　
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
、

13

年
も
供
給
過
剰
が
続
き
、

過
剰
幅
は

27万

3
0
0
0

㌧
と
予
想
し
た
。

　
⑤
亜
鉛
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫

と
価
格
―
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
、

70％
が
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

―　
Ｌ
Ｍ
Ｅ
の
在
庫
量
は

12

年

11月
か
ら
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
現
在

の

1
1
0万

㌧
と
い
う
在

庫
量
は
歴
史
的
に
み
る
と

高
い
数
値
で
あ
る
。
し
か

し
、
う
ち
約

70％
が
ニ
ュ

ー
オ
リ
ン
ズ
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
倉

庫
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

在
庫
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関

し
て
は
疑
問
が
残
る
。
Ｓ

Ｈ
Ｆ
Ｅ
の
在
庫
量
は

13年

の
初
め
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。

　
亜
鉛
価
格
に
関
し
て

は
、
過
去

6カ
月
間
は

1

8
7
0―

2
1
7
0㌦

で

推
移
し
て
い
た
が
、
こ
こ

2週
間
で
急
な
値
下
が
り

が
あ
り
、
現
時
点
の
価
格

は

1
8
4
5㌦

と
な
っ
て

い
る
。

阪神環境システム貴金属用溶解炉を導入
今
秋
め
ど
、
自
社
で
再
精
錬

希土類（レアアース）価格希土類（レアアース）価格

（ＣＩＦ日本、純分99％、

キロ当たりドル）

6月12日 5月平均

酸化ランタン 8.00 9.07

酸化セリウム 8.00 9.07

酸化プラセオジム 75.50 77.40

酸化ネオジム 62.50 67.40

酸化サマリウム 20.50 21.45

酸化ユウロピウム 950.50 1195.74

酸化テルビウム 800.50 1038.60

酸化ジスプロシウム 520.50 590.02

酸化イットリウム 24.50 27.98

金属ネオジム 82.00 87.86

金属ジスプロシウム 690.00 759.52

金属プラセオジム･ 79.00 82.05

ネオジム

国際地金価格換算国際地金価格換算 6月12日

（トン当たり）

ＬＭＥセツル 日本円換算 理論輸入採算値

◎銅Ａグレード 7,036.00㌦ 685,728円 725,013円

◎アルミＨＧ 1,848.50㌦ 180,154円 190,963円

◎錫ＨＧ 20,600.00㌦ 2,007,676円 2,057,676円

◎鉛 2,129.00㌦ 207,492円 247,492円

◎亜鉛ＳＨＧ 1,833.00㌦ 178,644円 221,644円

◎外為ＴＴＳ 97.46（円、三菱東京ＵＦＪ銀行）

日刊産業新聞 13.6.13

村本村村本本 光繁氏光光繁繁氏氏
東洋溶材

柔
軟
な
小
口
対
応
強
み

　
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
阪
神
環
境
シ
ス
テ
ム
（
本
社
＝
大
阪
市
住
之
江
区
、中
道
史
和
社
長
）

は
、
今
秋
を
め
ど
に
貴
金
属
精
錬
用
の
溶
解
炉
を
導
入
す
る
。
自
社
で
前
処
理
し
た
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
精
錬
す
る
の
が
目
的
で
、
貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
貫
生
産
に
乗
り
出
す
。
今
春
に
は
別

ヤ
ー
ド
に
新
た
な
解
体
工
場
も
完
成
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
処
理
能
力
を
強
化
さ
せ
て
い
る
。

四
条
畷

ヤ
ー
ド
　解
体
工
場
も
全
面
改
築

　
報
告
者
＝
ロ
ン
ド
ン

事
務
所

北
野
由
佳

カカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッックククククククククククスススススススススススカカレレンントトトトピピッッククスス

資資源源情情報報セセンンタターー

石石油油天天然然ガガスス・・金金属属鉱鉱物物資資源源機機構構

亜亜鉛鉛生生産産、、アアフフリリカカ・・南南米米でで増増

中国の消費、一転増

―
市
場
動
向
に
つ
い
て
の
講
演
報
告
―

1133年年
春春

季季
国国

際際
鉛鉛

亜亜
鉛鉛

研研
究究

会会
②②

表3.亜鉛の鉱山・地金生産および地金消費量
(単位：1000㌧)

区分

鉛：鉱山生産量 鉛：地金生産量 鉛：地金消費量

12年 13年 12年 13年 12年 13年

実績 予想 実績 予想 実績 予想

欧州 1,042 1,067 2,414 2,460 2,353 2,393

アフリカ 301 356 165 164 152 164

南北米 3,975 3,872 1,853 1,922 1,690 1,757

アジア 6,779 7,099 7,664 8,190 7,931 8,441

(うち中国) 4,930 5,160 4,829 5,295 5,291 5,650

オセアニア 1,518 1,530 501 517 213 225

世界計 13,615 13,924 12,597 13,253 12,339 12,980

表4. 世界の亜鉛需給バランス
(単位：1000㌧)

区分
10年 11年 12年 13年 増減 増減

実績 実績 実績 予想 12/11比 13/12比

亜鉛供給合計 12,878 13,129 12,597 13,253 4.1% 5.2%

亜鉛消費合計 12,638 12,765 12,339 12,980 3.3% 5.2%

需給バランス 240 364 258 273

　
半
導
体
や
半
導
体
製
造

装
置
関
連
の
国
際
工
業
会

で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
本
部

＝
米
国
）
は

11日
、

2
0

1
3年

1―

3月
期
の
世

界
半
導
体
製
造
装
置
出
荷

額
が
、
前
年
同
期
比

32％

減
の

73億

1
0
0
0万

㌦

だ
っ
た
と
発
表
し
た
。

12

年

10―

12月
期
の

67億

9

0
0
0万

㌦
か
ら
は

8％

改
善
し
た
も
の
の
、
依
然

と
し
て
低
迷
が
続
い
た
。

地
域
別
で
は
台
湾
を
除
く

す
べ
て
の
地
域
で
減
少

し
、
特
に
韓
国
は
前
年
同

期
比

74％
と
落
ち
込
み
が

大
き
か
っ
た
。

　
半
導
体
メ
ー
カ
ー
が
集

積
す
る
最
大
の
需
要
地
域

で
あ
る
台
湾
は
、

60％
増

の

28億

3
0
0
0万

㌦
。

世
界
的
に
需
要
が
低
迷
す

る
中
、
堅
調
さ
を
維
持
し

た
。

　
一
方
、
前
年
同
期
に

33

億

2
0
0
0万

㌦
で
首
位

だ
っ
た
韓
国
は
、

8億

6

0
0
0万

㌦
に
大
幅
減
。

次
い
で
多
か
っ
た
北
米

も
、

33％
減
の

15億

3
0

0
0万

㌦
に
落
ち
込
ん

だ
。
ほ
か
の
地
域
も
、
日

本
が

45％
減
の

7億

1
0

0
0万

㌦
、
中
国
が

23％

減
の

5億

5
0
0
0万

㌦
、
欧
州
が

54％
減
の

3

億

8
0
0
0万

㌦
と
、
軒

並
み

2桁
の
マ
イ
ナ
ス
。

　
た
だ
、

13年

1―

3月

期
の
受
注
額
は

23％
減
の

77億

8
0
0
0万

㌦
と
出

荷
額
を
上
回
り
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
改
善
の
兆
し

も
見
ら
れ
た
。

　
同
社
は
貴
金
属
・
非
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
回
収
・
解

体
・
販
売
か
ら
、
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
業
ま
で
幅
広

く
手
掛
け
て
い
る
。
貴
金

属
部
門
で
は
工
業
用
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
か
ら
金
・
銀

・
プ
ラ
チ
ナ
・
パ
ラ
ジ
ウ

ム
を
回
収
し
て
お
り
、
月

間
売
上
高
は

1億
数
千
万

円
。

　
溶
解
炉
を
設
置
す
る
の

は
、
本
社
ヤ
ー
ド
内
に
あ

る
貴
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

解
体
工
場
。

1チ
ャ
ー
ジ

50㌔
㌘
規
模
の
乾
式
ガ
ス

炉
を
導
入
し
、
自
社
で
前

処
理
し
た
貴
金
属
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
溶
解
・
精
錬
す
る
。

今
後
は
設
備
設
計
と
投
資

額
を
見
積
も
り
、
今
秋
に

は
稼
働
さ
せ
た
い
意
向
。

　
同
社
は
本
社
の
ほ
か
、

解
体
車
両
置
き
場
の
大
阪

南
港
と
、
大
阪
府
四
條
畷

市
に
も
ヤ
ー
ド
を
持
つ
。

四
條
畷
ヤ
ー
ド
で
は
、
本

社
で
前
処
理
し
た
貴
金
属

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
さ
ら
に
精

密
に
選
別
・
解
体
し
て
い

た
が
、
増
加
す
る
扱
い
数

量
に
対
応
す
る
た
め
工
場

を
全
面
改
築
し
、
今
春
に

完
成
し
た
。
工
事
は
建
築

事
業
を
手
掛
け
る
グ
ル
ー

プ
会
社
の
三
輝
（
大
阪
市

北
区
）
が
担
当
し
た
。

　
ま
た
本
社
ヤ
ー
ド
で

も
、
今
年
に
入
っ
て
貴
金

属
用
の
粉
砕
機
を
新
規
導

入
す
る
な
ど
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
炉
前
加
工
の
精
度
を

上
げ
て
い
き
、
自
社
で
リ

サ
イ
ク
ル
精
錬
を
行
え
る

体
制
が
整
っ
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
能
力
増
強
や
新
事

業
に
つ
い
て
、
中
道
社
長

は
「
攻
め
の
先
行
投
資
」

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　
同
社
は
「
阪
神
オ
ー
ト

リ
サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
パ
ン
」

と
し
て
、
自
動
車
解
体
を

主
業
務
と
し
て
い
た
が
、

金
属
く
ず
商
（
大
阪
府
公

安
委
員
会
認
可
）
の
認
可

を
取
得
し
た

2
0
1
1年

11月
に
「
マ
テ
リ
ア
ル
事

業
部
」
を
立
ち
上
げ
、
貴

金
属
・
非
鉄
原
料
の
扱
い

を
多
角
的
に
行
っ
て
い

る
。

半
導
体
製
造
装
置

出
荷
額

32％
減

１
―
３
月
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

　
日
本
伸
銅
は

12日
、
当

面
の
黄
銅
削
り
粉
購
入
価

格
を
キ
ロ

4
6
7円

に
改

定
し
た
と
発
表
し
た
。
前

回
（

7日
）
に
比
べ
て

30

円
の
大
幅
値
下
げ
。
新
価

格
は
昨
年

12月
最
終
価
格

（

4
5
5円

）
以
来
の
安

値
水
準
。

　
海
外
相
場
の
急
落
と
、

為
替
市
場
で
の
円
高
進
行

を
映
し
て
、
銅
建
値
が
ト

ン

72万
円
に

4万
円
、
亜

鉛
建
値
も
同

22万
円
に

1

万

5
0
0
0円

値
下
げ
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
措
置
。

　
購
入
条
件
は
工
場
持
ち

込
み
渡
し
、

1
2
0日

手

形
ベ
ー
ス
、
油
水
分
最
大

0・

8％
。

　
三
菱
伸
銅
は

12日
、
銅

・
亜
鉛
建
値
の
大
幅
値
下

げ
に
連
動
、
当
面
の
黄
銅

削
り
粉
購
入
価
格
を
前
回

比
キ
ロ

30円
引
き
下
げ
、

4
6
7円

に
改
定
し
た
。

　
購
入
条
件
は
油
水
分
最

大

0・

8％
、

10㌧
以
上
、

1
2
0日

手
形
ベ
ー
ス
。

　
日
本
軽
金
属

　
（

6月

26日
付
）

　
■
部
長
級

　
▽
総
務
部
長（
総
務
部
）天
野

佳
信

黄
銅
削
り
粉

30円
下
げ

日
本
伸
銅
購
入
価
格

467円

三
菱
伸
銅
も

467円

　
阪
急
電
鉄
は

6日
、
車

体
に
ア
ル
ミ
ダ
ブ
ル
ス
キ

ン
構
造
を
採
用
し
た
新
型

車
両

1
0
0
0系

・

1
3

0
0系

を
今
秋
に
導
入
す

る
と
発
表
し
た
。

　
新
型
車
両
で
は
、
車
体

正
面
の
強
度
向
上
の
た
め

ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
部
の
拡
大

や
梁
の
追
加
な
ど
を
行
っ

た
。神
戸
・
宝
塚
線
に

1
0

0
0系

、
京
都
線
に
は

1

3
0
0系

を
導
入
す
る
。

　
ア
ル
ミ
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン

構
造
は
、
新
幹
線
Ｎ

7
0

0系
に
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
大
型
の
押
出
形
材
を

Ｆ
Ｓ
Ｗ（
摩
擦
攪
拌
溶
接
）

で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
製

作
。

2枚
の
ア
ル
ミ
板
の

間
に
リ
ブ
が
入
っ
た
断
面

と
な
っ
て
お
り
、
車
体
の

高
強
度
化
や
遮
音
性
、
断

熱
性
に
優
れ
る
。

　
世
界
半
導
体
市
場
統
計

（
Ｗ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）
は
こ
の
ほ

ど
、

2
0
1
3年

春
季
世

界
半
導
体
市
場
予
測
を
発

表
し
た
。

13年
の
世
界
半

導
体
市
場
規
模
は
前
年
比

62億
㌦
増
の

2
9
7
8億

㌦
と
な
り
、
ド
ル
ベ
ー
ス

で
の
成
長
率
は
前
年
比

2

・

1％
増
に
と
ど
ま
る
と

予
測
。
世
界
経
済
の
停
滞

や
パ
ソ
コ
ン
の
販
売
不
振

な
ど
に
よ
り

2・

7％
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
で
あ
っ
た

12年
か
ら
は
持
ち
直
す
も

の
の
、
市
場
規
模
は

10、

11年
を
若
干
下
回
る
。
た

だ
し
、
昨
秋
か
ら
の
急
激

な
円
安
に
よ
っ
て
ド
ル
ベ

ー
ス
で
見
た
日
本
の
成
長

率
が
大
幅
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
、
世
界
全
体
の
成
長
率

を
実
態
以
上
に
押
し
下
げ

て
い
る
面
も
あ
る
。
　

来
年
以
降
は
景
気
の
緩

や
か
な
回
復
と
と
も
に
電

子
機
器
市
場
の
安
定
成
長

が
見
込
ま
れ
、

14年
は

5

・

1％
、

15年
は

3・

8

％
の
プ
ラ
ス
を
予
測
。

13

年
か
ら

15年
の
年
平
均
成

長
率
は

3・

7％
増
と
な

り
、
市
場
規
模
は

3
2
4

9億
㌦
と
な
る
見
通
し

だ
。

　
日
本
の
半
導
体
市
場
を

円
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、

12

年
は
約

3兆

2
7
0
0億

円
で
前
年
比

4・

2％
の

マ
イ
ナ
ス
。

13年
も
電
子

機
器
生
産
の
低
迷
に
よ
り

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
は

で
き
ず
、
前
年
比

0・

3

％
減
と
な
る
見
込
み
。

14

年
は

3・

9％
、

15年
に

は

2・

2％
の
プ
ラ
ス
に

転
じ
、
市
場
規
模
は
約

3

兆

4
7
0
0億

円
と
な
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

世界半導体市場

13年 2. 1％成長
ドルベース予測　円安の影響も

Ｗ
Ｓ

Ｔ
Ｓ

車両イメージ

小
林
会
長
を
再
選

軽
金
属
溶
接
協
会

　
東
京
非
鉄
金
属
商
工
協

同
組
合
の
商
報
部
会
（
部

会
長
＝
五
井
恭
治
郎
・
五

井
金
属
社
長
）
は

12日
、

銅
お
よ
び
黄
銅
原
料
の
商

報
値
（
地
方
向
け
原
料
購

入
価
格
）
を
前
回
発
表
よ

り
キ
ロ

10―

25円
引
き
下

げ
た
と
発
表
し
た
。
改
定

後
の
商
報
値
は
次
の
通
り

（
単
位
＝
キ
ロ
当
た
り
、

カ
ッ
コ
内
は
前
回
比
）。

　
▽

1号
銅
線
＝

6
0
0

円
（


25）

　
▽
上
銅
＝

5
8
0円

（


15）

　
▽
新
切
黄
銅
セ
パ
＝

4

1
5円

（


10）

　
▽
新
切
黄
銅
コ
ー
ペ
ル

＝

3
7
0円

（


10）

　
▽
黄
銅
削
り
粉
＝

3
6

0円
（


10）
原
料
商
報
値

10―

25円
下
げ

東
京
非
鉄
協
組

　
軽
金
属
溶
接
協
会
は

11

日
、
東
京
・
御
茶
ノ
水
の

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

定
時
総
会
を
開
催
し
、
小

林
紘
二
郎
会
長
（
大
阪
大

学
名
誉
教
授
）
と
浅
見
重

則
副
会
長
を
再
選
し
た
。

任
期
は
会
長
、
副

会
長
と
も

2年
。

総
会
で
は
そ
の

他
、

2
0
1
2年

度
決
算
や

13年
度

の
事
業
計
画
・
予

算
の
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
総
会

後
、
会
見
に
臨
ん
だ
小
林

会
長
は
「
ア
ル
ミ
は
需
要

が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
あ
る

の
に
、
業
界
全
体
の
収
益

性
が
上
が
ら
な
い
。
差
別

化
さ
れ
た
技
術
に
基
づ
い

て
、
製
品
に
付
加
価
値
を

与
え
る
こ
と
が
十
分
に
で

き
て
い
な
か
っ
た
り
、
過

当
競
争
に
陥
っ
て
値
崩
れ

を
招
く
と
い
っ
た
構
造
的

な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
業
界
再
編
は
経
営

側
の
課
題
だ
が
、
当
協
会

は
技
術
や
研
究
を
通
じ
て

付
加
価
値
を
高
め
、
業
界

に
貢
献
で
き
る
道
を
模
索

し
た
い
」な
ど
と
話
し
た
。

　
日
立
電
線

　
（

6月

21日
付
）

　
▽
財
務
本
部
次
長
（
日
立
金

属
）
金
田
雅
夫

　
（

6月

26日
付
）

　
▽
日
立
電
線
商
事
出
向
兼
日

立
電
線
営
業
統
括
本
部
長
付
を

解
く
、
住
電
日
立
ケ
ー
ブ
ル
転

属
〔

6月

27日
住
電
日
立
ケ
ー

ブ
ル
常
務
取
締
役
就
任
予
定
〕

＝
亀
尾
保
彦

　
▽
営
業
統
括
本
部
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
営
業
統
括
部
統
括
兼
復
興

支
援
室
長
を
解
く
、
住
電
日
立

ケ
ー
ブ
ル
転
属
〔

6月

27日
住

電
日
立
ケ
ー
ブ
ル
取
締
役
就
任

予
定
〕
＝
藤
井
雅
人

　
（

6月

27日
付
）

　
▽
営
業
統
括
本
部
長
付
（
住

電
日
立
ケ
ー
ブ
ル
）
村
岡
洋
介

　
（

6月

28日
付
）

　
▽
顧
問
を
解
く
、
ジ
ェ
イ
・

パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
転
属
〔
ジ

ェ
イ
・
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
取

締
役
副
社
長
就
任
予
定
〕
＝
坂

本
康
彦

　
日
本
建
材
・
住
宅
設
備

産
業
協
会
（
会
長
＝
長
榮

周
作
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ

コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

社
長
）
は

11日
、
東
京
・

元
赤
坂
の
明
治
記
念
館
で

2
0
1
3年

度
定
時
総
会

を
開
催
し
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
や
本
年
度
事
業
計

画
を
承
認
し
た
。
総
会
後

の
懇
親
会
に
は
、
経
済
産

業
省
幹
部
の
来
賓
な
ど
を

含
め
、
約

3
0
0人

が
参

加
し
た
。

　
懇
親
会
で
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
長

榮
会
長
は
、「
今
年

は
消
費
増
税
前
の

駆
け
込
み
で
住
宅

着
工
件
数
が

93万

戸
に
増
え
る
予
測

だ
が
、
中
長
期
的

に
は
低
位
安
定
」

と
の
見
通
し
を
示

し
、「
全
国

6
0
0
0万

世

帯
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
注

目
し
、
耐
震
な
ど
の
リ
フ

ォ
ー
ム
に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。

協
会
の
今
期
活
動
と
し
て

は
、
優
良
断
熱
材
の
認
証

事
業
や
グ
リ
ー
ン
建
材
の

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
普
及
促

進
を
掲
げ
た
。

　
来
賓
代
表
で
登
壇
し
た

経
済
産
業
省
の
渡
邊
宏
・

大
臣
官
房
審
議
官
は
、
投

資
促
進
政
策
な
ど
を
説

明
。
同
じ
く
国
土
交
通
省

の
橋
本
公
博
・
大
臣
官
房

審
議
官
は
、
増
税
に
向
け

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
な
ど
十

分
な
措
置
が
必
要
だ
と
述

べ
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
、

藤
森
義
明
副
会
長
（
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
社
長
）が
行
っ
た
。

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版
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海
外
ア
ル
ミ
製
錬
メ
ー

カ
ー
と
日
本
の
需
要
家
と

の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
、

7―

9月
期
ア
ル
ミ
新
地

金
対
日
プ
レ
ミ
ア
ム
（
割

増
金
）
交
渉
は
、
決
着
間

近
で
足
踏
み
し
て
い
る
。

生
産
者
側
は
過
去
最
高
値

水
準
で
あ
る
ト
ン

2
5
2

―

2
5
4㌦

を
提
示
し
た

が
、
国
内
需
要
家
側
は
難

色
を
示
し
、「

4―

6月
期

か
ら
据
え
置
き
の

2
4
8

―

2
4
9㌦

を
、
引
き
続

き
主
張
し
て
い
る
」（
商

社
）
た
め
。
た
だ
、
交
渉

の
余
地
が
あ
ま
り
な
く
、

横
ば
い
で
ま
と
ま
る
か
は

微
妙
で
、
最
高
値
水
準
で

決
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

交
渉
は
、
近
く
決
着
す
る

見
通
し
だ
。

　
製
錬
メ
ー
カ
ー
が
今
回

提
示
し
て
き
た
価
格
は
、

過
去
最
高
値
で
決
着
し
た

昨
年

10―

12月
期
の

2
5

4―

2
5
5㌦

に
近
い
水

準
。こ
れ
は
、安
倍
晋
三
首

相
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」効
果
に
よ
っ
て
、

7―

9月
期
も
円
安
基
調

が
続
く
と
い
っ
た
期
待
を

織
り
込
ん
で
い
る
と
い

う
。

　
一
方
、
こ
れ
ま
で
円
安

が
進
行
し
て
き
た
と
は
い

え
、
国
内
ア
ル
ミ
需
要
の

増
加
は
限
定
的
。
国
内
需

要
家
側
は
、

2
4
8―

2

4
9㌦

で
据
え
置
き
た
い

意
向
だ
。

　
た
だ
、
慢
性
化
す
る
世

界
的
な
ア
ル
ミ
の
需
給
ひ

っ
迫
が
プ
レ
ミ
ア
ム
を
押

し
上
げ
る
と
い
う
構
図

は
、
過
去
最
高
値
で
決
着

し
た
昨
年

10―

12月
期
と

同
じ
。
そ
の
た
め
、
最
高

値
水
準
で
決
着
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。

　
世
界
景
気
の
持
ち
直
し

と
と
も
に
、
欧
米
な
ど
で

ア
ル
ミ
需
要
が
回
復
し
つ

つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

ア
ル
ミ
地
金
の
金
融
取
引

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
デ
ィ
ー

ル
）
の
影
響
に
よ
り
、
ロ

ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ

Ｍ
Ｅ
）
だ
け
で

5
2
0万

㌧
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
現
物
が

市
中
に
は
出
回
り
づ
ら
い

状
態
で
、
需
給
は
タ
イ
ト

化
。
世
界
的
に
プ
レ
ミ
ア

ム
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
製
錬
メ
ー
カ
ー
は

プ
レ
ミ
ア
ム
を
引
き
上
げ

る
こ
と
で
利
益
を
確
保
し

た
い
狙
い
が
あ
る
。

きょうの紙面

電
気
料
金
値
上
げ
、
業
界

10団
体
が
政
府
に
要
望
書
（
１
面
）

ヨ
シ
オ
カ
、
委
託
好
調
で
ナ
ゲ
ッ
ト
加
工
拡
充

（
５
面
）

日
中
、
モ
ン
ゴ
ル
で
資
源
争
奪
戦
㊤

（
９
面
）

11面
阪
神
環
境
シ
ス
テ
ム
、貴
金
属
溶
解
炉
導
入

アルミ新地金対
日
割
増
金
交
渉
足
踏
み

７
―
９
月
需
要
家
が
難
色

亜鉛建値推移
(1000円/トン）

2013年 月間平均

5月7日 230

13日 235 233.900

17日 230 231.100

22日 235 233.200

6月3日 240

7日 235 236.000

12日 220 226.300

竹内氏

１
万

5000円
下
げ

亜
鉛
建
値

22万
円

創業1919年 非鉄金属素材の御用聞きは
く の

http://www.kuno1919-tokyo.comhttp://www.kuno1919-tokyo.com

久野産業㈱東京支店

まずはお問い合わせください
フリーダイヤル ： 0120-157-990

□ 国内トップクラスの在庫
黄銅棒、黄銅線、アルミ棒、アルミ板など全社で2000㌧在庫

□ 伸銅品・アルミ・ステンレス・小口即納対応
200社を超える仕入れ先で1本、1個から即手配

□ 最新機械完備
黄銅棒・アルミ棒の切断販売（20―280㍉切売り可）
黄銅棒ローレット加工

東京都葛飾区立石3-6 - 7〒124-0012
● お申し込み・お問い合わせ先　株式会社 産業新聞社  メディア事業部
TEL：06-6443-8550　FAX：06-6443-3828　media@sangyo.co.jp

○ 閲覧ソフト（アクロバットリーダー8.0）添付
○ 記事検索機能（文字列）
○ Windows９８以上に対応
○ プリント出力出来ます
※記事・写真のコピー、変更は出来ません

好評発売中！!

１ヵ月単位 御希望の年月
組合せ自由（　　　　 ）

１ヵ月単位=4,500円（送料別）6ヶ月以上購入で割引

産業新聞社では、２００２年～２０１３年（5月迄）の新聞データを
１カ月単位より御希望の年月分をDVDに収録し、販売致します。
◎従来の保存紙のように場所を取りません。
パソコンで簡単記事検索（文字列）。ニュース、相場、市況を閲覧し、
目的の紙面をプリントアウトできます。
◎貴社の情報収集のスピード化に大きく役立ちます。

2002年～2013年（5月）
見る

産業
新聞
縮刷
版

20
05
年1
月～
20
05
年1
2月

cc○○

Co
py
rig
ht　
　産
業新
聞社

Co
py
rig
ht　
　産
業新
聞社

産業
新聞
社 
編

産業
新聞
社 
編

DVD-ROM縮刷版DVD-ROM縮刷版DVD-ROM縮刷版
○ CD-ROMをご希望の場合は、CD希望とお伝えください。

2013年 月間平均

3月1日 760

8日 780 775.000

13日 790 781.000

19日 770 773.000

26日 760 771.000

4月1日 760

4日 730 734.200

8日 770 764.700

11日 800 783.300

16日 740 754.700

24日 720 750.900

5月7日 770

13日 790 785.700

16日 770 773.100

21日 790 782.600

6月3日 780

7日 760 764.000

12日 720 738.000

銅建値推移
(1000円/トン）

神戸製鋼海
洋
温
度
差
発
電に採

用
プ
レ
ー
ト
式
熱
交
向
け
チ
タ
ン
板

昭和電工中中
国国
合合
弁弁
、、稼稼
働働
率率
引引
上上
げげ

希
土
類
磁
石
合
金
２
工
場

　
関
西
地
区
は
「
売
れ
ず

・
買
え
ず
」
が
長
期
化
す

る
中
で
、
気
配
だ
け
が
急

冷
す
る
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
る
。

　
建
値
が
月
初
比
ト
ン

6

万
円
も
急
落
し
た
こ
と

で
、
売
り
手
が
在
庫
評
価

の
値
下
が
り
を
嫌
っ
て
塩

漬
け
を
決
め
込
む
一
方
、

買
い
手
も
、
先
月
下
旬
か

ら
月
末
ま
で
の
相
場
高
騰

時
に
手
当
て
し
た
玉
が
そ

の
ま
ま
「
高
値
因
果
玉
」

と
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

　
市
中
で
は
こ
の
日
も
問

屋
は
荷
動
き
は
別
と
し

て
、
指
し
値
を
建
値
の
下

げ
幅
に
相
当
し
て
キ
ロ

25

―

32円
切
り
下
げ
た
。「
入

る
・
入
ら
な
い
は
別
。
品

物
も
な
い
、
売
り
手
も
い

な
い
な
ら
、
セ
オ
リ
ー
通

り
対
処
す
る
し
か
な
い
」

と
し
て
、
仮
に
売
り
物
が

来
た
ら
相
対
で
臨
む
と
の

構
え
だ
。
た
だ
、
そ
れ
で

も
売
り
物
は
見
ら
れ
ず
取

引
は
閑
散
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
海

外
・
為
替
相
場
と
も
な
お

不
安
定
な
た
め
、
扱
い
問

屋
は
先
安
を
懸
念
し
て
い

る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
イ

タ
ー
Ｅ
Ｓ
＝
時
事
】
米
チ

タ
ン
製
造
大
手
の
タ
イ
タ

ニ
ア
ム
・
メ
タ
ル
ズ
（
Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）
は

11日
、
環

太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
経
済
的
影
響
に
関

す
る
米
国
際
貿
易
委
員
会

（
Ｉ
Ｔ
Ｃ
）の
公
聴
会
で
、

軍
用
機
な
ど
防
衛
関
連
装

備
に
使
わ
れ
る
チ
タ
ン
に

つ
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら

除
外
す
る
よ
う
求
め
た
。

米
国
は
現
在
、
チ
タ
ン
に

15％
の
輸
入
関
税
を
課
し

て
い
る
が
、
健
全
な
国
内

産
業
の
維
持
が
、
米
国
の

安
全
保
障
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
の
ハ
リ
ー

・
サ
イ
ナ
ー
副
社
長
は
公

聴
会
で
、「
チ
タ
ン
は
戦
略

上
重
要
な
金
属
で
あ
る
」

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
輸

入
関
税
を
撤
廃
し
た
場

合
、
チ
タ
ン
の
イ
ン
ゴ
ッ

ト
（
鋳
塊
）や
ス
ラ
ブ（
厚

板
）
の
原
料
と
な
る
日
本

製
の
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
の

流
入
を
許
し
、
こ
の
分
野

で
の
米
企
業
の
投
資
を
一

段
と
冷
え
込
ま
せ
、
多
く

の
国
内
工
場
を
閉
鎖
に
追

い
込
む
と
主
張
し
た
。

　
チ
タ
ン
は
軍
用
ジ
ェ
ッ

ト
機
や
艦
艇
、通
信
衛
星
、

装
甲
車
両
、ス
テ
ル
ス
機
、

核
兵
器
な
ど
幅
広
く
防
衛

機
器
の
部
品
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　
日
本
は
、米
国
や
中
国
、

ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

と
並
び
チ
タ
ン
の
製
造
で

主
要
国
の
一
つ
。
サ
イ
ナ

ー
副
社
長
に
よ
る
と
、
日

本
の
チ
タ
ン
製
造
業
は

「
非
常
に
力
強
い
」
上
、

15％
の
関
税
を
課
し
て
い

る
現
在
で
さ
え
、
既
に
米

市
場
に
食
い
込
ん
で
い
る

と
い
う
。
米
国
の
日
本
か

ら
の
ス
ポ
ン
ジ
チ
タ
ン
輸

入
額
は
、

2
0
0
2年

の

3
3
0
0万

㌦
か
ら
拡
大

し
、

12年
は

2億

4
1
0

0万
㌦
に
達
し
た
。

　
米
政
府
は
こ
れ
ま
で
、

戦
略
的
重
要
性
か
ら
一
部

の
貿
易
協
定
に
お
い
て
、

チ
タ
ン
を
ほ
か
の
金
属
と

は
区
別
し
て
扱
っ
て
き

た
。だ
が
、米
韓
自
由
貿
易

協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）で
は

3年

か
け
て
関
税
を
撤
廃
す
る

と
し
て
お
り
、
同
様
の
条

項
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
盛
り
込
ま

れ
れ
ば
、
米
チ
タ
ン
産
業

に
打
撃
に
な
る
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
金
属
は

12日
、

6月
積
み
銅
建
値

を
ト
ン

4万
円
引
き
下

げ
、

72万
円
に
改
定
し
た

と
発
表
し
た
。
月
内
推
定

平
均
は

73万

8
0
0
0円

と
な
っ
た
。
海
外
相
場
安

と
為
替
の
円
高
を
反
映
。

建
値
は
先
月

2日
以
来
の

安
値
を
付
け
た
。

　
指
標
と
な
る
現
地

10日

の
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所

（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）の
銅
現
物
は
、

新
興
国
・
資
源
国
の
通
貨

安
、
株
式
市
場
の
大
幅
安

を
嫌
気
し
て

4営
業
日
連

続
で
下
落
。
前
場
売
値

（
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）
は
、

5月

2日
以
来
の
安
値
と

な
る

7
0
3
6㌦

ま
で
売

ら
れ
た
。
前
回
改
定
時
よ

り
2
7
5㌦

安
か
っ
た
。

　
一
方
、
為
替
市
場
で
は

日
銀
の
資
金
供
給
オ
ペ
の

期
限
延
長
見
送
り
を
受
け

て
、
円
買
い
の
動
き
が
強

ま
り
、
日
銀
が
異
次
元
緩

和
を
発
表
し
た

4月

4日

以
来
の
高
値
水
準
ま
で
買

い
進
ま
れ
た
。
こ
の
日
の

東
京
為
替
Ｔ
Ｔ
Ｓ
は
、
前

日
比

2・

34高
の

1㌦
＝

97・

46円
。
前
回
改
定
時

よ
り

0・

95円
の
円
高
に

振
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響

し
た
。

銅スクラップに集荷懸念
　
神
戸
製
鋼
所
は

12日
、
同
社
が
開
発
し
た
プ
レ
ー
ト
式
熱
交
換
器
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
）
向
け
の
チ
タ
ン
板
が
、沖
縄

県
久
米
島
に
あ
る
海
洋
温
度
差
発
電
の
実
用
実
証
プ
ラ
ン
ト
に
採
用
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
海
洋
温
度
差
発

電
設
備
に
純
チ
タ
ン
薄
板
が
採
用
さ
れ
る
の
は
世
界
で
初
め
て
。
神
鋼
が
開
発
し
た
チ
タ
ン
板
は
、Ｐ
Ｈ
Ｅ
の

性
能
を

20％
以
上
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
発
電
効
率
の
改
善
や
コ
ス
ト
低
減
が
期
待
で
き
る
。

ホームページ制作
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新規事業で、新しい商品を宣伝したい
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熱
伝
達

20％
以
上
向
上

　
三
井
金
属
は

12日
、

6

月
積
み
亜
鉛
建
値
を
ト
ン

1万

5
0
0
0円

引
き
下

げ
、

22万
円
に
改
定
し
た

と
発
表
し
た
。
海
外
相
場

安
と
為
替
の
円
高
ド
ル
安

を
反
映
。
月
内
推
定
平
均

値
は

22万

6
3
0
0円

と

な
っ
た
。

　
指
標
と
な
る
Ｌ
Ｍ
Ｅ
の

亜
鉛
現
物
は
、
現
地

11日

の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
が
前
日

比
ト
ン

16・

5㌦
安
の

1

8
3
3㌦

と
、
前
回
建
値

改
定
時
を

62・

5㌦
下
回

っ
た
。

12日
の
東
京
為
替

Ｔ
Ｔ
Ｓ
は

1㌦
＝

97・

46

円
で
、
前
回
比

0・

95円

の
円
高
だ
っ
た
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
は
深

海
の
冷
た
い
深
層
水
（
海

洋
深
層
水
）
と
表
層
の
温

か
い
海
水
の
温
度
差
を
利

用
し
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
低
沸
点
の
媒
体
を
気
化

さ
せ
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー

ビ
ン
を
回
転
さ
せ
る
仕
組

み
。
気
化
し
た
媒
体
は
冷

た
い
深
層
水
で
液
体
に
戻

す
。
太
陽
光
発
電
や
洋
上

風
力
発
電
の
よ
う
に
、
天

候
に
よ
っ
て
発
電
量
が
変

動
す
る
心
配
が
な
く
、
深

層
水
を
漁
業
に
使
う
な
ど

複
合
利
用
も
可
能
な
た

め
、
近
年
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　
久
米
島
の
実
用
実
証
プ

ラ
ン
ト
は
、
島
の
東
海
岸

に
あ
る
沖
縄
県
海
洋
深
層

水
研
究
所
内
に
位
置
。
Ｉ

Ｈ
Ｉ
プ
ラ
ン
ト
建
設
と
横

河
電
機
、
ゼ
ネ
シ
ス
の
共

同
企
業
体
が
建
設
し
、
今

年

4月
中
旬
か
ら
実
験
を

開
始
し
た
。
最
大
出
力
は

50㌔
㍗
。
沖
縄
電
力
と
系

統
を
つ
な
ぎ
、
電
力
の
供

給
も
行
う
。
実
際
に
海
洋

深
層
水
を
使
っ
て
実
証
試

験
を
行
い
、
電
力
を
電
力

会
社
に
供
給
す
る
の
は
世

界
で
も
初
め
て
。

　
神
鋼
の
純
チ
タ
ン
薄
板

「
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
（
ヒ
ー
ト
）」

は
、
同
プ
ラ
ン
ト
の
Ｐ
Ｈ

Ｅ
に
採
用
。
約

3㌧
が
使

用
さ
れ
た
。
ヒ
ー
ト
は
板

の
表
面
に
つ
け
た
微
細
な

突
起
が
伝
熱
を
促
進
す
る

の
が
特
長
。
ヒ
ー
ト
を
海

洋
温
度
差
発
電
の
Ｐ
Ｈ
Ｅ

に
使
用
し
た
場
合
、
Ｐ
Ｈ

Ｅ
の
設
計
を
変
更
せ
ず
に

熱
伝
達
が

20％
以
上
向
上

す
る
。
熱
伝
達
効
率
が
向

上
す
る
こ
と
で
、
よ
り
小

さ
な
温
度
差
で
も
発
電
が

可
能
と
な
り
、
発
電
が
可

能
な
地
域
が
増
え
る
。
Ｐ

Ｈ
Ｅ
を
小
型
化
す
る
こ
と

で
設
備
の
コ
ス
ト
を
圧
縮

す
る
な
ど
、
発
電
コ
ス
ト

の
低
減
も
可
能
に
な
る
。

実
証
事
業
で
は
ヒ
ー
ト
に

よ
る
発
電
事
業
で
の
経
済

的
な
効
果
も
具
体
的
に
評

価
さ
れ
て
い
く
予
定
。
神

鋼
は
海
洋
温
度
差
発
電
の

熱
交
換
器
を
対
象
と
し
た

チ
タ
ン
板
の
研
究
を

2
0

0
0年

に
開
始
。
佐
賀
大

学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
チ

タ
ン
材
料
の
高
度
化
を
図

っ
て
き
た
。

社
長
に
赤
塚
常
務

住
友
電
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

　
住
友
電
気
工
業
は

12

日
、
住
友
電
工
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
ス
の
社
長
に
、
同
社

（
住
友
電
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
）
の
赤
塚
真
幸
常
務

が
昇
格
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
木
田
泰

社
長
は
退
任
し
、
現
在
兼

務
し
て
い
る
住
友
電
工
執

行
役
員
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
副

本
部
長
の
職
務
を
継
続
す

る
。

建
値
の
大
幅
続
落
追
い
打
ち

納
入
交
渉
に
影
響
も

７―９月期

　
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
流
通
市

場
で
は
、

7―

9月
期
に

向
け
て
集
荷
懸
念
が
急
速

に
強
ま
っ
て
き
た
。

4月

以
降
は
発
生
薄
と
需
要
増

加
で
需
給
の
タ
イ
ト
化
が

進
ん
で
い
る
が
、

12日
の

銅
建
値
続
落
で
、
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
市
中

発
生
が
急
減
。
一
方
、
製

錬
メ
ー
カ
ー
の
原
料
需
要

は
非
常
に
旺
盛
で
、
一
部

伸
銅
メ
ー
カ
ー
に
も
増
産

の
動
き
が
あ
り
、
今
後
は

原
料
需
要
が
上
向
く
可
能

性
が
高
い
。
こ
の
た
め
直

納
問
屋
各
社
に
は
集
荷
難

へ
の
懸
念
が
強
く
、
現
在

進
行
中
の

7―

9月
期
の

納
入
価
格
条
件
交
渉
に

も
、
影
響
が
出
て
き
そ
う

だ
。

　
銅
建
値
は

12日
、
海
外

相
場
安
と
為
替
の
円
高
ド

ル
安
を
反
映
し
、
ト
ン

4

万
円
安
の

72万
円
に
続

落
。
こ
れ
を
受
け
、
市
中

売
り
手
は
銅
価
反
発
ま
で

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
塩
漬
け
に

す
る
構
え
を
と
っ
た
た

め
、
市
中
発
生
は
急
減
し

た
。

　
関
東
地
区
で
は
、

4月

以
降
の
需
給
タ
イ
ト
化
で

集
荷
競
争
が
激
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
荷
余
り
感
が

強
く
、
市
中
価
格
が
停
滞

し
た
昨
年
後
半
か
ら

3月

ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ

て
相
場
は
急
騰
し
、
銅
系

ウ
ワ
物
、
ス
ソ
物
、
黄
銅

系
品
種
に
か
か
わ
ら
ず
売

り
手
市
場
と
な
り
、
高
値

の
取
引
が
増
え
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
へ
大
口
の
納
入

枠
を
持
つ
一
部
直
納
問
屋

か
ら
は
、「
利
益
を
度
外
視

し
た
価
格
で
手
当
て
せ
ざ

る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
、
利
幅
が
減
少
し
て
い

る
」（
大
手
直
納
筋
）
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
す

で
に
今
月
で
も
、「
長
期
契

約
分
の
数
量
を
集
め
る
の

さ
え
難
し
い
」（
同
）状
況
。

　
建
値
の
大
幅
下
落
で
、

今
後
は
さ
ら
に
発
生
薄
が

深
刻
化
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、「

7―

9月
期
は

納
入
価
格
条
件
の
引
き
上

げ
が
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
、
長
期
契
約
数
量
を
削

減
す
る
し
か
な
い
」（
別
の

大
手
問
屋
）
と
い
っ
た
声

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
伸

銅
・
製
錬
メ
ー
カ
ー
と
の

7―

9月
期
の
価
格
条
件

交
渉
は
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
銅
価
の
大
幅
下

落
に
よ
り
、
問
屋
サ
イ
ド

か
ら
価
格
条
件
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
声
が
強
く
な

り
そ
う
だ
。

４
万
円
下
げ

銅
建
値

72万
円

海
外
安
と
円
高
反
映

集
荷
競
争
激
化

利
幅
が
減
少

関
東
地
区

商
い
閑
散
状
態

一
段
先
安
懸
念

関
西
地
区

　
住
友
金
属
鉱
山
の
関
係

会
社
で
触
媒
製
品
を
開
発

・
製
造
す
る
エ
ヌ
・
イ
ー

ケ
ム
キ
ャ
ッ
ト
（
本
社
＝

東
京
都
）
は

11日
、
竹
内

滋
専
務
（

63）
が
同
日
付

で
社
長
に
昇
格
す
る
人
事

を
発
表
し
た
。
成
尾
友
良

社
長
は
退
任
す
る
。

　
▽
竹
内
滋
（
た
け
う
ち

・
し
げ
る
）
氏
＝

74年
慶

大
法
卒
、
住
友
金
属
鉱
山

入
社
。

09年
執
行
役
員
を

経
て
、

12年
エ
ム
・
イ
ー

ケ
ム
キ
ャ
ッ
ト
専
務
取
締

役
。

50年

4月

21日
生
ま

れ
、
東
京
都
出
身
。

竹
内
専
務
が

社
長
に
昇
格

エ
ヌ
・
イ
ー
ケ
ム
キ
ャ
ッ
ト

http://w
w
w
.japanm

etal.com
/

koudoku.htm
l

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

　
昭
和
電
工
は
、
中
国
に

お
い
て
昨
年

8月
か
ら
大

幅
な
生
産
調
整
を
続
け
て

き
た
合
弁
で
展
開
す
る
希

土
類
（
レ
ア
ア
ー
ス
）
磁

石
合
金
工
場
に
関
し
、
早

け
れ
ば
今
月
中
に
も
稼
働

率
を
引
き
上
げ
る
。
日
本

の
ユ
ー
ザ
ー
側
の
在
庫
調

整
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
国
の
生
産
体
制

も
整
え
て
い
く
方
針
だ
。

　
昭
和
電
工
は
現
在
、
秩

父
事
業
所
（
埼
玉
県
秩
父

市
）
で
年
産
約

5
0
0
0

㌧
の
能
力
を
持
つ
一
方
、

中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
の
拠
点
（
包
頭
昭
和
稀

土
高
科
新
材
料
有
限
公

司
）
で
年

1
0
0
0㌧

、

江
西

省
の
拠
点
（

;州
昭

日
稀
土
新
材
料
）
に
は
年

3
0
0
0㌧

の
能
力
を
そ

れ
ぞ
れ
持
つ
。
現
時
点
で

需
要
の
本
格
回
復
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
中
国
で
の
生
産

技
術

継
承
や
現
地

雇
用
の
安
定

化
な
ど
の

観
点
も
踏
ま

え
、

2工
場
で
低
い
レ
ベ

ル
な
が
ら
生
産
を
増
や
す

こ
と
に
し
た
。

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
は

12

日
、

豪
資
源
大
手

Ｂ
Ｈ
Ｐ

ビ
リ
ト
ン
と
日
本
の
一
部

製
錬
会
社
が
、

2
0
1
3

年

7―

12月
積
み
の
銅
買

鉱
石
条
件
に
つ
い
て
、
Ｔ

Ｃ
（
熔
錬

費
）ト
ン

72㌦
、

Ｒ
Ｃ
（
精
錬

費
）
ポ
ン
ド

7・

2㌣
で
合
意
し
た
と

伝
え
た
。

1月
に
合
意
し

た

13―

14年
積
み
条
件
Ｔ

Ｃ

70㌦
、

Ｒ
Ｃ

7㌣
か
ら

約

3％
の
引
き
上
げ
と
し

て
い
る
。

　
産
業
新

聞
社
の
取
材
に

対
し
、
国
内
銅
製
錬
最
大

手
の
パ
ン

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
カ
ッ
パ
ー
（
Ｐ
Ｐ
Ｃ
）

は

12日
、

Ｂ
Ｈ
Ｐ
と
は
現

在
年
央
交
渉
の
最
中
で
、

条
件
未
合
意
で
あ
る
と

明

ら
か
に
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｃ
は

10年
か
ら
年

央
交
渉
を
停

止
し
て
き
た
が
、
今
期
は

特
例
的
に
実

施
。

Ｂ
Ｈ
Ｐ

以
外
の
海
外
鉱
山
会
社
と

の
年
央
交
渉
は
し
て
い
な

い
。
住
友
金
属
鉱
山
は
買

鉱
交
渉
の
有

無
、
条
件
な

ど
、
一
切
ノ
ー
コ
メ
ン
ト

と
し
て
い
る
。

　
ロ
イ
タ
ー
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の

グ
ラ
ス
ベ
ル

グ
、
米
国
の
ビ
ン

ガ
ム
・

キ
ャ
ニ
オ
ン
と
い
っ
た
大

型
鉱
山
の
生
産
障

害
が
、

今
回
の
買
鉱
条
件
に
反
映

さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

T

P

P交
渉

チタン除外を要請
米社「安全保障上の問題」

新
聞
記
事
の
複
製
許
諾
は

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
へ
ご
相
談
を

　

新
聞
記
事
は
著
作
権
法
で

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。著
作

権
者
の
許
諾
を
得
て
い
な
い

コ
ピ
ー
、パ
ソ
コ
ン
へ
の

デ
ー
タ
取
り
込
み
な
ど
は
違

法
と
な
り
ま
す
。業
務
上
、コ

ピ
ー
や
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
が
必
要
な
場
合
は
、大
阪

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
☎
０
６

（
６
４
４
３
）８
５
５
０
に
ご

相
談
下
さ
い
。　
　
　
　
　

神
鋼
の
チ
タ
ン
板
を
採
用
し
た
海
洋

温
度
差
発
電
の
実
用
実
証
プ
ラ
ン
ト

銅買鉱年央条件

一 部 ３％上 げ

PPCは交渉中
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